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で
あ
る。

一
、

本
総
目
次
は、
『「
婦
人
文
芸」

細
目』
（
発
行
・
篠
崎
富
男、

-
、-
＊
は
目
次
に
記
載
の
な
い
こ
と
を
示
す。

一
、

ジ
ャ
ン
ル
な
ど
の
補
足
説
明
は
〈
※〉

内
に
示
し
た。

一
、

副
題
・
小
題
な
ど
は
ー
�
（
ダ
ッ
シ
ュ
）

の
後
に
示
し
た。

写
真
頁
の
標
題
の
異
同
は
示
さ
な
か
っ
た。）

一
、

標
題
は
原
則
と
し
て
原
文
に
従
っ
た。
（
た
だ
し、

投
稿
欄
•
お
知
ら
せ
の
類
は
こ
の
限
り
で
な
い。）

な
お
目
次

標
題
と
異
同
の
著
し
い
も
の
は
〈
※〉

内
に
注
記、

あ
る
い
は
い
内
に
小
番
号
で
示
し
後
に
注
記
し
た。
（
た
だ
し、

一
、

筆
者
・
編
集
者
に
よ
る
断
り
書
き
・
追
記
・
脱
稿
日
付、

並
び
に
本
文
署
名
と
異
同
の
あ
る
目
次
署
名
な
ど
は
な

る
べ
く
詳
細
に
記
細
す
る
よ
う
努
め、

（
内
に
小
番
号
で
示
し
後
に
注
記
し
た。

と
し、

あ
え
て
統一
は
し
な
か
っ
た。

一
、

仮
名
遣
い
は
原
文
の
ま
ま
と
し、

凡

例

旧
漢
字
は
新
漢
字
に
改
め
た。

ま
た、

数
字
・
外
国
人
名
な
ど
は
原
文
の
ま
ま

一

九
八
五
年
五
月
刊）

を
改
訂
し
て
収
録
し
た
も
の

（
篠
崎
富
男）
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※
小
説
〉

運
河
の
あ
る
街
〈
※
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説
〉

経
緯
〈
※
小
説
〉

主
人
〈
※
小
説
〉

(

-

）
 

（
二
）

山

文
芸
時
評

文
学
的
な
問
題
の
中
か
ら
〈
※
評
論
〉

随
筆
・

感
想

日
記
抄

私
の
妹
〈
※
随
筆
〉

そ
の
後
〈
※
感
想
〉

詩

細
目

藤
井
田
鶴
子

テ
オ
フ
イ
ル
・
ゴ
ー
チ
ェ

大
久
保
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訳
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48 

第
一

巻
第
一

号

創
刊
号

九
三
四
（
昭
9
)

年
六
月
廿
二
日
発
行

52

2
ー

第
一

巻
第
二

号

八
月
号

一

九
三
四
（
昭
9)

年
七
月
十
五
日
発
行

末
尾
に

「
一

九
三
四
、

表
紙
装
禎

紙
面
解
放
の
お
知
ら
せ
＊

発
刊
披
露
の
会
〈
※
報
告
〉

創
作柳

剣
鳴
〈
※
小
説
〉

憂
鬱
な
ス
テ
ッ
プ
〈
※
小
説
〉

車
窓
〈
※
小
説
〉

育
く
む
も
の
〈
※
小
説
〉

詩
郭
公

翼、

頂

お
猿

月
見
草

館

美
保
子

壺
田

花
子

露
木

陽
子

岡
村
須
磨
子

京
坂
喜
美
子

森

三
千
代

6
1
25

山
川

朱
実

26
ー
48

西
川
と
も
子
m
49
|
56

平
林

英
子

57
|
81

82
ー
84

原

信
子

目
次
裏

5

研
究万

葉
集
に
於
け
る
恋
愛
歌
の
種
々
相
〈
※
第
1
回
〉

今
井

編
集
後
記
＊

次
号
予
告
＊

〈
注
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、̀
jー
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＼

五
、

三
一
」

の
日

付
あ
り
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中
村

歌
子

椎
野

か
つ
固

伊
藤

菊
枝

松
原
し
ま
子
固

七
月
の
創
作
批
評
〈
※
文
芸
時
評〉
ゅ

窪
川

ル
ー

ズ
ヴ
ェ
ル
ト

大
統
領
は
映
画
フ
ァ
ン
の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

〈
※
卜 。ヒ
ッ
ク
ス〉
＊
③

山•
水・
ニ
篇

渚
を
歩
く

〈
※
随
筆〉

菅
平
行
〈
※
紀
行〉

海
外
ニ
ュ
ー

ス
＊
④

和
歌

随
筆・
感
想

税
関
風
景
〈
※
随
筆〉

雨
の
回
想
〈
※
随
筆〉

或
る
日
の
想
〈
※
感
想〉

「
海
燕
の
唄」
に
つ
い
て
〈
※
感
想〉

庭
〈
※
随
箪〉

研
究

藤
井
田
鶴
子

メ
リ
メ
の
小
説
m

平
林
た
い
子

西
鶴
『
好
色
五
人
女』
に
見
え
る
女
性
相

遠
山

葉
子

万
葉

集
に
於
け
る
恋
愛
歌
の
種
々
相
〈
※
第
2
回〉

今
井

邦
子

海
外
ニ
ュ
ー

ス

紹
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井
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見

雪
子

土
井

大
塚

文
野

臼
井

野
沢

枝
子

敦
子
ち
ょ

生
田

花
世

小
山
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と
子
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佳
子
ぃ

89 

稲
子

85
ー

89

第一
巻
第
三
号

九
月
号

九
三
四
（
昭
9)

年
九
月
一
日
発
行

＾編
(7) (6) (5) (4) (4) (3) (2) (1) 注集

v

喜

原

目
次
記
載
「
西
川
も
と
子
」。

末
尾
に
「
一

九
三
四
•

七
」

の
記
載
あ
り
。

末
尾
に
「
リ
ク
ラ
リ
イ
・

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

」

と
あ
る
。

末
尾
に
「
「
レ
ヴ
ュ
ー
・

オ
ヴ
・
レ
ヴ
ユ
ー

」

よ
り

」

目
次
記
載
「
山
下
住
子
」。

目
次
記
載
「
推
野
か
つ
」。

目
次
記
載
「
杉
原
し
ま
子
」。

『
乎
林
た
い
子
全
集』
第
十
巻
（
潮
出
版
社 、
昭

54
)

文
子

信
子

（
神
近）（
K
．

T)
と
あ
る
。

6
1
0 

64 

5
1
4 

59 

43 30 21 
29 I I I 

53 42 29 2゚

6
—

 

目
次
裏

に
所
収。

表
紙
装
禎

紙
面
解
放
の
お
知
ら
せ
＊

創
作呆

け
る
〈
※
小
説〉
山

横
田

裏
切
る
者
〈
※
戯
曲一
幕
物 、
目
次
「
裏
切
り
者」〉

藤
木

桐
子

蔵
か
げ

須
賀

瑞
枝

帰
郷

若
杉

鳥
子

「
女
性
苦」
に
つ
い
て
〈
※
書
籍
紹
介〉
＊

平
林

英
子

文
芸
時
評

ー
「
半
生」
の
作
者
を
賞
す

l
岡

福
田

晴
子

作
家
と
人
世
観
|
ー

年
少
の
友
に
—
|

〈
※
目
次
「
文
学
と
人

生
観」〉

神
近

市
子

128 
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睛
子

或
る
朝
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お
と
ぎ
ば
な
し

肩
に
積
っ
た
雲
脂

街
の
船
唄
＊

母
親

悲
し
み
③

寄
稿
家
通
信

生
活
の
彫
琢

身
辺

雑記

随
筆・
感
想

母
を
選
ぶ

街
の
性
格ー
�

あ
る
紀
行
の
一
節
ー
|'
④

は
る
か
な
る
も
の

新
し
い
ジ
ェ

ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

歌
劇
少
女
の
手
紙
固

「
呆
け
る」
の
作
者
横
田
文
子
略
歴
＊

反
響
固

ト
ビ
ッ
ク
ス
＊

84
ー

89

古
賀

英
子

小
坂
た
き
子

竹
内
て
る
よ

原小
寺

信
子

菊
子

75 84 

I 89 I 
89 89 

83 81 
I I 

84 83 ー

ー
8

87
 

7

ー
7

5
 
7

平
林
た
い
子

神
近

市
子

阿
藤
う
い
ぬ

波
乃

宏
子

英

美
子

樫
野

恒
子

72 70 
74 I I 69 69 68 

73 71 

「
雷
雨」
そ
の
他
〈
※
随
筆〉

村
山

籐
子

65
ー

67

第
一

巻
第
四
号

一

九
三
四

原

信
子

（
ア
イ
・

ケ
イ
）
（
K
．

G
)

1
,
0 

79 

1

9

 

5
ー

6

33 27 
I I 

50 32 6
 
2

 

6
ー

生
方
た
つ
ゑ

皆
藤
き
み
子

明
治
の
婦
人
作
家
〈
※
第
1

回〉

婦
人
文
芸
消
息
＊

編
集
後
記

〈
注〉①

末
尾
に
「
一

九
三
四
年
春
」

と
記
載。

③

末
尾
に
「
一

九
三
四、

七、

二
五
」

の
日
付
あ
り。

③

末
尾
に
「
一

九
一

0
年
の
肖
像
を
前
に
し
て
」

と
あ
る。

い

末
尾
に
「
一

九
三
四、

六‘

―

二
」

の
日
付
あ
り。

⑮

末
尾
に
「
九
年
七
月
」

と
あ
る。

⑥

窪
川
稲
子、

小
山
い
と
子、

松
田
解
子、

中
条
百
合
子、

鷹
野
つ
ぎ、

大
谷
藤
子
ら
が
短
文
を
寄
せ
て
い
る。

中
条
の
文
は

『
宮
本
百
合
子
全

集
』

第
十
七
巻
（
新
日
本
出
版
社、

昭
56
)

に
所
収。

表
紙
装
禎

創
作
〈
※
小
説〉

お
い

ら
ん
草
田

前
科
者
の
遺
族
②

類
ぐ
③

話
し
か
け
る
人

文
芸
時
評
④

和
歌

十
月
号

（
昭
9
)

年
十
月
一

日
発
行

梅
沢

貞

神
崎

中
根

清
み
や

124 
132 131 I 

131 
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〈

注
〉

①

末
尾
「
に
こ
の
小
篇
を
病
友
A
.
S
の
た
め
に、

編
集
後
記

愛
慾
を
見
た
少
女
岡

婦
人
文
芸
消
息
＊

文
芸
に
於
け
る
フ
エ
ミ
ニ
ズ
ム
〈
※
評
論
沿

寺
-
-
＝
＝
＂

 湖墓
標

窓蓮
婦
人
文
芸
発
刊
記
念
講
演
会
予
告
＊

明
治
の
婦
人
作
家
〈
※
第
2
回〉
m

寄
稿
家
紹
介
⑧

随
筆秋

の
ペ
ル
リ
ナ
ー

ジ
ュ

ジ
プ
シ
ー

の
幌
馬
車

森
――一
千
代

101
ー

103

高
田
せ
い
子

103
_

105

藤
原

あ
き
⑨
105
|

107

藤
井
田
鶴
子

A
・

ル
ウ
ベ
・
ジ
ャ
ン
ス
キ
ー
⑪

15
ー
30

桃
井
京
次
訳

（
神
近）
（
K
．

G)
(
H
子）

一
九
三
四
•

八
・

ニ
131 

新
映
画
紹
介

長
篇
翻
訳
小
説
〈

※
第
1

回〉

海
外
ニ
ュ
ー

ス

ア
メ
リ
カ
美
術
界
の
新
動
向

9

l

 

0
ー

l

l

l

 

2

4

l

i
 

l

l

産
院
の
秋

神
崎

清

若
杉

竹
内
て
る
よ

香
子

露
木

陽
子

94 91 

100 I 93 I 90 89 89 
100 92 

ト
。
ヒ

ッ

ク

ス
＊

は
が
き
問
答
固

70
|

75
 

75
|

79
 

，

 

7
 

神
近

市
子

80
|

88

表
紙
装
禎

婦
人
文
芸
発
刊
記
念
講
演
会
の
お
知
ら
せ
＊

紙
面
解
放
の
お
知
ら
せ
＊

第
一
巻
第
五
号

一
九
三
四

秋
期
特
大
号

（
昭
9)

年
十
一
月
一
日
号

村
山

知
義

目
次
裏

三
信
州
軽
井
沢
に
て」
の
記
載
あ
り。

③

末
尾
に
「
八
月
二
十
六
日
朝」
の
記
載
あ
り。

③

末
尾
に
「
一
九
三
四、

四、

二
0」
の
日
付
あ
り。

④

末
尾
に
「
一
九
三
四
•

八
•

三

こ
の
日
付
あ
り。

③

問
い
は
以
下
の
二
つ

。
「
一

、

あ
な
た
は
婦
人
作
家
に
対
し
て
ど
う
い

ふ
こ
と
を
希
望
せ
ら
れ
ま
す
か

二、

現
在
の
婦
人
作
家
の
中
で
は
ど
な

た
に
嘱
望
し
て
お
ら
れ
ま
す
か」。

回
答
者
は、

徳
永
直、

藤
森
成
吉、

芹
沢
光
治
良、

青
野
季
吉、

杉
山
平
助、

山
田
清
三
郎、

岡
田
三
郎、

江

ロ
淡、
秋
田
雨
雀、
亀
井
勝
一
郎、
千
葉
亀
雄、
長
谷
川
時
雨
の
十
二
名。

⑮

「
問
題
へ
の
模
索
ー
ーー

T
氏
に
|ー
|」

と
い
う
小
題
の
つ
い
た
文
章
が

あ
る
が、

そ
れ
に
関
し
て、

末
尾
に
附
記
で
「
上
記
「
問
題
へ
の
模
索」

と
題
す
る
文
章
は、

八
月
十
五
日
か
ら
四
日
問
「
都
新
聞」
に
連
載
し
た

も
の
を
同
紙
の
御
好
意
を
得
て
転
載
し
た
も
の
で
あ
る。」
の
一

文
が
あ

る。
切

末
尾
に
「
七
月
二
十
七
日
於
帝
大
基
督
教
青
年
会
館
講
演」
の
記
載
あ

り

⑧

野
辺
由
利
子、

須
賀
瑞
枝、

藤
木
桐
子
の
紹
介。

⑨

目
次
記
載
「
藤
原
あ
ぎ
子」。

⑩

は
じ
め
に
作
者
と
作
品
に
つ
い
て
の
解
説
が
あ
る。

⑪

目
次
記
載
「
ジ
ャ
ン
ス
キ
ー

」。
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御
消
息
＊
固

海
外
文
芸
ニ
ュ
ー

ス

美
し
い
が
創
造
力
が
な
い
ー
|l

支
那
を
評
し
て。ハ
ー

ル
・

ノゞ

ッ
ク
は
云
ふ
—
|

「

私
は
如
何
に
し
て
戯
曲
を
書
く
か」
ー
ー

バ
ー

ナ
ー
ド
・

シ
ョ
ゥ
語
る
ー
ー

T

「
同
志
ァ
ン
ナ」

随
筆武

甲
山
麓

号
令

感
情
の
舗
装

―
ヶ
月
と
一
千
円

文
芸
時
評

ほ
が
き
問
答
＊
④

二
科
展
女
流
作
家
評
〈
※
目
次
「

二
科
婦
人
作
家
評」〉

原

s

よ
し
み

大
谷

藤
子

平
林

英
子

葵

イ
ッ
子

藍
川

陽
子

福
田

晴
子

3

4

 

l
i
l

 

l

l

0

3

l
!
l

 

l

l

 

3

9

0
|
0

 

l

l

 

3

9

0
1
0

 

l

l

 

95 95 

I I 
101 102 

1

4

 

9
ー

9 ー
ー

9

，゚

 

87 85 

I I 
89 87 

創
作
〈
※
小
説〉

啄
木
烏

辻
村
も
と
子

こ
の
舗
道

日
下

典
子

20
1

29

電
報

土
屋

滋
子

30
ー

50

冬

渡
辺

朝
m

51
|

63

伯
林
の
落
葉
〈
※
小
品〉
②

岡
本
か
の
子

64
ー

66

一
昼
夜

小
坂
た
き
子

67
ー

78

見
落
さ
れ
て
ゐ
る
急
所
ー
|

文
学
と
生
活
と
の
関
係
に
ふ

れ
て
—
ー

〈
※
評
論〉
ゅ

中
条
百
合
子

79

|
84

ソ
ヴ
ェ
ー
ト

観
光
の
英
国
人
の
手
記
の
一
部
ー
ー
ー
＊

84
，

 

ー

6
ー

嵐
⑧

二
科
展
印
象
記
園

祝
賀
会
の
こ
と

最
初
の
奴
隷
船
〈
※
ル
ボ
〉

住
居
難
〈
※
小
品〉

廃
屋
の
蝶
人
〈
※
小
品〉

十
五
〈
※
小
品〉

長
篇
翻
訳
小
説
〈
※
第
2
回〉

愛
慾
を
見
た
少
女

A
・

ル
ウ
ベ
・
ジ
ャ
ソ
ス
キ
ー

⑩
152
|

158

桃
井
京
次
訳

寄
稿
家
通
信

感
想

ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
ビ
エ
ー

ル
氏
の
こ
と
m

K
.

M
.
R
 

窪
川
稲
子
氏
の
「
牡
丹
の
あ
る
家」
「一
婦
人
作
家
の
感
想」

出
版
記
念
会
〈
※
報
告、

目
次
「
窪
川
稲
子
氏
の
出
版
記
念

会」〉

自
己
へ
の
感
想
〈
※
随
筆〉

乎
林
た
い
子

矢
田
津
世
子

松
田

解
子

福
田

晴
子

神
近

市
子

中
島

幸
子

河
東

清
子

波
乃

宏
子

古
賀

英
子

4

5

 

3
|
3

 

l

l

 

35
|
36
 

l

l
6

 
3

 
ー

37
ー

38

l

l

 

83ー
9

2

 

3
|
4

 

l
.i

3

5

 

4,
 
．．

 
-
4

 

1i

l
 

5

8

4
ー

4

l

l

8

9

4
|
4

 

l

l

 

窪
川

8

9

 

2
ー
2

l

l

 

稲
子

130
_

133

-，

 

ー

九
月
五
日

朝自
決

若
き
日
の
苑
固

宿
望

露
木

竹
内
て
る
よ

陽
子

126 124 
I I 

I'll 125 

松
田

解
子

121

岡
村
須
磨
子

122
ー

123

ル
ホ
ル
タ
ア
ジ
ュ
賑
ふ
仏
文
壇

七
つ
の
山
彦
の
谷＇

�
ア
メ
リ
カ
の
旅
日
記
ー
ーー

高
良

富
子

4

5

1-...
 ;
l

 

l

l

6

0

 

l
|
2

 

l

l

 



。
ヒ
ッ
ク
ス
〉
＊

読
者
の
頁

涼
秋
〈
※
入
選
小
説
〉

起
き
あ
が
る
も
の
〈
※
入
選
小
説
〉

編
集
後
記

〈
注
〉

切

目
次
記
載
「
渡
辺
朝
子」。

③

『
岡
本
か
の
子
全
集
』

第
十
一

巻
（
冬
樹
社、

昭
51
)

に
所
収。

③

末
尾
に
「
一

九
三
四
•

1
 

0
·

 七
」

の
日
付
あ
り。
『
宮
本
百
合
子

全

集
』

第
十
巻
（
新
日
本
出
版
社、

昭
55
)

に
所
収。

④

質
問
は
「
一
、

あ
な
た
は
将
来
ど
う
云
ふ
作
品
を
描
か
う
と
思
っ
て
お

ら
れ
ま
す
か
。

二、

過
去
の
大
作
家
の
中
で
は
ど
ん
な
作
品
が
好
ぎ
で
す

小
笛
瑳
智
子

山
本

松
子

（
神
近
市
子）
（
K
G
)
（
H
子）

短
歌衣

の
破

大
沢

春
子

水
蓮

永
田

露
子

片
わ
れ
月

黒
沢

斉
子

露
草

中
島
千
栄
子

彼
岸
会

中
路

知
子

創
作
方
法
の
問
題
な
ど
に
つ
い
て
〈
※
文
芸
時
評、

目
次
「
創

作
問
題
な
ど
に
つ
い
て
」
〉

石
浜

秀
子

原
始
人
は
赤
ん
坊
の
や
う
な
物
の
云
ひ
方
を
し
た
の
だ
ら
う
が

〈
※
卜
。

ヒ
ッ

ク
ス
〉
＊

ク
ル
テ
ュ
フ
と
新
策
地
劇
団
〈
※
演
劇
時
評
〉

⑪

新
し
い
映
画
の
紹
介

映
画
批
評

パ

ラ
シ
ュ

ー
ト
の

雨

村
田

修
子

藤
井
田
鶴
子

真
杉

静
枝

豚
や
ジ
ャ
ズ
・

バ
ン
ド

が
落
下
〈
※
ト

195 179 174 
204 I I I 173 

203 194 177 

172 169 166 
I I I 165 

173 171 168 

2

5

6
ー

6

l

l

か
。
」

の
二
つ
。

回
答
者
は、

平
林
た
い
子、

平
林
英
子、

窪
川
稲
子、

小
山
い
と
子、

小
坂
た
き
子、

樺
山
千
代、

真
杉
静
枝、

森―――
千
代、

松

本
喜
美
子、

仲
町
貞
子、

土
屋
滋
子、

大
谷
藤、

若
林
つ
や
子、

矢
田
津

世
子、

無
名
氏
の
十
五
名。

⑮

な
か
に、

今
井
邦
子、

大
谷
藤、

仲
町
貞
子、

矢
田
津
世
子、

乎
林
英

子、

小
山
い
と
子
ら
の
文
も
み
え
る。

⑱

「
1
・

リ
ボ
ソ
、

2
・
マ
リ
ア
の
眸、

3
•

小
鳥
」

の
三
篇
の
散
文
詩。

切

末
尾
に
筆
者
に
よ
る
簡
単
な
断
り
書
き
あ
り
。

⑧

末
尾
に
「
九
月
三
十
日
」

の
日
付
あ
り。

⑲

末
尾
に
「
九、

二
ニ
」

と
あ
る。

⑩

目
次
記
載
「
ジ
ャ
ン
ス
キ
ー
」

の
み
。

⑪

末
尾
に
「
一

九
三
四、

一

0、

六
」

の
日
付
あ
り。

第
一

巻
第
六
号

女
流
芸
術
家
と
実
生
活
号

一

九
三
四
（
昭
9
)

年
十
二

月
一

日
発
行

創
作海

辺
の
記
憶
〈
※
小
説
〉

負
債
〈
※
入
選
小
説
〉

背
徳
の
記
〈
※
小
説
〉

影
〈
※
入
選
小
説
〉

時
評
・

評
論

文
芸
時
評

帝
展
洋
画
批
評

帝
展
を
観
て
の
感
想

詩

永
井

街
子

川
上

津
江

中
条
百
合
子

81 78 

I I 
90 80 

73 66 
I I 

78 72 

高
橋

鈴
子

中
原
ゆ
き
子

藍
川

陽
子

西
川

智
子

3

5

 

6
ー

6
翌
62 

2,6

28 5
 

2
 

6
1
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女
流
作
家
の
印
象
＊

〈
※
聴
講
印
象
記〉

新
刊
紹
介

江
口
淡
氏
著
「
火
山
の
下
に」

を
読
む
＊

女
流
芸
術
家
と
実
生
活
記
録

生
活
的
な
文
学
と
文
学
的
な

生
活
と

描
く
喜
び
・

描
く
苦
心

し
た
わ
れ
の
実

習
作
時
代
故
に

ダ
ン
サ
ー
と
し
て
の
労
働

新
劇
女
優
の
苦
闘

音
楽
家

生
活

十
月
廿
六
日
於
朝
日
講
堂
婦
人
文
芸
講
演
会
の
記

婦
人
作
家
と
環
境
の
問
題
〈
※
評
論〉

文
芸
雑
感
三―-
＊

声 、

岩
木
山

秋
の
微
笑
〈
※
目
次
「
歌
の
微
突」
〉

哀
唱

夢 、

自
嘲

落
葉

松
田

解
子

111
|

113

甲
斐

仁
代

113
_

115

英

美
子

115
ー

116

平
林

英
子

117
|

118

水
町

薬
子

118
|

121

山
本

安
英

121
ー

122

関

鑑
子

122
|

124

編
集
後
記

創
刊
号
ー

第
一

巻
第
五
号
ま
で
の
目
次
＊

松
田

解
子

105
_

108

福
田

石
浜

---- -----

丸生神
岡田近

武
島
た
ま
子

村
上

小
牧

方
等
み
ゆ
き

く
ら
た
ゆ
か
り

近
藤
富
貴
子

高
柳

奈
美

晴
子

秀
子

市
子

花
世

秀
子

s

u

生
投

長
田
い
せ
子

0

5

0
ー

0

l

l

105 103 100 
I I I 

109 105 103 

生
活
を
歌
ふ

寄
稿
家
通
信

『
父
親
の
鼻』
の
弁
解

海
外
文
芸
ニ
ュ
ー

ス

沙
漠
に
花
ひ
ら
く
を
読
む

婦
人
文
芸
告
知
板
〈
※
女
流
名
家
の

近
況〉

新
し
い
映
画
紹
介

読
者
の
頁

長
篇
翻
訳
小
説
〈
※
第
3
回〉

愛
慾
を
見
た
少
女

145
ー

155

A
・

ル
ウ
ベ
・
ジ
ャ
ソ
ス
キ
ー
図

桃
井
京
次
訳

（
神
近）
（
A）
（
村

田）

96 91 

I I 
99 95 

飯
塚

要
子

伊
吹
山
百
合
子

森

勝
子

小
倉

寿
子

森
川

道
子

矢
追

倉
沢

一�

鈴
木

妙
子

大
原

富
枝

矢
田
部
静
枝

光
子

藤
井
田
鶴
子

平
林
た
い
子

富
木

一

枝

歴
野

晴

小
山
と
み
子

高
取

春
子

斉
藤

英
子

縫
工
の
歌

も

み

緋
絹 、

旗
ー
ー
—

混
血
児
シ
ャ
ー

ル
さ
ん
に
捧
ぐ
_
_

 

大
沢
富
美
子

西
田
や
ゑ
子

熊
谷
み
ど
り

水
野

明
子
m

黒
沢
か
く
子

後
藤

郁
子

短
歌高

原
の
花

朝
露

旅
心

水
苔

老
松

56
|
57
 

噸
，
．
ム

1

143 140 135 131 
I I 139 139 I I 

144 142 138 133 
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25
ー
29

l

l



第
二
巻
第
一
号

新
年
特
集
号

九
三
五
（
昭
10
)

年
一
月
＿
日
発
行

〈
注〉①

目
次
記
載
「
水
町
明
子」。

③

目
次
記
載
「
ジ
ャ
ン
ス
キ
イ
」。

松
田

解
子

横
田

文
子

須
賀

瑞
枝

森

千
代

大
谷

藤
子

深
尾
須
磨
子

女
性
の
歌
〈
※
詩〉

創
作田

舎
者
〈
※
長
篇
小
説、

第
1
回〉

肉
身
〈
※
小
説〉

村
の
惨
事
〈
※
入
選
小
説〉

柘
梱
念
※
小
説〉

母
の
手
紙
〈
※
書
函〉

隣
邦
文
壇
紹
介

中
華
民
国
の
婦
人
作
家

竹
中

繁
子

朝
鮮
の
女
流
文
士

李

剣

嗚

は
が
き
問
答
|
ー＇

内
外
文
芸
作
品
に
現
れ
た
あ
な
た
の
最
も
好

き
な
男
性・
女
性
？
ー——

文
壇
諸
氏
数
十
名
m

107
|

114

婦
人
文
芸
告
知
板
＊

114

研
究万

葉
集
に
於
け
る
恋
愛
歌
の
種
々
相
〈
※
第
3
回〉

今
井

邦
子

西
鶴
の
お
さ
ん
と
近
松
の
お
さ
ん
—
�

元
禄
文
学
研
究
の
一

つ
の
覚
え
書
|
|

遠
山

葉
子

23
|

134
 

ー 6

3

 

l
|
2

 

ー

1

100 98 
I I 

105 100 

9l 72 57 26 

I I I I 
97 90 71 56 5

 

ー
2

ーー
10 

武
島
た
ま
子

若
き
女
形
と
女
優
ー
—
ラ
ジ
オ
草
稿
ー
|_

冬
の
平
原

小
犬

山
麓
に
て

無
題
（
開
会
を
待
ち
つ
A

)

人
力
車
夫
に
あ
た
ふ
③

和
歌哀

し
ぎ
日

我
が
身

時
雨

赤
い
花

越
後
湯
沢
湿
泉
に
て

挽
歌

演
劇
批
評

新
協
劇
団
の
第一
回
公
演
『
夜
明
け
前』
を
観
て
固

小
杉

輝

生
田

花
世

小
暮

妙
子

館
山
し
の
ぶ

藤
井
田
鶴
子

大
根
会
議
〈
※
随
筆〉

工
場
裏
で
拾
っ
た
手
紙
＊

或
る
職
人
の
妻
の
歌
＊

新
映
画
紹
介

婦
人
文
芸
十
二
月
号
の
詩
を
よ
み
て
＊

紙
面
解
放
の
お
知
ら
せ
＊

宇
津
保
の
人
々
〈
※
研
究、

第
1
回〉
ー
ー_

あ
て
み
や
—
ー

富
沢
美
穂
子

鷲
見

龍
二

大
原

静
田

古
関

鈴
木

光
子

庸
子

富
枝偲

金
子

武
子

村
上

小
牧

武
島
た
ま
子
団

椎
木
美
代
子
④

長
谷
川
時
雨

156
|

160
 

152 149 146 146 144 
155 155 I I I I I 

154 151 149 151 145 

2

3

4
|
4

 

ー

1

139 134 
I I 

Ul 138 
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愛
慾
を
見
た
少
女

謹
賀
新
年
〈
※
女
流
名
家
住
所
録〉
＊

編
集
室
或
日
の
ボ
ー

ズ

新
年
の
御
挨
拶
＊

来
朝
中
の
中
国
女
流
作
家
謝
泳
登
女
史
を
囲
ん
で
＊

編
集
後
記

マ

マ

〈
注
〉

い

乎
林
英
子、

尾
崎
士
郎、

細
田
民
樹、

太
田
洋
子、

林
芙
美
子、

亀
井

勝
一

郎、

中
条
百
合
子、

生
田
花
世、

北
川
千
代、

藤
森
成
吉、

日
下
典

子、

小
寺
菊
子、

福
田
晴
子、

矢
崎
弾、

水
町
葉
子、

徳
永
直、

杉
山
平

助、

岡
田
三
郎、

千
葉
亀
雄、

阿
部
真
之
助、

戸
坂
潤、

矢
田
津
世
子、

春
山
俊
夫、

山
川
朱
実、

仲
町
貞
子、

森
山
格、

江
口
淡、

和
木
清
三

郎、

神
崎
清、

関
艦
子、

今
井
邦
子、

細
川
ち
か
子、

上
泉
秀
信、

英
美

詩
集
き
り
の
は
な
を
読
み
て
＊

長
篇
翻
訳
小
説
〈
※
第
4
目

〉

神
近

市
子

村
田

修
子

（
神
近）
（
村
田
）

天
保
長
恨
記
〈
※
読
物〉

文
芸
時
評
固

題
材
断
片
〈
※
文
芸
時
評〉
m

映
画
批
評

一

九
三
四
年
の
映
画
を
憶
ひ
新
し
き
映
画
へ
の
期
待

村
山

新
し
き
日
ヘ
ー
—

結
婚
す
る
友
c

子
に
お
く
る
|
_
＊

『
世
界
現
代
婦
人
作
家』

連
載
の
予
告
＊

ア
グ
ネ
ス
・

ス
メ
ド
レ
ー

の
女
一

人
大
地
を
行
く
＊

210 
215 214 214 213 I 

212 

X

Y

Z

 

竹
内
て
る
よ

方
等
み
ゆ
き

大
須
成

秋

窪
川

稲
子

平
林
た
い
子

子、

貴
司
山
治、

石
本
静
枝、

森
三
千
代
の
三
十
七
名
が
回
答。

②

目
次
記
載
「
武
島
た
き
子」。

③

末
尾
に
「
昭
和
九、

九」

と
あ
る。

④

目
次
記
載
「
推
木
美
代
子」。

⑮

末
尾
に
「
一
九
三
四‘
―
一

、
二
」

の
日
付
あ
り
。

⑥

末
尾
に
「
一
九
三
四
•

十
二
」

の
記
載
あ
り。

り

『
乎
林
た
い
子
全
集』

第
十
巻
（
潮
出
版
社、

⑧

目
次
記
載
「
ジ
ャ
ソ
ス
キ
ー

」

の
み。

E
X
O
TI
C

号

施
米
〈
※
入
選
小
説〉

青
い
風
〈
※
小
説〉
④

長
篇
翻
訳
小
説
〈
※
第
5
回
〉

愛
慾
を
見
た
少
女

梅
姑
娘
（
梅
ち
ゃ
ん）
〈
※
翻
訳
小
説〉
②

A
・

ル
ウ
ベ
・

ジ
ャ
ン
ス
キ
ー

⑧
191

|
209

桃
井
京
次
訳

薔
薇
と
夜
暗
鶯
〈
※
翻
訳
小
説〉
m

永
井

街
子

73
|

82

79
ー

84

舟
木

重
信

狩
野

弘
子

7
1

5 

79 5
 

ー

7

3
 

7
 

49
1

72
 

A
・

ル
ウ
ベ
・
ジ
ャ
ン
ス
キ
ー
⑤

桃
井
京
次
訳

昭

54
)

に
所
収。

ウ
ェ
ー

ラ
・

イ
ン
ベ
ル

広
島
徳
四
郎
訳

ビ

ン

イ

ン

16
|

30
 

沐

埜
作
③

竹
内

好
訳

鈴
木

妙
子

大
石
千
代
子

海
外
文
芸
ニ
ュ
ー

ス
〈
※
目
次
「
海
外
ニ
ュ
ー

ス
」
〉

独
逸
ッ
ツ
ク
マ
イ
エ
ル
の
新
作
戯
曲

伊
太
利。ヒ
ラ
ン
デ
ロ

近
代
ス
ベ
イ
ン
文
学
界

文
芸
時
評
(
-
)
＊

創
作
・

翻
訳

186 
190 190 187 I 

189 

第
二

巻
第
二

号

九
三
五
（
昭
10
)

年
二

月
一

日
発
行

寿
子

186
1

189

1

5

6
ー
7

l

l

7

2

7
ー
8

l

l

3

5

8
|
8

l

l

37 31 

I I 
48 36 5ー

6
|
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ウ
イ
ン
タ
ー

ス
ボ
ー
ツ

雪
の
山
の
温
泉
か
ら
|
—

東
京
の
友
ヘ
ー
|
m

一
九
三
五
年
初
春
登
山
記

I
雪
の
富
士
—
|
⑧

吹
雪
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
⑨

誌
友
の
頁
＊
岡

研
究宇

津
保
の
人
々
へ
※
第
2
回〉
ー
ーー

あ
て
み
や
③
藤
原
君
の

（
二）
固

黒
田

中
村

沢

智テ 米
子ル子

114 111 105 101 
I I I I 

116 113 110 104 

告
知
板
＊

誌
友
の
頁
＊

詩
の
新
ら
し
き
時
代
的
波
動
に
つ
い
て
ー
—
l

女
詩
人
中
心
に
—
|＇

〈
※
評
論〉

生
田

詩
凡
庸
の
手
袋

椿託
児
所
の
子
供
は
歌
ふ

大
時
計

緊
ど

ヽ

ー
4
"
ハ

短
歌仏

法
僧
鳥

松
山

旅伊
勢
の
海

冬
の
よ
ろ
こ
び

椎
野

か
つ

小
宅
し
や
う

堀

八
重
子

中
根

梅
沢

貞
、

ヤ

＂̂u
 

99
ー

10

英

美
子

赤
沢
佐
以
子

赤
沢
佐
以
子

武
島
た
ま
子

古
関

金
子

村
上

克
子

花
世

95 89 

I I 
98 92 

福
田

晴
子

85 82 

I 79 I 
88 88 

巻ー
�
⑪

富
沢
美
穂
子

万
葉
集
に
於
け
る
恋
愛
歌
種
々
相
〈
※
第
4
回〉

今
井

邦
子

世
界
近
代
婦
人
家
評
伝
〈
※
目
次
「
世
界
近
代
婦
人
作
家
評

伝」 、

第
1

回〉

高
橋

友
子

新
し
い
映
画
の
紹
介

藤
井
田
鶴
子

長
篇
小
説

田
舎
者
〈
※
第
2
回〉

婦
人
文
芸
支
部
の
新
設
〈
※
お
知
ら
せ〉
＊

紙
面
解
放
の
お
知
ら
せ
＊

編
集

後記

〈
注〉〇

末
尾
に
訳
者
に
よ
る
原
作
者
の
紹
介
あ
り 。

‘.̀’/
 

②

末
尾
に
は
「
一
九
三
一
・

九
・

廿
九
・

於
東
京
改
作
（
竹
内
好
訳）」

の
次
に
訳
者
の
附
記
あ
り 。

③

目
次
記
載
「
謝
氷
宝」 。

④

末
尾
に
「
一
九
三
四
•

1
 

0
·

 ―
五 、
サ
ン
・

パ
ウ
ロ
に
て」
と
記
載 。

⑮

目
次
記
載
「
ジ
ャ
ン
ス
キ
ー」 。

⑱

末
尾
に
「
一
九―――
五
•

一
•

三」
の
日
付
あ
り 。

切

末
尾
に
「
昭
和
十
年
一
月」
と
あ
る 。

⑧

末
尾
に
「
一
九ー―ー
五
•

一
•

一
0」
の
日
付
あ
り 。

⑲

末
尾
に
「
一
九
三
五
•

一
•

一

こ
の
日
付
あ
り 。

⑩

藍
川
陽
子 、

真
杉
静
枝 、

藤
島
ま
き
ら
の
文
も
み
え
る 。

⑪

末
尾
に
「
前
回
の
正
誤」
が
記
さ
れ
て
い
る 。

松
田

解
子

1« 

162 161 161 I 
160 

141 129 
I I 

143 140 

123 117 
I I 

128 122 
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第
二

巻
第
三
号

私
の
ス
タ
ー
ト
特
集
号

一

九
三
五
（
昭
10
)

年
三
月
一

日
発
行

巻
頭
言

創
作
〈
※
小
説〉

石
狩
原
野

情
慾

伸
び
て
行
く
も
の

あ
り
ふ
れ
た
る
素
描

愛
憎
〈
※
入
選〉

だ
ぶ
る

文
芸
評
論

自
己
認
識
の
道
〈
※
目
次
「
自
己
認
識
へ
の
道」
〉
ゅ

福
田

晴
子

(
-
）

平
林

英
子

（
二
）

真
杉

静
枝

文
芸
時
評

世
界
近
代
婦
人
作
家
評
伝
〈
※
第
2

回
〉

広
島
徳
四
郎

丸
の
内
夢
見
る
花
造
り
〈
※
随
筆
〉

武
島
た
ま
子

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・

ガ
ー

ル
ー
ー
ー

修
理
再
開
不
可
能
＂
了
||

〈
※

小
品
〉

正
木

と
し
③
104
ー

109

化
粧
と
洋
裁
に
現
は
れ
た
近
代
味

専
門
家
数
十
氏
い
101
|

108

芸
術
家
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト

の
思
出
〈
※
回
想、

目
次
「
芸
術

家
と
し
て
の
私
の
ス
タ
ー
ト

」
〉

神
近

市
子

IOI 94 91 

I I I 
103 100 93 

8

1

8 

91 
翌
87 

辻
村
も
と
子

10
ー

18

深
尾
須
磨
子

19
|

27

樺
山

千
代
①
28
|

46

吉
尾
な
っ
子

47
|

60

泉
田

律
子

61
|

70

日
野

た
っ

71
|

82
，

 

詩
集
「
氷
厳」

の
志
望
〈
※
図
書
推
薦
文〉
＊

新
宿
姥
捨
山
〈
※
ゴ
シ
ッ
プ
〉
＊

新
し
い
映
画
の
紹
介

行
方
不
明
の
処
女
作
固

築
地
小
劇
場
・

蒲
田
処
女
出
演
の
思
出
⑥

帝
劇
の
初
舞
台

文
芸
戦
線
と
解
放
に
発
表
処
女
作
の
頃
m

台
辞
に
困
っ
た
初
出
演

処
女
作
と
周
囲

女
優
志
願
の
頃

拾
歳
の
頃
唄
つ
た
『
フ
イ
ガ
ロ
の
結
婚』

処
女
出
演
の
思
出

関
屋

敏
子

生
田

花
世

研
究宇

津
保
の
人
々
〈
※
第
3

回
〉

|
|

五巴
て
み
や
③
藤
原
君
の

巻
|
|

富
沢
美
穂
子

婦
人
文
芸
主
催
高
田
せ
い
子
第
十
回
新
作
舞
踊
発
表
会
〈
※
お

知
ら
せ、

目
次
「
本
誌
主
催
高
田
せ
い
子
氏
第
十
回
新
作
発

表
会
記
事」
〉

投
稿
短
歌
⑧

投
稿
詩

長
篇
小
説

田
舎
者
〈
※
第
3
回
〉

長
篇
翻
訳
小
説
〈
※
第
6

回
〉

愛
慾
を
見
た
少
女

A
・

ル
ウ
ベ
・
ジ
ャ
ン
ス
キ
ー
園

76
|
96

桃
井
京
次
訳

松
田

解
子

中
条
百
合
子

及
川

道
子

山
本

安
英

平
林
た
い
子

原

信
子

松
田

解
子

細
川
ち
か
子

藤
井
田
鶴
子

4

5

5
ー'
7

l

l

6

7

 

4
|
4

 

l

l

8

0

4
—

5
 

l

l

1

3

5
ー
5

l

l

1

5

4
-
4

 

l

l

138 134 
I 136 128 I 

140 136 
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巻
頭
言

創
作
〈
※
lJ
説〉

月
給
日
山

露
店
記

氷
雨
〈
※
入
選〉

ゴ
シ
ッ
プ
＊

壺
井

栄

10
ー

17

徳
久

歌
子

18
|
42

大
原

富
枝

43
ー

51

第
二
巻
第
四
号

モ
ダ
ー

ン
恋
愛
観
特
集
号

一

九
三
五
（
昭
10
)

年
四
月
一

日
発
行

神
近

市
子

の
記
載
あ
り。

，

 

編
集
後
記

〈
注
〉切

目
次
記
載
「
樺
山
千
代
子」。

③

末
尾
に
「
一

九
三
五
·
一
•

三
0
」

⑱

目
次
記
載
「
正
木
と
し
子」
。

④

「
目
を
深
く
見
せ
る
」

上
野
松
坂
屋
美
容
室
・

芝
山
み
よ
か、
「
創
作

的
で
あ
れ
」

小
口
み
ち
子、
「
身
体
の
線
の
意
識
」

オ
リ
エ

ン

ク
ル
婦
人

帽
子
店
洋
服
部、
「
動
的
な、

刺
戟
的
な
…
」

新
劇
女
優
・

岸
輝
子、
「

洋

服
は
進
歩
し
た
」

高
橋
洋
裁
女
学
校
長
・

高
橋

豊
洋、
「
化
粧
11

教
養
・

趣
味
」

南
部
た
か
ね、
「
研
究
を
要
す
」

渡
辺
女
学
校
•

渡
辺
滋、
「
個
性

的
で
あ
れ
」

東
京
赤
坂
サ
ソ
美
粧
院、
「
外
国
女
優
の
ま
ね
は

不
賛
成
で

す
」

大
場
静
子

⑮

末
尾
に
「
一

九
三
五
•
一
・

ニ
七
」

の
日
付
あ
り。

⑱

末
尾
に
「
一

九
三
五
•
一
・

ニ
九
」

の
日
付
あ
り。

り

『
平
林
た
い
子
全
集
』

第
十
巻
（
潮
出
版
社、

昭
54
)

に
所
収。

⑧

な
か
に
大
原
富
枝
の
「
歳
暮
」

と
題
す
る
短
歌
あ
り。

⑲

目
次
記
載
「
ジ
ャ
ン
ス
キ
ー
」

の
み
。

（
神
近）
（
矢
東）
（
加
藤）

198 197 

文
芸
時
評

福
田

石
浜

文
芸
時
評
に
現
れ
た
批
評
家
の
態
度
〈
※
文
芸
時
評〉

光
成

訂
正
＊
ゅ、

紙
面
解
放
の
お
知
ら
せ
＊

婦
人
作
家
に
与
へ
る
言
葉

個
の
展
開
と
拡
大

千
葉

亀
雄

『
女
ら
し
さ
』

の
不
純
③

戸
坂

潤

堂
々
た
る
描
写
を
望
む

徳
永

直

下
ら
ぬ
こ
と
④

武
田
麟
太
郎

映
画
時
評

村
山

籠
子

映
画
と
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
ー
_

映
画
評
論
の
新
傾
向
に
関
聯

し
て
ー
ー＇

〈
※
評
論
〉

栗
原

映
画
界
便
り

告
知
板
＊

世
界
近
代
婦
人
作
家
評
伝
〈
※
第
3
回
〉

生
活
記
録

車
掌
生
活
の
断
面

或
る
日
の
溜
息

お
菓
子
II

凶
作
地
か
ら
〈
※
目
次
「
お
菓
子」

託
児
所
に
て

婦
人
文
芸
神
戸
支
部
設
置
に
つ
い
て

大
阪
支
部
の
誕
生

福
岡
地
方
支
部

新
し
い
映
画
の
紹
介

の
み
〉

外
木
ゆ
た
か

103
ー

104

赤
沢
佐
以
子

104
|

106

光
成

慇
子

101
|

105

加
藤

敏
子
固
105
|

106

小
田

初
枝

106

藤
井
田
鶴
子

107
ー

111

津
川

高
橋
あ
や
め

文
子
固

101
_

102

102
|

103
 

58

高
橋

友
子

86
1

100

1

5

8
ー

8

章
子

1

5

 

8
ー
8

78 76 75 
I I I 

80 77 76 5
↓
ー

7

4
 
7

 

晴
子

秀
子

秀
子

7
1

2 

74 

65 6052 
71 I I I 

71 6460 
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〈
注
〉

〇

末
尾
に
「
一

九
三
五、

(‘
 

編
集
後
記

二
」

銀
座
街
の
色
彩
に
就
て
|
|

―

九
三
五
•

三
•

五

誌
|
|
＊

北
氷
洋
脱
出
記
〈
※
手
記〉
m

A
・

ス
ウ
シ
ュ
キ
ナ
女
史

恋
愛
観
・

結
婚
観

時
代
の
推
移
と
恋
愛
観

恋
愛
の
一

時
性
と
遊
戯
観
に
就
い
て
⑧

恋
愛
・

理
解
と
信
頼
の
幸
福

恋
愛
と
芸
術
ー
ー

ア
フ
オ
リ
ズ
ム
風
に
—
ー＇

現
代
婦
人
の
恋
愛
・

結
婚

遊
戯
的
恋
愛
に
関
聯
し
て
⑨

結
婚
否
定
II

恋
愛
至
上

或
る
結
婚
生
活
の
否
定
者

病
床
よ
り
施
療
患
者
と
し
て
〈
※
随
筆、

第
1
回
〉

「
愛
慾
を
見
た
少
女」

連
載
中
止
の
お
知
ら
せ
＊
岡

芸
術
家
た
れ
か
れ
印
象
記
⑪

宇
津
保
の
人
々
|
|

あ
て
み
や
—
ー

〈
※
第
4
回
〉

短
歌
四

詩
⑬

長
篇
小
説

田
舎
者
〈
※
第
4
回
〉

誌
友
通
信
＊

ゴ
シ
ッ
プ
＊

（
神
近）
（
矢
東）

と
あ
る。
『
壺
井
栄
全
集』

第
七
巻
（
筑

松
田

解
子

伊
藤

静
枝

富
沢
美
穂
子

丸
岡

秀
子

日
下

典
子

水
町

葉
子

森

三
千
代

高
橋

鈴
子

若
林
つ
や
子

英

美
子

大
迫

規
子

永
井

街
子

R
.

M

178 
192 191 191 I 

190 

171 170 165 159 154 150 146 140 136 134 132 127 123 
I I I I 158 I I I I I I I I I 

177 171 169 163 158 153 149 145 139 135 133 131 126 
2ーー

13
_
22

 

l

l

 

創
作
〈
※
小
説
〉

第
二
巻
第
五
号

一

九
三
五

五
月
号

（
昭
10)

年
五
月
一

日
発
行

摩
書
房、

昭
43
)

に
所
収。

②

前
号
の
文
芸
時
評
（
真
杉
静
枝）

の
中
の
誤
植
訂
正。

③

末
尾
に
「
一
九―――
五、

二
」

と
あ
る。

④

末
尾
に
「
三
月
五
日
」

の
日
付
あ
り。

⑮

目
次
記
載
「
津
田
文
子」。

⑥

本
文
署
名
上
に
「
本
誌
記
者」

と
記
載。

切

こ
れ
は
あ
る
探
険
隊
員
の
手
記
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
記
し
た
解
題
が
は

じ
め
に
あ
る。

ま
た、

末
尾
に
は
「
中
野
新
子」

と
記
載。

⑥

末
尾
に
「
一
九
三
五、

二、

こ

の
日
付
あ
り。

⑨

末
尾
に
「
一
九
三
五、

二、

二
七
」

の
日
付
あ
り。

⑩

「
ジ
ャ
ソ
ス
キ
ー

の
『
愛
慾
を
見
た
少
女
』

は
永
い
間
連
載
も
の
と
し

て
非
常
な
好
評
を
博
し
て、

約
三
分
の
二
近
く
は
発
表
し
ま
し
た
が、

今

度
都
合
に
よ
り
中
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

。」

の
一

文
あ
り。

⑪

長
谷
川
時
雨、

ダ
ソ
道
子、
東
郷
青
児
と
宇
野
千
代、
久
保
田
万
太
郎、

深
尾
須
磨
子
と
荻
野
綾
子、

三
田
村
鳶
魚、

花
柳
寿
美、

中
条
百
合
子、

三
升
家
小
勝、

市
川
房
枝
と
金
子
し
げ
り
ら
に
つ
い
て
の
印
象。

⑫

「
心
」

田
原
明
子、
「
つ
と
め
」

原
潤
子、
「
真
冬」

倉
沢
薫、
「一＿一
等

郵
便
局
か
ら」

竹
田
和
子、
「「
春
最
近
か
」」

二
木
志
津
子、
「
早
春」

高

橋
あ
や
め、
「
病
め
る
君
へ
」

小
田
初
枝。

⑬

「
氷」

岡
村
須
磨
子、
「
ビ
ス
ケ
ッ
ト

」

浅
井
花
子、
「
厳
冬
の
金
魚」

高
橋
た
か
子、
「
子
守
唄
」

竹
内
て
る
よ、
「
或
る
思
ひ
」
「
白
い
心
」

鈴

木
武
子、
「
赤
い
芽」

石
川
勝
子、
「
鼠
（
新
し
ぎ
友
芳
野
邦
子
氏
へ
捧

ぐ
）」

武
島
た
ま
子
の
八
篇
掲
載。
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文
芸
時
評

『
創
作
座』

を
見
て

ソ
ヴ
ェ
ー
ト

に
於
け
る
わ
れ
わ
れ
の
喜
び
と
誇
り

〈
※
翻
訳
評

ア
・

カ
レ
ワ
ノ
ワ

山
村
房
次
訳

論〉
固

本
誌
大
阪
支
部
員
奥
田
白
春
著、

詩
集
「
早
春」

の
紹
介
〈
※
目

次
「
詩
集
「
早
春」

の
紹
介」

の
み〉

生
田

映
画
時
評
〈
※
目
次
「
外
国
映
画
時
評」
〉

村
山

弟名
門
の
子
図

栓
桔

お
み
の
m

R
.

M
村
山

細
田

秋
田

藤
森

丹
羽

花
世

緯
子

稲
子

62ー
7

"̂u
 

2
ー
3

l

l

 

3

5

2
1
2

 

ー

1

本
誌
主
催
高
田
氏
舞
踊
発
表
会
〈
※
報
告〉

芸
術
と
婦
人
の
栓
桔
〈
※
評
論
〉

人
間
一

般
へ
解
消
す
る
〈
※
評
論
〉

金
曜
会
の
「
カ
ル
メ
ン
」

を
見
る
〈
渕
感
想
〉

畢
山
・

長
英
〈
※
随
筆〉

短
篇
に
つ
い
て
〈
※
感
想
〉

紙
面
解
放
の
お
知
ら
せ
＊

銀
座
街
の
色
彩
に
就
て
ー
ー

一

九
三
五
•

三
•

五

誌
ー
|
|
＊

「
女
ら
し
さ」

に
つ
い
て
〈
※
感
想
〉

森
山

作
者
の
芸
術
的
感
情
と
現
実
ー
ー

チ
ェ
ー

ホ
フ
の
手
帖
を
読
む

_
_

 〈
書
評、

目
次
「
作
者
の
芸
術
的
感
性
と
現
実」
〉
山

窪
川

o

l

2
1
2

 

l

l
22ー 6ーー

7

8

 

啓

ll
_

11

知
義

民
勝
③

雨
雀

成
吉

文
雄

藤
島

ま
き

横
田

文
子

矢
田
津
世
子

森

―――
千
代

悶

闘
33 10 
I I 

52 32 7
ー

7

3
 
5

 
1
r 

95 

114 112 110 9996 
115 I I I 109 108 107 I I 

115 113 111 10699 

本
誌
の
活
躍
＊
⑥

福
岡
地
方
支
部
設
置
に
就
い
て

新
し
い
映
画
の
紹
介

試
写
室
の
ぞ
き

日
本
映
画
の
批
評
〈
※
目
次
「
日
本
映
画
時
評」
〉

世
界
近
代
婦
人
作
家
評
伝
〈
※
第
4
回
〉

円
地
文
子
氏
の
短
篇
戯
曲
集
「
惜
春」

を
読
む

手
す
さ
び
の
花

本
誌
支
部
募
集
の
お
知
ら
せ
＊

た
れ
か
れ
印
象
記
⑧

婦
人
文
芸
読
者
会
〈
※
お
知
ら
せ
〉

投
稿
詩

投
稿
短
歌
⑨

長
篇
小
説

田
舎
者
〈
※
第
5
回
〉
OO

編
集
後
記

〈
注
〉①

末
尾
に
「
一

九
三
五
•

三
・

十
五
」

の
日
付
あ
り。

③

末
尾
に
「
一

九
三
五
•
一

月
」

の
記
載
あ
り。

③

目
次
記
載
「
細
田
民
樹
」。

④

『
佐
多
稲
子
全
集
』

第
十
六
巻
（
講
談
社、

昭
52
)

に
「
現
実
と
芸
術

性
ー
ー
|
チ
ェ
ー
ホ
フ
の
不
幸
ー
ーー」

と
し
て
収
載o

.

伺

は
じ
め
に
訳
者
に
よ
る
解
説
あ
り。

こ
れ
は
演
説
を
翻
訳
し
た
も
の
で

あ
る。

尚、

訳
者
の
氏
名
は
目
次
記
載
な
し
。

⑱

「
本
誌
は
今
後
映
画
は
勿
論、

演
劇
・

レ
コ
ー
ド
・

音
楽
・

絵
画
・

さ

て
は
レ
ビ
ュ
ウ
に
至
る
ま
で
大
い
に
手
を
の
ば
し、

一

般
芸
術
の
紹
介
批

評
を
試
み
る
考
で
す
。
」

と
あ
る。

松
田

解
子

（
神
近）
（
加
藤）

3

5

6
ー
7

l

l
67ー

伊
藤

静
枝

押
川

如
水
m

栗
原

高
橋

章
子

友
子

小
田

初
枝

藤
井
田
鶴
子

161 158 154 142 139 132 
I I 157 I 153 153 152 I I 138 I 131 130 

162 160 157 151 141 137 
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婦
人
文
芸
一

週
年
紀
念
講
演
と
映
画
の
夕
〈

※
お
知
ら
せ
〉

＊

巻
頭
言

創
作泥

溶
の
春
〈

※
小
説〉

猫
と
こ
ど
も
〈

※
小
説
〉

腕
〈

※
小
説〉
田

避
暑
〈

※
小
説
〉

婦
人
と
種
々
な
タ
イ
プ

彼
女
は
自
然
で
あ
る
〈

※
随
筆
〉

清
新
な
る
女
性
型
〈
※
随
筆〉

卒
直
な
階
級
性
〈
※
感
想〉

女
三
人
〈
※
随
筆〉
②

江
戸
時
代
の
娘
〈
※
感
想〉

鹿
鳴
館
時
代
の
女
性
を
語
る
〈

※
随
筆〉

支
那
婦
人
の
一

抗
議
〈

※
評
論
〉

第
二

巻
第
六
号

一

九
三
五

片
岡

鉄
兵

新
居

格

亀
井
勝
一

郎

中
野

重
治

宮
川

曼
魚

神
崎

清

竹
中

繁
子

浅
井

花
子

小
山
い
と
子

仲
町

貞
子

高
見
沢
直
江

88
|

89
 

85 81 
I 84 I 

87 83 

日
本
映
画
時
評

新
し
い
映
画
の
紹
介

私
の
ペ
ッ
ト

〈
※
随
筆〉

私
の
心
蔵
岡

79 76 
I I 

80 78 

1
f 

75 

55 47 41 10 
I I I I 

73 54 46 40 

神
近

婦
人
と
種
々
な
タ
イ
プ
号

（
昭
10)

年
六
月
一

日
発
行

市
子

伊
藤
静
江 、

，

 

⑰

署
名
上
に
「
松
風
流
家
元」

と
記
載 。

⑧

今
井
邦
子 、

市
丸 、

厨
川
蝶
子 、

鍋
島
栄
子 、

に
つ
い
て
の
印
象 。

①

な
か
に
大
原
富
枝
の
「
芽
生
え
」

と
題
す
る
短
歌
あ
り
。

叫

末
尾
に
附
記
と
し
て
（
前
号
第
二
巻
第
四
号）

の
小
題
番
号
の
訂
正
が

あ
る。

大
辻
司
郎

岡
本
か
の
子

140 

ア
メ
リ
カ
現
代
婦
人
の
型
〈

※
談
話
筆
記〉

胡
瓜
の
歌
〈

※
詩〉

文
芸
時
評
(
-
)

（

二
）

批
評
家
た
ち
の
弱
点
〈

※
評
論
〉

「
花
嫁
学
校」

を
観
る
〈

※
感
想〉

今
夏
の
婦
人
帽
ー
| °ハ

ナ
マ
の
常
識
と
可
否
—
—

大
阪
支
部
設
置
に
就
い
て

大
阪
支
部
だ
よ
り
④
．

若
き
人
ヘ
・

文
壇
は
飢
え
て
ゐ
る
ー
—ー

文
壇
へ
の
自
戒
を
そ
の

ま
4
_
|

〈
※
感
想〉

矢
崎

弾

llO
|

113

詩
を
失
っ
た
世
界
＊

浜
田

槙
尾

113

世
界
近
代
婦
人
作
家
評
伝
〈
※
第
5
回
〉

高
橋

友
子

114
|

122

世
界
に
流
行
の
徴
あ
る
バ
ン
ク

吉
行
あ
ぐ
り

123

初
夏
の
室
内
構
成

勝
瀬

壮
一
固
123
|

124

趣
味
の
室
内
装
飾

平
尾

真
固

124

歯
と
美
容
に
つ
い
て
の
―
二
〈

※
目
次
「
歯
と
美
容
に
つ
い
て

の
小
見」
〉

斉
藤

悦
朗
m

ソ
ヴ
ェ
ー
ト

映
画
の
理
想
と
現
実
ー
ー

本
年
二
月
ソ
ヴ
ェ
ー
ト

映
画
十
五
周
年
記
念
祝
賀
会
に
於
け
る
演
説
|
|
⑧

柾

不
二
夫

90
1

91

深
尾
須
磨
子

92

福
田

晴
子

93
ー

97

遠
山

葉
子

98
|

loo

光
成

秀
子

101
ー

105

松
田

解
子

106

赤
石

敬
一
③

107
108

ー

109

108
|

109
 

ス
テ
ッ
キ
イ
⑨
126

ー

130

栗
原

章
子

131
|

135

藤
井
田
鶴
子

136
|

139
125 
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鶯人
形
其
の
他

空
中
の
友

映
画
界
便
り

晩
春
の
日
記
皿

た
れ
か
れ
印
象
記
皿

日
本
の
レ
ヴ
ュ
ウ

投
稿
詩

投
稿
短
歌

詩
人
と
し
て
の
ラ
ス
キ
ン
〈
※
詩〉

長
篇
小
説

田
舎
者
〈
※
第
6
回
〉

紙
面
解
放
の
お
知
ら
せ
＊

編
集
後
記

〈
注〉①

末
尾
に
「
四
月
三
十
日
午
後」

の
記
載
あ
り。

③

末
尾
に
「
五
月
四
日
」

の
日
付
あ
り。

③

末
尾
に
あ
る
署
名
の
上
に
「
チ
ェ
リ
ー
」

と
記
載。

④

末
尾
に
「
＋、

四、

二
十
五
」

の
日
付
あ
り。

⑮

末
尾
の
署
名
上
に
「
伊
東
屋
」

と
あ
る。

⑱

末
尾
の
署
名
上
に
「
美
貌
堂
設
計
部
」

と
あ
る。

り

暑
名
上
に
「
医
学
博
士
」

と
記
載。

⑧

末
尾
に
(
T
•

H
)

の
サ
イ
ン
あ
り
°

⑲

署
名
上
に
「
ソ
聯
芸
術
管
理
局
長
」

と
あ
る。

⑩

『
岡
本
か
の
子
全
集
』

第
十
三
巻
（
冬
樹
社、

昭
51
)

に
所
収。

⑬

『
平
林
た
い
子
全
集
』

第
十
二
巻
（
潮
出
版
社、

昭
54
)

に
所
収。

⑫

矢
野
正
世、

田
谷
力
三、

水
谷
八
重
子、

鳩
山
春
子、

山
田
耕
作
に
つ

（
神
近
）
（
加
藤）
（
松
井）

松
田

解
子

R
.

M
生
訳

平
林
た
い
子

伊
藤

静
枝

清
水

俊
二

159 
174 173 I 

172 

関
屋

敏
子

四
家

文
子

杉
田
千
代
乃

154 1S2 150 147 145 140 143 142 
157 I I I I I I I I 141 

156 154 151 149 146 144 144 143 

第
二
巻
第
七
号

一

週
年
紀
念
特
大
号

一

九
三
五
（
昭
10
)

年
七
月
＿

日
発
行

一

週
年
紀
念
御
挨
拶

創
作
〈
※
小
説〉

あ
る
時
代
の
ノ
ー
ト

小
坂
た
き
子

10
|
31

母
の
手
紙

土
屋

滋
子

32
|
41

万
助
の
醗
心
山

須
賀

瑞
枝

42
ー
63

郭
公

辻
村
も
と
子

64
|
72

最
近
の
文
学
の
問
題
に
つ
い
て
〈
※
文
芸
時
評〉

戸
坂

潤

73
ー
77

新
劇
倶
楽
部
と
進
歩
的
演
劇
〈
※
演
劇
時
評〉

久
板
栄
二
郎
②
78
ー
79

家
族
小
説
の
一

面
ー
|
ア
ン
メ
ル
ス
・
キ
ュ
イ
ラ
ア
夫
人
の

「
叛
逆
時
代」

ー
ー
〈
※
紹
介 、

評
論〉

千
葉

流
行
作
家
〈
※
似
顔
絵
と
短
文
〉
＊

横
山
美
智
子
さ
ん

島
木
健
作
氏

作
家
志
望
の
K
君
へ
〈
※
随
筆〉

日
本
映
画
の
迷
瞭
〈
※
評
論〉

音
楽
の
映
画
化
に
つ
い
て
〈
※
評
論〉

『
技
巧
か
ら
情
緒』

の
問
題
を
外
れ
て
〈
※
感
想
〉

創
作
座
「
詑」

そ
の
他

更
生
の
新
築
地
と
坂
本
龍
馬
囚

い
て
の
印
象。

芹伊菊丹
沢庭盛羽
光
治 英文
良孝夫雄

(3) 

96 93 91 89 86 
I 96 I I I I 85 84 

97 94 92 90 88 

森
熊

神
近

猛
亀
雄

市
子

8
1
0 

83 
，
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マ
イ
ル
ス
ト
ン
と
フ
エ
ー

デ

カ
プ
ナ
ウ
リ
の
復
讐

櫓
声
〈
※
小
説〉
固

子
供
に
及
ぽ
す
コ
ー
ヒ
ー

の
可
否

貝
殻
墓
地
〈
※
詩〉

文
芸
時
評

(

-

）
 

（
二）

—
六
月
号
の
新
潮
|
ー'
⑥

(-―-）

1

行
動
主
義
文
学
ーーー

三
ヶ
島
段
子
氏
の
人
及
び
歌
を
評
す
〈
※
評
論〉

文
学
方
法
論
の
対
立
的
二
方
向
〈
※
文
芸
時
評〉

夏
の
婦
人
服

新
ら
し
い
角
度
か
ら
見
た
香
水
の
話

村
山

籐
子

探
偵
映
画
に
つ
い
て
ー
|

影
な
き
男
（
原
名"
T
he
T
hi
n
 ma
n"
)
 

|
〈
※
映
画
時
評〉

村
山

籠
子

日
本
映
画
時
評

栗
原

章
子

五
月
風
〈
※
短
歌〉

椎
野

か
の

臼
井

敦
子

加
藤

隆
子

新
し
い
映
画
の
紹
介

藤
井
田
鶴
子

た
れ
か
れ
印
象
記
園

伊
藤

静
枝

松
田
さ
ん
の
印
象
＊

神
近

市
子

七
月
の
印
象
〈
※
随
筆〉

巴
里
ス
ナ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト

ー
巴
里
の
セ
月
の
印
象
ー
ー、

連
載
翻
訳
小
説
〈
※
第
1

回〉

ヘ
レ
ー

ナ
・

ボ
ビ
ン
ス
カ
作

峯

弘
子
訳

森

三
千
代

合
原

滋

後
藤

郁
子

176 168 
180 I I 167 

179 173 

〈
注〉い

末
尾
に
「
一
九
三
五、

六、

こ
の
日
付
あ
り。

講
演
と
映
画
の
夕
の
お
知
ら
せ
＊
邸

（
加
藤）
（
神
近）

松
田

解
子

212
ー

228
229
 

229
|

230
 

0

2

 

6
1
6

 

l

l

 

3

6

 

6
1
6

 

l

l

 

208 203 
I 207 I 

209 207 

神
近

市
子

134
ー

137

真
杉

静
枝

137

_
138

石
浜

秀
子

138
ー

143

今
井

邦
子

144
ー

151

光
成

秀
子

152
|

155

牛
山

隆
介
m

156

山
本
篤
治
氏
⑧

157
158
_

160
 

花
と
雨
と
|
—

七
月
蒙
古
地
を
行
ぎ
て

l

生
活
記
録

女
車
掌
の
朝
夕

ト
イ
レ
ッ
ト

の
一
と
時

田
舎
の
或
日

支
部
だ
よ
り

大
阪
支
部
だ
よ
り
⑬

福
岡
支
部
便
り

白
石

野
生
会
を
見
る

二
科
・

丹
下
富
士
雄

映
画
会
便
り

〈
※
目
次
「
映
画
界
だ
よ
り」〉

投
稿
詩

紙
面
解
放
の
お
知
ら
せ
＊

投
稿
短
歌

長
篇
小
説

田
舎
者
〈
※
第
7
回〉

第
三
回
婦
人
文
芸
読
者
会
茶
話
会
の
お
知
ら
せ
＊

編
集
後
記

婦
人
文
芸
一
週
年
紀
念

ぎ
く

199 199 194 
I I 199 I 

200 200 198 
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森
出
た
ね
子

佐
川

坂
下

ふ
み

愛
子

196 195 194 
I I I 

198 196 195 

7

0

1
1
3

 

l

l

 

ー3ー
2

3

3
|
3

 

l

l

188
ー

190

几
居
み
ど
り
皿
191
ー

193

岡
本
力
の
チ

6

'ー
ー

8
 
9

ー

ミ
ラ
ノ
の
七
月

岡
田

静
枝

藤
原

あ
き

音
楽
の
こ
と
ー
ー＇

ち
か
ご
ろ
の
感
想
ー
ー
g

吉
田
た
か
子

「
テ
ー

ム
ズ」
の
一
節
ー
|l

世
界
に
摘
む
花
よ
り
ーー—
闘

185 183 181 
I I I 

188 185 183 



辻
村
も
と

子
氏
の
印
象
〈
※
印
象
記〉

創
作
〈
※
小
説〉

投
光
室
で
〈
※
目
次
「
投
光
室」〉

檻
房
〈
※
短
篇
集〉
岡

第
二
巻
第
八
号

九
三
五

女
流
作
家
短
評
号

（
昭
10)

年
八
月
一

日
発
行

小
野

明
子

29
ー

44

渡
辺

朝
川
10
|

28

山
川

柳
子

，

 

高
島
乎
三
郎
に

③

目
次
署
名
「
久
坂
栄
次
郎」 。

⑥

目
次
記
載
「
菊
森
英
夫」 。

④

末
尾
に
（
加
藤）
の
サ
イ
ン
あ
り 。

⑮

末
尾
に
「
五
月
十
日」
の
日
付
あ
り 。

⑱

末
尾
に
「
六
•

一
―
」
の
記
載
あ
り 。

り

末
尾
に
あ
る
署
名
の
上
に
「
銀
座
松
屋」
と
記
載 。

⑧

末
尾
に
あ
る
署
名
の
上
に
「
資
生
堂」
と
記
載 。

⑨

神
近
市
子 、

尾
上
菊
五
郎 、

松
内
則
三 、

山
脇
敏
子 、

つ
い
て
の
印
象 。

⑩

末
尾
に
「
一
九
三
五
•

五
•

廿
七」
の
日
付
あ
り 。

⑬

末
尾
に
「
一
九
三
一

、

七
月
於
ロ
ン
ド
ン
。」

の
記
載
あ
り 。

こ
れ
は

『
岡
本
か
の
子
全
集』
第
十
一
巻
（
冬
樹
社 、

昭
51)

に
「
テ
ー
ム
ズ

河」
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
の
一
部
で
あ
る 。

⑫

目
次
署
名
「
鳥
居
緑
子」 。

⑬

末
尾
に
「
十
年
五
月
二
十
六
日
に 、

杉
村」
の
記
載
あ
り 。

⑲

予
定
と
し
て 、

講
演
者
に
は
片
岡
鉄
兵 、

神
近
市
子 、

新
居
格 、

井
伏

鱒
二 、

松
田
解
子 、

平
林
た
い
子 、

武
田
麟
太
郎 、

村
山
知
義 、

森
三

千
代
の
九
氏 、

映
画
は
W
・

サ
マ
セ
ッ
ト
・

モ
ー
ム
原
作
”

痴
人
の
愛

(
＾
＾

 
Hu
man
 
Bondage"
)

全
九
巻“
と
記
さ
れ
て
い
る 。

文
芸
時
評

一
固

二1
11
§
 

z

91 90 

綾解
子子

(8) 

84 

89 I 83 83 82 81 80 
88 

福
田

睛
子

石
浜

秀
子

日
下

典
子

イ
・
ヌ
シ
ノ
フ

52
ー

60

久
林
富
良
抄
訳
固

レ
コ
ー
ド

を
聴
い
て
ー
|ー

音
楽
と
生
活
の
聯
関
ー
ー＇

〈
※
音
楽

評
論〉

村
山

鶉
子

批
評
の
問
題
に
つ
い
て
〈
※
文
芸
時
評〉

光
成

秀
子

『
別
れ
の
曲』
を
見
て
ー
—ー

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・

サ
ン
ド

に
つ
い
て

|
〈
※
感
想
面

平
林
た
い

子

六
月
の
創
作
座

自
由
舞
台 、

第一
回
公
演
〈
※
目
次
「
東
京
自
由
舞
台」〉
m

文
芸
映
画
と
し
て
稀
れ
に
見
る
『
泉』

X

Y

女
草
会
展
評

中
条
百
合

子
氏
著
「
冬
を
越
す
奮」

を
読
む
＊

松
田

ア
メ
リ
カ
作
家
大
会
を
の
ぞ
く

〈
※
報
告〉

石
垣

映
画
界
だ
よ
り

支
部
だ
よ
り

大
阪
支
部
通
信
（
六
月
例
会）

福
岡
支
部
だ
よ
り
⑨

文
芸
映
画
是
非
ー
ー＇

「
お
琴
と
佐
助」

を
中
心
に
ー
|

〈
※
映

第
1

回〉

浅
井

十
返

ロ
ー

ザ
・

ル
ク
セ
ソ
プ
ル
グ
の
文
芸
観
〈
※
翻
訳
文
芸
評
論 、

本
誌一
周
年
記
念
講
演
と
映
画
の
夕
傍
聴
記

文
壇
意
識
の
放
棄
〈
※
文
学
評
論〉

1
i7 

79 7
ー

7

3
 

7
 

7
1
0 

73 

68
|

69
 

6
t

67 

1

3

 

6
ー

6

花
子一

ー
—

5
 

8
 

4
 

4
i6 

47 
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画
時
評〉

同
人
雑
誌
総
評

木
蓮
の
花
〈
※
詩〉
岡

新
し
い
映
画
の
紹
介

シ
ル
エ
ッ
ト
と
発
声
映
画

カ
ブ
ナ
ウ
リ
の
復
讐

「
半
生」

の
作
者
大
谷
藤
子
氏

平
林
た
い
子
さ
ん
の
印
象

林
芙
美
子
氏
短
評
〈
※
目
次
「
林
芙
美
子
氏」
〉

野
上
弥
生
子
氏

窪
川
稲
子
さ
ん
の
こ
と

中
条
百
合
子
さ
ん

夏
•

夏
•

夏
〈
※
随
筆〉

私
の
好
き
な
登
山
の
コ
ー

ス

真
夏
の
美
容
三
訓

か
ん
さ
う
の
花

投
稿
短
歌

投
稿
詩

連
載
翻
訳
小
説
〈
※
第
2
回
〉

黒
田

米
子

149
ー

150

婦
人
作
家
短
評

宇
野
千
代
さ
ん
に
つ
い
て
ー
ー

と
り
と
め
の
な
い
感
想
を
|
_
⑭

小
坂
た
き
子

古
谷

文
子

仲
町

貞
子

藤
島

ま
き

大
谷

壺
井

木
下

藤
子

143
ー

144

栄

144
ー

146

歌
子
⑮

146
|

148

141 139 138 136 

I I I I 
142 140 139 138 

ヘ
レ
ー

ナ
・

ボ
ビ
ン
ス
カ
作

峯
．

弘
子
訳

真
夏
の
支
那
料
理
解
剖
〈
※
目
次
「
真
夏
の
支
那
料
理」
〉小

林

氏
皿

124

ロ
シ
ー

上
田
氏
⑫
134

ー

135

久
野

連
峰
⑬

135
4

3

 

l

ー

3

l

l

 

蒙
古
路
の
夏
か
ら
秋

信
越
線
に
て

旅
日
記

長
篇
小
説

田
舎
者
〈
※
第
8
回
〉

編
集
後
記

第
四
回
婦
人
文
芸
読
者
茶
話
会
の
予
告
＊

紙
面
解
放
の
お
知
ら
せ
＊

〈
注〉①

目
次
記
載
「
渡
辺
朝
子」。

③

「
お
い
で
の
話」
「
け
い
子
の
は
な
し
」
「
古
着
屋
の
ば
あ
さ
ん
の
話」

の
三
篇。

③

目
次
記
載
「
久
林
抄
訳」。

④

『
平
林
た
い
子
全
集
』

第
十
巻
（
潮
出
版
社、

昭
54
)

に
所
収。

⑮

末
尾
に
「
六、

二
九」

の
日
付
あ
り。

⑥

未
尾
に
「
一
九
三
五、

七
」

の
記
載
あ
り。

切

末
尾
に
（
加
藤）

の
サ
イ
ン
あ
り。

⑥

署
名
脇
に
「
在
ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
」

と
あ
る。

⑨

末
尾
に
（
小
田
）

の
サ
イ
ン
あ
り。

⑩

末
尾
に
「
一
九
三
五、

五、

七
」

の
日
付
あ
り。

⑪

署
名
は
末
尾
に
あ
る
が、

そ
の
署
名
上
に
は
「
銀
座
秀
華」

と
記
載。

⑫

末
尾
に
あ
る
署
名
上
に
「
ア
メ
リ
カ
美
容
室」

と
あ
る。

⑬

末
尾
に
あ
る
署
名
上
に
「
京
都
古
流
家
元」

と
あ
る。

⑲

末
尾
に
「
一
九
三
五、

六、

二
六
」

の
日
付
あ
り。

⑮

目
次
記
載
「
木
下
花
子」。

⑯

目
次
記
載
「
鳥
居
緑
子」。

⑰

目
次
記
載
「
杉
浦
翠
子」。

栗
原

章
子

92
|

96

永
瀕

清
子

98
|

100

木
村

好
子

101

藤
井
田
鶴
子

102
|

105

中
村

フ
ジ

106
ー

108

109
|

llO
 

111
ー

113

松
田

解
子

158
|

170

（
神
近）
（
加
藤）

171
|

172
ー7

 
ー27ー

鳥
居
み
ど
り
⑱

151
ー

152

杉
浦

翠
⑰

153
ー

154

富
本

一

枝

154
ー

157
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文
芸
時
評

ナ
チ
治
下
の
婦
人
作
家
〈
※
紹
介〉

新
進
作
家
カ
ル

ケ
チ
ュ
ア
〈
※
似
顔
絵
と
短
文〉

藤
島
ま
ぎ
女
史

誌
友
通
信

大
石
千
代

子
固

干
瓢
の
ネ
ク
ク
イ
〈
※
小
説〉

富
本

一
枝

第
二
巻
第
九
号

結
婚
・

離
婚
•

独
身
号

一
九
三
五
（
昭
10)

年
九
月
一
日
発
行

巻
頭
言

創
作
令
※
IJ
説
V

紅
い
夕
陽
〈
※
目
次
「
紅
い
夕
日」〉
m

明
子

須
賀
瑞
枝
さ
ん
〈
※
印
象
記〉

古丸森
賀岡熊

英秀
子子猛

72 
I 71 10 

81 

父
兄
の
敵
と
恋
し
た
女
流
作
家
カ
ミ
ラ
・
コ
レ
ッ
ト

〈
※
紹
介〉

宮
原
晃一
郎

青
年
知
識
階
級
と
行
動
主
義
ー
ー

曲
宰四
講
演
旅
行
の
印
象
ー
|
向

小
松

清

6

「
69 

64
|

66
 

52
|

58
 

イ
・
ヌ
シ
ノ
フ

久
林
富
良
抄
訳
ぃ

菊
盛

英
夫

sr
63 

日
下

典
子

8
|

28

藤
島

ま
き

29
|

39

加
藤

敏
子

40

闘

闘
ぷ
I
細

ロ
ー

ザ
・
ル

ク
セ
ソ
プ
ル

グ
の
文
芸
観
〈
※
翻
訳
文
芸
評
論 、

第
2

翌〉

ー
彼
女
の
『
ト
ル

ス
ト

イ
論』
に
対
す
る
批
判
—
|_
③

神
近

市
子

7
 

支
部
だ
よ
り

福
岡
支
部

大
阪
支
部
だ
よ
り

映
画
界
だ
よ
り

或
る
私
唱
の
記
録
〈
※
ル

ボ〉

方
向
ー
—_―

九
三
二
を
は
り
頃
|
|

〈
※
詩〉
m

ひ
と
り
の
弟
〈
※
小
説〉

藤
原
義
江
氏
と
喫
煙一
夕
話
＊

鎌
倉
日
記
よ
り
〈
※
随
筆〉

連
載
小
説
〈
※
第
3

回〉

カ
プ
ナ
ウ
リ
の
復
讐

投
稿
創
作
批
評
⑧

投
稿
詩

お
知
ら
せ
＊
⑨

投
稿
短
歌

誌
面
解
放
の
お
知
ら
せ
＊

新
し
い
映
画
の
紹
介

結
婚
・

離
婚
•

独
身
〈
※
随
筆〉

恋
愛・
結
婚・
離
婚
に
就
て

く
ち
び
る
寒
し

私
の
結
婚
離
婚
独
身
問
題
感

結
婚
は
理
想
で
あ
れ
ど

結
婚
私
感

結
婚
論

山
川

朱
実

151
|

153

石
浜

秀
子

153
|

158

生
田

花
世

142
ー

出

平
林

英
子

145
|

148

光
成

秀
子

148
|

149

吉
尾
な
っ

子

150
|

151

藤
井
田
鶴

子

138 136 134 
I 137 I 135 I 133 

140 137 135 
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ヘ
レ
ー

ナ
・
ポ
ビ
ン
ス
カ
作

4

2

l
ー
3

峯

弘
子
訳

ー

ー

円
地

文
子

中
野

:•し
ー＇ー―）

陽 i'T] 

96 94 
ll3 112 I I 

112 95 

4

3

 

，
ー

千
代

3
 

っ
3



前
進
座
を
見
て
〈
※
演
劇
時
評〉
皿

長
篇
小
説

田
舎
者
〈
※
第
9
回
〉

第
四
回
茶
話
会
の
記
⑪

編
集
室
だ
よ
り
〈
※
目
次
「
編
集
だ
よ
り」
〉

（
神
近）
（
須
賀）
（
光
成）
（
加
藤）

平
林
英
子
を
含
め
30
余
名
で
あ

〈
注〉①

末
尾
に
「
一
九
三
五、

七
」

と
記
載。

③

福
田
担
当
の
時
評
末
尾
に
は
「
八、

一
」

の
記
載
あ
り。

③

末
尾
に
は
附
記
と
し
て、
「
こ
の
小
稿
は、
「
リ
テ
ラ
ト
ウ
ー

ル
ヌ
イ
・

ク
リ
ー
チ
ク
」
(

1

九
三
三
•

五
）

に
掲
載
さ
れ
た
イ
・
ヌ
シ
ノ
フ
の
論

文
を、

適
宜
に
要
約
し
訳
し
た
も
の
で
あ
る
が、

意
訳
し
た
個
所
も
可
成

り
多
い
こ
と
を
断
つ
て
お
く。」

と
い
う
文
あ
り。

④

目
次
記
載
「
久
林
抄
訳」。

⑮

「
何
ん
か
最
近
僕
の
感
想
を
そ
こ
は
か
と
な
く
書
き
つ
け
る
ぐ
ら
ひ
で

勘
弁
し
て
も
ら
ふ
こ
と
に
し
た

。」

と
い
う
前
書
き、

ま
た
末
尾
に
は
あ

と
が
ぎ
あ
り。

⑥

末
尾
に
「
六
月
廿
四
日
サ
ソ
パ
ウ
ロ
に
て
」

と
あ
る。

り

末
尾
に
「
一

九
三
五、

八
月」

と
あ
る。

⑧

大
原
富
枝
の
投
稿
作
品
「
山
の
上」

の
評
も
み
え
る。
「
山
里
の
自
然

や
生
活
に
親
ん
で
ゐ
る
作
者
の
眼
の
素
直
さ
に
好
意
が
持
て
る。

文
章
も

の
び
の
び
と
書
か
れ
ゐ
る。

た
ゞ
作
者
の
意
欲
が
薄
手
に
惑
じ
ら
れ
る
の

が
惜
し
ま
れ
る。」

⑨

解
説
参
照

⑩

末
尾
に
「
加
藤」

の
サ
イ
ソ
あ
り。

⑬

出
席
は、

平
林
た
い
子、

松
田
解
子、

っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る。

加
藤

松
田

解
子

敏
子

1

2

8
ー

8

ー

ー

1

9

6
|
7

l

l

。8ー
9

0

5
|
6

l

l

第
二
巻
第
十
号

職
業
婦
人
問
題
特
集
号

一

九
三
五
（
昭
10)

年
十
月
一

日
発
行

巻
頭
言

神
近

職
業
婦
人
と
家
族
制
度
〈
※
評
論
〉

玉
城

職
業
婦
人
に
与
ふ
ー
|

新
女
性
線
的
地
位
の
認
識
ー
|'

〈
※
評
論〉

新
居

職
業
婦
人
礼
讃
〈
※
評
論〉

安
田
徳

各
国
の
職
業
婦
人
の
状
態
〈
※
婦
人
時
評、

目
次
「
各
国
の
職

業
婦
人
の
現
状」
〉

広
川

職
業
婦
人
と
法
律
〈
※
評
論
〉

飯
村

現
代
女
性
と
職
業
問
題
〈
※
婦
人
時
評〉

井
部

愛
子

職
業
婦
人
翠
川
秋
氏
の
死
を
め
ぐ
り
て
ー
ー

枷屯
牲
と
自
己
主
張

の
間
ー
ー

〈
※
婦
人
時
評〉
（

丸
岡

秀
子

社
会
時
評

狩
野

弘
子

志
賀
暁
子
の
堕
胎
事
件、

翠
川
秋
子
の
失
踪
情
死
〈
※
目
次

「
翠
川
秋
子
の
失
踪
怪
死」
〉、

売
策
奴
隷
制
度
〈
※
目
次

「
売
笑
奴
隷
制
度」
〉

職
業
婦
人
座
談
会

増
田
（
バ
ス
車
掌）、

君
島
（
会
社
事
務
員）、

宮
崎
（
教

員）、

原
（
元
銀
行
事
務
員）、

石
井
（
会
社
事
務
員）、

田
村

工
事
事
務
員）、

川
口
（
元
市
役
所
事
務
員）、

吉
水
（
タ
イ

ピ
ス
ト

）

本
社
側
ー

神
近
・

加＿・・ ＂ぞ ，恒 郎格
市
子

416 

58 
410 

45 

316 

39 

29
1

35
 

216 

28 

2,3 

26 22

8
—

 

ー

7ー

4
ー

ー

3
 
ー

8
ー 7
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文
芸
時
評

一
頁
読
物

使
ふ
人
の
立
場
ヵ
ら
図

婦
人
雑
誌
総
評

女
性
相
談
瀾
寸
評
ぃ

職
業
婦
人
コ
ン
ト

美
し
き
人
〈
※
目
次
「
美
し
い
人」〉

勤
労
の
束
縛

家
出

悪
戯

婦
人
労
働
者
に
対
す
る
男
子
労
働
者

森
三
千
代
氏

l
彼
女
の
マ
ヂ
ッ
ク
テ
ー

プ
ル
ー
ー＇

〈
※
印
象

記〉

生
田

花
世

71

麟
麟
門
E
1

虹

舟
橋

聖一

81
|

82

三
好

十
郎

83
|

85

特
権
と
俗
物
〈
※
文
芸
評
論〉

新
劇
を
強
め
る
た
め
に
〈
※
演
劇
評
論〉

最
近
の
音
楽
界
〈
※
音
楽
時
評〉

新
響
の
ヘ
ル
シ
ソ
フ
ァ
ン
ス
を
聴
く

映
画
界
便
り

神
楽
坂
を
上
る
〈
※
詩〉
固

最
近
の
映
画
に

つ
い
て
〈
※
映
画
時
評〉

秋
の
映
画
紹
介
＊

日
本
映
画
の
反
省
〈
※
映
画
評
論〉

連
載
翻
訳
小
説
〈
※
第
4
回〉

カ
プ
ナ
ウ
リ
の
復
讐

ヘ
レ
ー

ナ
・

ホ
ビ
ン
ス
カ
作
m

o

5

0
|
l

 

峯

弘
子
訳

ー

ー

浅
井

花
子

村
lu

壽
子

藤
井
田
鶴
子

栗
原

章
子

吉
田
た
か
子

律
子

清
子

初
枝

葉
子

9
i8 

99 

95 92 90 86 

I I I 89 I 
97 94 91 88 

利大
根谷
) II 
ュ

贔
150 144 

180 179 I I 
178 149 

藤
子

白
木

白
石

高
木
き
よ
子

武
島
た
ま
子

錦
戸
磨
瑣
子

幸
子

ぎ
く

142 141 140 
I I I 140 139 

143 142 141 

゜

ー
7

7
 

6
 

lJ
田

水
町

130
|

131
 

鈴
木

綾
子

130
ー

131

132
ー

133
3

63

3
 
ー

4

8

-

3
—

3
 

l

l

 

68
|

70
 

愛
子

7
 

ー
6

5
 

6
 

泉
田

石
原

63 62 
I I 

65 63 

白岡
田

弘

八
木
沢

西
村

馬秋
場山

み
幸つ

子子
(3) 

62 
I 60 sg 

67 

長
篇
tJ
説

田
舎
者
〈
※
第
10
回〉

短
歌鉢

の
浜
木
綿

道
八
の
水
差

不
信
な
る
人
に
寄
す

小
諸
懐
古
圏
（
藤
村
の
詩
碑
の
前
に
立
ち
て）

白
粉
草

夏
祭
の
夜

投
稿
作
品
批
評
⑧

美
術
界
だ
よ
り

投
稿
短
歌

紙
面
解
放
の
お
知
ら
せ
＊

投
稿
詩
⑨

職
業
婦
人
コ
ン
ト

前
夜

灼
熱
の
職
場
か
ら

密
行

梨お
奈
於

創
作
〈
※
小
説〉

誤
算

芙
蓉
囮

九 、

十
月
の
活
躍
＊

婦
人
文
芸
後
援
藤
原
義
江
独
唱
会
の
お
知
ら
せ
＊

川
島

園
子

松
田

t

6

7
 

l
|
2

 

l

l
129
 



福
岡
支
部
通
信
＊

編
集
室
だ
よ
り

第
六
回
読
者
茶
話
会
の
お
知
ら
せ
＊

第
二
巻
十
一

号

新
し
い
家
庭
へ

の
希
望
号

一

九
三
五
（
昭
10
)

年
十
一

月
一

日
発
行

巻
頭
言

神
近

市
子

ソ
ヴ
ェ
ー
ト

に
於
け
る
結
婚
法
と
家
族
〈
※
評
論〉
山

石
井

友
幸

「
偶
然
文
学
論」
の
迷
妄
性
〈
※
評
論、

目
次
「「
偶
然
文
学
論」

ー

-
9
-
．．
．

 

ー

8
 7

〈
注〉①

末
尾
に
「
ー
ー

三
五
•

八
・

ニ
八」
の
日
付
あ
り。

③

南
寛
（
ブ
ラ
ジ
ル
珈
琲
販
売
宣
伝
本
部）、

平
林
辰
（
常
磐
生
命）、

富

士
謄
弥
（
大
阪
ビ
ル
）
の
三
名
が
職
業
婦
人
に
関
す
る
コ
メ
ン
ト

を
寄
せ

て
い
る。

③

本
文
署
名
上
に
「
北
海
道」
と
記
載。

④

末
尾
に
「
八
・

ニ
五」
と
あ
る。

⑮

福
田
担
当
の
時
評
の
末
尾
に
「
八、

二
九」
の
記
載
あ
り。

⑱

末
尾
に
「
一
九
三
五
年
八
月
七
日」
の
日
付
あ
り。

り

目
次
記
載
「
ボ
ビ
ン
ス
カ
作」。

⑧

投
稿
作
品
の
な
か
に
は
大
原
富
枝
の
「
ま
ぎ
の
結
婚」
と
い
う
作
も
み

ら
れ
る。

⑨

138
頁
に
選
評
あ
り。

⑩

末
尾
に
「
一
九
三
五
•

五
•

三」
の
日
付
あ
り。

⑪

目
次
記
載
「
利
根
川
ゆ
り」。

尚、

作
の
末
尾
に
は
「
利
根
川
さ
ん
は、

前
に
野
辺
ユ
リ
と
い
ふ
名
で
作
品
を
発
表
さ
れ
た
事
が
あ
り
ま
し
た。」

と
い
う
文
が
あ
る。

小
田

初
枝

180

（
加
藤）
（
光
成）
（
神
近）

181
|

182
28ー

投
稿
作
品
批
評
＊

紙
面
解
放
の
お
知
ら
せ
＊

古
日
記
か
ら

フ
ラ
ン
ス
の
電
話
交
換
手
か
ら
の
手
紙
m

の
迷
忘
性」〉

木
寺

黎
二

創
作
問
題
に
関
聯
し
て
ー
ー

大
谷
藤
子
氏
に
ー
�

〈
※
感
想〉
切

光
成

秀
子

遠
地

輝
武

虐
待
さ
れ
て
ゐ
る
詩
人
〈
※
文
芸
時
評〉

社
会
時
評

窪
川
夫
妻
離
婚
問
題
に
つ
い
て

若
き
人
々
の
所
感

家
庭、

理
想

中
間
層
と
理
想
の
家
庭

そ
の
微
か
な
あ
く
が
れ

空
間
〈
※
小
品〉

理
想
の
家
庭
（
お
か
み
さ
ん
の
立
場
か
ら）

ビ
ジ
ネ
ス
・
ウ
イ
メ
ン
と
結
核
病
〈
※
感
想〉

殿
風
〈
※
感
想〉
③

秋
の
暮
色
〈
※
詩〉

傷
心
＊

青
年
労
働
者
＊

絵
画
に
つ
い
て
の
感
想
〈
※
美
術
時
評〉

或
る
私
唱
の
記
録
〈
※
ル
ボ、

続
篇〉
⑥

文
芸
時
評

永
瀬

清
子

30
1

32

石
原

清
子

33
|

35

中
田

豊
子

35
ー

37

青
山

留
美

38
ー

39

峯

弘
子

40
|

42

富
岡

紀
子

30
ー

32

八
幡`‘、
チ
子
④

32

竹
内
て
る
よ

36
|

37

近
藤
ふ
き
子

40
|

42

近
藤
ふ
き

滝
ロ

青
木

ゆ
き

修
造
固

43
1

47

48
|

68
 

マ
リ
ー
・
オ
ジ
ヶ

竹
内
次
郎
訳

横
山
美
智
子

福
田

石
浜

69 

(9) (8) 

79 7572 70 
so l I I I 

80 7875 71 

狩
野

弘
子

26
ー

29

22 17 
I I 

25 21 

1
1

2 

16 
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カ
プ
ナ
ウ
リ
の
復
讐

長
岡
市
講
演
会
の
記

高
田
講
演
会
の
記

長
篇
小
説

田
舎
者
〈
※
第
11
回
〉
⑬

松
田

福
田
時
子
さ
ん
〈
※
印
象
記、

目
次
「
福
田
晴
子
氏」
〉

「
作
品
に
つ
い
て
」

音
楽
時
評

連
載
翻
訳
小
説
〈
※
第
5
回
〉

解
子

129
|

143

短
歌山

栃
夫
の
習
作
を

紅
葉

裁
判
所
見
学

石
田一―一
成
を
見
て
〈
※
感
想
〉

第
六
回
読
者
茶
話
会
の
予
告
＊

甲
府
に
於
け
る
講
演
会
〈
※
目
次
「
甲
府
講
演
の
記」
〉

神
近

市
子

平
林

英
子

森

―――
千
代

杉
田

鶴
子

山
田
百
合
子

吉
川

綾
子

笹
森

寿
子

横
山
美
智
子

6

7

 

2
1
2

 

l

l

 

72ー
7

8

2
|
2

 

l

l
125 122 

o

l

2
|
2

 

l

l

共
和
治
下
の
現
代
ボ
ル
ト
ガ
ル
婦
人
〈
※
紹
介
〉

投
稿
詩
皿

投
稿
短
歌
四

レ
コ
ー
ド

を
聴
い
て
〈
※
感
想
〉

村
山

加
藤
博
士
の
実
験
（
プ
ラ
ウ
ダ
紙
所
載）
〈
※
紹
介、

目
次
「
ソ

ヴ
ェ
ー
ト

に
於
て
加
藤
博
士
の
実
験」
〉

マ
リ
エ
ッ

タ
・

ツ
ャ

ギ
ニ
ヤ
ン

8

9

l
’

l
 

l

l

寿
子

ヘ
レ
ー

ナ
・

ポ
ピ
ン
ス
カ
作
⑩

83
|

102

峯

弘
子
訳

笠
問

呆
雄

3

8

0
ー

0

l

l

 

9

3

0
ー

1

l

l

 

4

5

 

l
i
l

 

l

l

6

7

 

1-9-
1

 

l

l

渋
谷

修

81
ー

82

創
作
〈
※
IJ
説
〉

解
放
⑭

舗
道
の
上
⑮

編
集
後
記
〈
※
目
次
「
編
集
室
だ
よ
り
」
〉

（
神
近）
（
光
成）
（
真
気）
（
加
藤）

〈
注
〉

末
尾
に
「
モ
ス
コ
ー
・
ニ
ュ
ー
ス
に
よ
る
」

と
記
載。

‘̀
＇
l

 

ー（
 

②

は
じ
め
に
筆
者
の
前
書
き
が
あ
る。

③

末
尾
に
「
八、

二
九
」

と
あ
る。

④

目
次
記
載
「
八
幡
三
千
子」。

③

目
次
記
載
「
滝
口
修
道」

。

⑥

末
尾
に
「
一

九
三
五
•

九
・

ニ
六
」

の
日
付
あ
り。

尚、

目
次
に
は
創

作
欄
の
中
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
関
し
て、
「
青
木
さ
ん
は

本
誌
九
月

号
に、

こ
の
前
篇
を
発
表
し
て
非
常
に
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
与
へ
た。

前

篇
の
時
も
さ
う
思
っ
た
の
だ
が、

こ
れ
は
創
作
欄
へ
入
れ
て
も
決
し
て
お

か
し
く
な
い
と
思
ふ

。

し
か
し
筆
者
は
創
作
と
し
て
書
い
た
つ
も
り
で
な

い
や
う
で
あ
る
か
ら
お
断
り
す
る
。

九
月
号
と
あ
は
せ
て
読
ま
れ
る
や
う

に
。

」

と
い
う

編
集
部
に
よ
る
付
記
が
あ
る
。

り

「
こ
れ
は
或
る
日
本
の
婦
人
に
宛
て
て
き
た
フ
ラ
ン
ス
の
電
話
交
換
手

の
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト

通
信
を
訳
し
た
も
の
で
す

。
」

の
前
書
き
あ
り。

⑧

福
田
担
当
の
時
評
の
末
尾
に
「
九、

三
0」

と
あ
る。

⑨

石
浜
担
当
の
時
評
の
末
尾
に
は
「
一

九
三
五
•

九
・

ニ
七
」

の
日
付
あ

り゚
⑩

目
次
記
載
「
ボ
ビ
ン
ス
カ
作」。

⑪

112
.

113
頁
に
選
評
あ
り。

⑫

「
く
ゆ
る
秋」

と
題
さ
れ
た
大
原
富
枝
の
短
歌
三
首
も
み
え
る。

⑬

「
附
記。

ー
ー
l

こ
の
作、

予
定
通
り
だ
と
十
二
月
で
完
結
す
る
筈
で
し

た
が、

作
品
の
方
は
長
く
な
り、

雑
誌
と
し
て
の
枚
数
の
都
合
は
あ
る
こ

山
内
せ
い
子

小
坂
た
き
子

170 

5

4

4
1
5

 

l

l

5

9

5
ー
6

l

l

富
本

一

枝

1« 
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第
二
巻
第
十
二
号

十
二
月
号

一

九
三
五
（
昭
10)

年
十
二

月
一

日
発
行

新
劇
徒
然
草
〈
※
演
劇
評
論〉
②

迷
へ
る
ノ
ー
ト
ー
—'

読
書
の
こ
と
ー
ー＇

〈
※
随
筆〉

社
会
時
評

人
民
の
無
権
利
II

市
電
女
子
車
掌

狩
野

子
守
の
家
出
〈
※
時
事
解
説 、
目
次
「
子
供
の
家
出」〉
③中

野
林

鈴
子

93
ー

95

弘
子

84
|

88

房
雄

82
|

83

勝
滋
夫

巻
頭
言

創
作
〈
※
小
説〉

女
狐

青
木

ゆ
ぎ

遺
族

松
本
ぎ
み
子

彼
岸
の
人

美
川

き
よ

平
林
英
子
氏
〈
※
印
象
記〉

光
成

秀
子

婚
姻
問
題
を
主
と
し
て
婦
人
と
道
徳
の
問
題
〈
※
婦
人
時
評〉
m

巌
木

三
井

76 67 
I I 

81 75 

57 30 

66 I I 
65 56 

神
近

市
子

，

 

2
 

8
_

 
7

と
で
到
底
も
う
一

月
で
は
完
結
し
ま
せ
ん
の
で、

こ
4
ら
で
休
載
さ
し
て

頂
ぎ
ま
す。

い
づ
れ
完
結
だ
け
は
さ
せ
た
い
と
願
つ
て
ゐ
ま
す、
」

と
末

尾
に
あ
る
。

尚、

続
篇
は
「
人
民
文
庫
」

第
一

巻
第
八
号
（
昭
11
.

10
)

に
「
転
換
期
の
一

節
」

と
い
う
題
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

⑲

末
尾
に
「
一

九
三
五
•
1

0
•

こ

の
日
付
あ
り。

⑮

末
尾
に
「
一

九
三
四
年
七
月
」

と
記
載。

カ
ブ
ナ
ウ
リ
の
復
讐

ス
ナ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト

女
流
作
家
と
家
庭
囮

本
年
度
作
品
の
回
顧

誠
実
さ
固

「
夜
間
飛
行」
そ
の
他

新
人
の
も
の
に
m

今
年
よ
ん
だ
作
品
よ
り
⑧

読
ん
で
感
心
し
た
も
の

ソ
ー
ニ
ヤ・
コ
ヴ
ア
レ
フ
ス
カ
ヤ

投
稿
作
品
批
評

大
阪
新
劇
界
近
況

婦
人
文
芸
関
西
講
演
〈
※
目
次
「
関
西
講
演
会
記」〉

名
古
屋
を
中
心
に
＊

松
田

大
阪
の
記
＊

神
近

神
戸
講
演
＊

生
田

病
中
日
記
抄

山
本

女
流
脚
色
家
を
望
むー
�

「
人
生
劇
場」
脚
色
気
焔
ー
|'

〈
※

感
想〉

村
田

期
待
外
れ
の
人
生
劇
場

「
こ
が
ら
し」
を
演
出
し
て
〈
※
感
想〉

新
し
い
映
画
の
紹
介

福
岡
支
部
通
信

文
芸
時
評

連
載
翻
訳
小
説
〈
※
第
6
回〉

岡
田
八
千
代

藤
井
田
鶴
子

石福香
浜田月

沢
田

k

秀晴登
子子美
(9) 

148144 140 138 134 

I I 143 I I 137 I 
151148 142 139 136 

修
子

安花市解
英世子子

132 128 127 124 
I I I I 

133 131 128 127 

宜
子

藤
島

ま
ぎ

小
山
い
と
子

日
下

典
子

高
見
沢
直
江

仲
町

貞
子

平
林

英
子

120 118 117 115 114 
123 122 I 120 I I I I 

121 119 118 117 115 
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96
|

100
 

ヘ
レ
ー

ナ・
ポ
ビ
ン
ス
カ
作
④

峯

弘
子
訳

喜
田

麓
子

1

3

l

l

l

l



投
稿
詩

紙
面
解
放
の
お
知
ら
せ
＊

投
稿
短
歌
岡

大
阪
支
部
通
信

講
演
会
の
記

ク
ン
ス
マ
ン
作
『
ト
リ
プ
テ
イ
ー
ク
』
〈
※
感
想〉

告
知
板
＊

編
集
後
記
〈
※
目
次
「
編
集
室
だ
よ
り」〉

読
者
欄
新
設
の
お
知
ら
せ
＊
⑪

第
八
回
読
者
茶
話
会
の
お
知
ら
せ
＊

神
近
市
子
に
つ

の
日
付
あ

〈
注〉〇

は
じ
め
に
「
序」

と
し
て
前
書
き
が
記
さ
れ
て
い
る。

（
 

②

末
尾
に
「
一
九
三
五
・

―
―
・

三」

の
日
付
あ
り。

⑥

末
尾
に
「
一
九
三
五
•

十
月」

と
記
載。

④

目
次
記
載
「
ボ
ビ
ン
ス
カ
作」。

伺

松
田
解
子、

横
山
美
智
子、

生
田
花
世、

宇
野
千
代、

い
て
の
短
文。

⑱

末
尾
に
「
一
九
三
五、
一
0、

三
0」

の
日
付
あ
り。

り

末
尾
に
「
一
九
三
五、

十
月
末」

と
あ
る。

⑧

末
尾
に
「
昭
和
十
年
十
月
廿
八
日」

の
日
付
あ
り。

⑨

石
浜
担
当
の
文
の
末
尾
に
は
「
一
九
三
五
•

十
一
・

ニ」

り゚
⑩

159
頁
に
以
下
の
文
あ
り。

「
詩
・

短
歌
の
こ
の
頁
を
来
月
か
ら
も
っ
と
／
＼
増
大
し
よ
う
と
考
へ
ま

す。

そ
し
て
出
来
る
だ
け
皆
さ
ん
の
自
由
な
頁
に
し、

皆
さ
ん
の
生
活
か

ら
出
る
ほ
ん
た
う
の
声
で
埋
め
た
い
と
思
ひ
ま
す。
（
中
略）
こ
ち
ら
で

は
皆
さ
ん
の
勉
強
の
為
め
に、

専
門
の
方
に
見
て
い
た
ゞ
き
ま
づ
い
点
に

は
朱
を
入
れ
て
い
た
ゞ
く
と
い
ふ
こ
と
に
し
ま
す。

ど
こ
の
雑
誌
に
も
見

（
加
藤）
（
真
気）

杉
村

あ
い

富
本

一

枝

165 162 
166 166 I 163 I 161 

166 163 

158 152 
I 157 I 

159 157 

丸
岡
さ
ん
〈
※
印
象
記、

目
次
記
載
「
丸
岡
秀
子
さ
ん」〉平

林
た
い
子

42 42 41 

社
会
時
評
③

紙
面
解
放
の
お
知
ら
せ
＊

40 

神
近

市
子

36
|

40

窪
川
い
ね
子
図

片
岡

鉄
兵

神
近

市
子

丸
岡

秀
子

岡

邦
雄

加
藤

敏
子
＊

5
ー

3

3
 
ー

2
 

ー

8
|

 

第
三
巻
第
一

号

九
三
六

新
年
号

（
昭
1
)

年
一

月
一

日
発
行

神
近

市
子

長
谷
川
如
是
閑

7

ら
れ
な
い
す
ぐ
れ
た
よ
い
頁
を
つ
く
り
度
い
も
の
で
す。

ん
の
御
活
動
を
期
待
し
ま
す。」

⑪

「
あ
ら
ゆ
る
職
場、

家
庭
学
校、

街
頭
等
に
於
け
る
生
ぎ
／
＼
と
し
た

生
活
体
験、

本
誌
に
対
す
る
希
望
要
求
等
読
者
の
頁
に
し
て
開
放
い
た
し

ま
す」

の
言
葉
が
み
ら
れ
る。

巻
頭
言

情
操
の
表
現
と
し
て
の
文
化
〈
※
評
論〉

座
談
会

一

九一――
六
年
の
婦
人
に
与
ふ
m

平
林
た
い
子

松
田

解
子

村
山

知
義

真
気

信
子
＊

そ
れ
に
は
皆
さ

平
林
た
い
子
氏
出
版
記
念
会
「
哀
し
き
愛
情」
＊

林
芙
美
子
氏
出
版
記
念
会
「
牡
蠣」
＊

職
業
紹
介
所
か
ら
ー
|'

職
業
婦
人
の
一
面
ー
�

〈
※
社
会
時
評、
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こ
う
も
あ
っ
た
ら

損
本
楠
郎
氏
著
「
仔
猫
の
裁
判」

を
読
む

深
尾
須
磨

子
著
「
丹
波
の
牧
歌」

福
岡
支
部
通
信
＊
⑧

新
年
を
迎
へ
て
の
抱
負

果
敢
な
い
抱
負

我
が
体
得
を
基
調
に
⑨

小
説
ら
し
く
な
い
小
説
を

「
今
年
の
抱
負」

新
し
い
熱
意
で
皿

前
進
へ
の
希
望
皿

三
六
年
こ
そ
は
肛
を
据
え
て

ぁ
4
も
あ
っ
た
ら 、

松
田

解
子

72
|

73

富
本

一
枝

73
ー

75

75
|

76
 

鈴
木
と
く

子

副
題
目
次
記
載
「
職
業
婦
人
の
或
る
一
面」〉

文
芸
と
精
神
分
析
〈
※
文
芸
時
評〉
④

ヨ
ハ
ソ
ナ
・

ボ
ン
ゲ
ル
夫
人
〈
※
人
物
伝〉
固

詩
に
お
け
る
散
文
的
性
格
〈
※
文
芸
評
論〉

職
業
婦
人
の
主
張

職
業
婦
人
論

I
奥
む
め
お
氏
の
「
働
く
婦
人
の
た
め」
に

就
い
て
ー
|
*
固

八
幡
美
知

子

職
業
婦
人
と
結
婚
＊

矢
部

時
子

婦
人
文
芸
観
劇
会
か
ら
会
員
募
集
の
お
知
ら
せ
＊

趣
味
と
し
て
の
音
楽
〈
※
随
筆〉

『
婦
人
文
芸』

観
劇
会
の
お
知
ら
せ
＊

無
産
者
の
託
児
所
を
語
る
〈
※
ル
ポ〉
m

プ
ッ
ク
レ
ビ
ュ
ー
＊

平
林

英
子

78
ー

79

日
下

典
子

79
|

80

小
坂
た
き

子

80
ー

81

小
山
い
と

子

81

藤
島

ま
き

82
ー

83

須
賀

瑞
枝

83

吉
尾
な
っ

子
四

83
|

84

仲
町

貞
子

84
ー

85

藍
野

照
子

72 65 62 
I 11 68 67 I I 

76 67 65 

箕
浦

多一

木
村

廉
吉

式
場
隆一
1一
郎

上
野

壮
夫

58 50 47 43 
I I I I 

61 57 49 46 

新
年
を
迎
へ
て
の
抱
負

『
チ
ャ

タ
リ
イ
夫
人』
を
読
む
〈
※
感
想〉
⑬

支
那
に
咲
い
た
『
や
ま
と
撫

子』
〈
※
評
倫〉

詩
黒
い
賀
状

山
河

古
木
の
薔
薇

熱
あ
る
花

檻
に
ゐ
る
鷲

荒
野
＊

イ
ワ
ン
の
椙

奥
利
根
の
感
傷
〈
※
紀
行〉

新
し
い
映
画
の
紹
介

ソ
ヴ
ェ
ー
ト

舞
踊
に
つ
い
て
〈
※
翻
訳
浪
劇
拌
論〉エ

ヌ
・
ウ
ォ

ル
コ
フ

広
島
与
志
訳

一
九
三
六
年
職
業
婦
人
の
抱
負

開
拓
者
と
し
て
の
意
図
を
持
ち
つ
4

希
望
と
実
践
へ
の
意
欲

先 ‘つ
身
近
か
ら

年
頭
に
際
し
て

『
未
完
成』
へ
の
希
望
⑭

誌
友
の
た
よ
り
＊

文
芸
時
評

問
題
二
対

松
田

解
子

130
|

131

圭遠白池村
山石上山

子
サ
チ

き
く

ゆ
き

道
子

120 128 126 125 123 120 
I I I I I I 

129 129 128 126 125 123 

6

9

l
|
l

 

l

l

藤
井
田
鶴

子

泉
田

律
子

深
尾
須
磨

子

後
藤

郁
子

英

美
子

沢
木

隆
子

滋
木

陽
子

露
木

陽
子

竹
内
て
る
よ

112 106 102 
I I I 

114 111 104 
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00
ー

01

l

l

1

2

0
ー

0

l

l

98 97 96 
I I I 

100 98 97 

神
崎

藍
川

福
田

晴陽
清子子

92 86 
I I 85 

95 90 



「
私
生
児」

そ
の
他

「
幹
部」
・

「
徒
労」

「
批
判
精
神」

の
戯
れ

新
劇
評
＊

創
作
座
を
観
る

断
層
（
不
安
の
人
々
）
⑮

女
流
新
人―――
十
六
歌
撰
集
⑯

連
載
翻
訳
小
説
〈
※
第
7
回〉

カ
ブ
ナ
ウ
リ

の
復
讐

投
稿
詩
⑱

投
稿
短
歌

創
作
〈
※
小
説〉

闘
魚

脂
粉

老
純
潔

附
録婦

人
文
芸
編
集
部
編
纂
現
代
女
流
文
化
人
名
簿
ー
—

昭
和
十

一

年
一

月
|
_
⑲

新
年
の
お
慶
び
申
上
げ
ま
す
〈
※
編
集
部
か
ら
の
あ
い
さ
つ
〉
＊
⑳

十
二
月
の
座
談
会
〈
※
報
告〉
＊

第
九
回
読
者
茶
話
会
の
お
知
ら
せ
＊

告
知
板
＊

編
集
室
便
り

（
神
近）
（
加
藤）
（
真
気）

森
―――
千
代

辻
村
も
と
子

生
田

花
世

203 
I 204 203 203 

205 

7

0

 

9
—

"̂u
 

1

2
 

202
 

186 172 158 
I I I 

196 185 171 

156 152 
I I 

157 155 

ヘ
レ
ー

ナ
・

ボ
ビ
ン
ス
カ
作
仰
2

0

4
ー
5

峯

弘
子
訳

ー

ー

4

5

3
ー
3

l

l

53ー
6

0

3
|
4

 

l

l

福
田

晴
子

131
ー

132

石
浜

秀
子

132

光
成

秀
子

132
|

133

〈
注〉0

「
職
業
婦
人
と
幸
福
？、

共
稼
の
問
題、

妻
君
の
レ
ベ
ル、

男
性
の
我

ヽ
ヽ
l‘

儘、
『
赤
い
恋』

の
終
末
？、

新
し
い
結
婚
の
形
態、

所
謂
る
偽
宗
教、

職
業
婦
人
の
中
性
化、
一
九
三
六
年
の
婦
人
に
与
ふ
」

の
各
小
辿
が
つ
い

て
い
る。

③

目
次
記
載
「
窪
川
稲
子」。

⑱

「
一

、

ド
イ
ツ
の
労
働
働
人
は
ど
う
な
っ
た
か

二、

他
人
の
事
に
は

ロ
を
出
す
ま
い

三、

英
雄
に
な
っ
た
達
摩
祓
相

四、

負
星
の
お
役
人

五、

科
学
は
前
進
す
る
」

の
小
題
あ
り。

④

は
じ
め
に
「
文
人
な
ら
ざ
る
も
の
が
「
文
芸
と
精
神
分
析」

と
云
ふ
題

目
の
下
に
思
ひ
つ
く
ま
4
を」

と
い
う

前
書
き
が
あ
る。

⑮

「
今
度
本
誌
に
発
表
し
た
の
は、
「
テ
オ
の
手
紙」

の
中
か
ら
抜
い
て

書
ぎ
改
め
た
も
の
で
あ
る
」

の
文
の
あ
る
附
記
が
末
尾
に
あ
る。

⑱

末
尾
に
「
一
〇‘
―
一

、

二
九」

の
日
付
あ
り。

切

末
尾
に
「
一
九
三
五
•

一
―
•

二
五」

の
日
付
あ
り。

⑧

末
尾
に
（
小
田）

の
サ
イ
ン
あ
り。

⑨

末
尾
に
「
一
九
三
五‘
―
一

、

二
八
」

の
日
付
あ
り。

⑩

末
尾
に
「
一
九
三
五
•

一

こ

と
あ
る。

⑪

末
尾
に
「
十
一
月
二
十
四
日」

の
日
付
あ
り。

⑫

目
次
記
載
「
吉
尾
な
っ
」。

⑬

末
尾
に
「
一
九
三
五
•

一
―
•

八
」

の
日
付
あ
り。

⑲

末
尾
に
「
一
九
三
五‘
―
二、

江
巣」

と
あ
る。

⑮

末
尾
に
(

k
)

の
サ
イ
ン
あ
り。

⑯

「
蘭
秋」

日
比
野
友
子、
「
夫
と
子」

三
苫
京
子、
「
子
の
旅」

川
口
千

香
枝、
「
不
眠
の
夜
々
」
久
保
田
初
瀬、
「
栗
」
清
水
千
代．、
「
晩
秋
」
高
桑

菊
子、
「
み
ご
も
る
母」

大
貫
迪
子、
「
月
光」

進
藤
恵
美
子、
「
冬」

米

倉
久
子、
「
病
み
て
」

山
東
須
磨、
「
高
原」

山
川
柳
子、
「
手
術」

小
泉

よ
し
江、
「
山
に
て
」

山
田
百
合
子、
「
か
り
住
み
の
家」

竹
内
茂
登
子、

「
帰
郷」

松
井
水
枝、
「
秋」

阿
部
千
鶴
子、
「
武
州
深
大
寺
に
て
」

羽
田

野
繁
子、
「
街
住
み」

礎
江
朝
子、
「
野
分」

新
居
滋
子、
「
冬
の
室」

白
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石
賀
子、
「
郊
外
新
居
」

福
田
た
の
子、
「
霧
」

萩
倉
ち
さ
ゑ、
「
秋
野
」

甲
斐
水
悼、
「
哀
愁
」

望
月
れ
い
子、
「
山
霧
」

井
上
た
か

子、
「
霜
雨
」

岸
田
千
代
子、
「
秋
山
」

大
野
み
ど
り、
「
お
ほ
母
」

林
マ

サ
ミ
‘
「
幼
き

子
」

藤
原
染
子、
「
独
居
」

小
野
克
子、
「
茅
倉
屋
根
」

安
達
佐
貴
子、

「
女
性
」

嘉
納
と
わ、
「
雪
二
題」

白
井
尚
子、
「
化
石
」

斉
藤
史、
「
願

ひ
」

太
田
静
子、
「
夢
」

片
山
恵
美
子

⑰

目
次
記
載
「
ボ
ビ
ン
ス
カ
作」。

⑱

155
頁
に
選
評
あ
り。

⑲

女
流
人
文
化
人
の
現
住
所、

略
歴、

業
績
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
が、

掲
載
さ
れ
て
い
る
女
流
文
化
人
を
あ
げ
て
お
く。

ア
行
l
市
川
房
枝、

板

恒
直
子、

今
井
邦
子、

宇
野
千
代、

円
地
文
子、

葵
イ
ッ
子、

石
浜
秀

子、

泉
田
律
子、

大
谷
藤
子、

大
田
洋
子、

岡
田
禎
子、

岡
本
か
の
子、

尾
崎
孝
子、

力
行
ー
河
崎
な
っ
、

神
近
市
子、

窪●
川
い

ね
子、

小
寺
菊

子、

狩
野
弘
子、

川
瀬
美
子、

清
瀬
い
づ
み、

北
川
千
代、

黒
田
米
子、

日
下
典
子、

小
池
み
ど
り、

後
藤
郁
子、

古
賀
英
子、

小
坂
た
ぎ
子、

サ

行
＼
さ
さ
き
•
ふ
さ
、

須
賀
瑞
枝
、

夕
行
＼
中
条
百
合
子、

竹
内
て
る
よ
、

辻
村
も
と
子、

ナ
行
＼
野
上
弥
生
子、

永
顛
清
子、

中
島
幸
子、

吉
尾
な

つ
、

永
井
街
子、
ハ

行
＼
長
谷
川
か
な
女、

長
谷
川
時
雨、

深
尾
須
磨
子、

平
林
英
子、

平
林
た
い
子、

林
芙
美
子、

福
田
晴
子、

英
美
子、

藤
島
ま

き
、

藤
井
田
鶴
子、

マ
行
＼
美
川
き
よ
、

松
田
解
子、

松
村
み
ね
子、

丸

岡
秀
子、

光
成
秀
子、

村
田
修
子、

森
三
千
代
、

ヤ
行
＼
山
川
菊
栄、

矢

田
津
世
子、

柳
原
婢
子、

横
山
美
智
子、

与
謝
野
晶
子、

吉
屋
信
子、

八

木
さ
わ
子、

吉
田
た
か
子、

四
家
文
子、

ワ
行
4
若
山
喜
志
子

⑳

「
婦
人
文
芸
同
人
」

と
し
て、

神
近
市
子、

加
藤
敏
子、

真
気
信
子、

光
成
秀
子、

須
賀
瑞
枝
の
五
人
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。

第
三
巻
第
二
号

二
月
号

一
九
三
六
（
昭
1)

年
二
月一
日
発
行

信
越
線
〈
※
短
歌〉

随
筆
・

感
想

無
題
寸
録
ゅ

マ
ダ
ム
・
ラ
・
コ
ン
テ
ス

都
会
を
離
れ
て
ゅ

徳
永

熊
代

杉
内

3

7

 

い
ち

5
ー

5

と
よ 直

49 46 
I I 

53 49 

表
紙
装
頼

村
山

巻
頭
言

神
近

母
子
保
護
の
一

視
角
〈
※
社
会
時
評、

目
次
「
母
子
保
護
法
の

一

視
角」
〉

丸
岡

秀
子

現
代
小
説
と
家
族
問
題
〈
※
文
芸
時
評〉

玉
城

肇

議
会
運
動
へ
の
再
認
識
〈
※
社
会
時
評〉

石
原

清
子

寒
霜
〈
※
短
歌〉

若
山
喜
志
子

時
事
解
説

世
界
の
動
き

新
島

繁

き
さ
ら
ぎ
集
〈
※
短
歌〉

今
井

邦
子

所
有
観
念
否
定
の
文
学

l
ゴ
ー

ル
ワ
ー
ジ
ー

の
大
作
「
フ
ォ
ァ

サ
イ
ト

家
物
語」

を
読
む
〈
※
書
評〉
m

福
田

晴
子

転
換
期
と
文
学
の
モ
ラ
リ
テ
イ
〈
※
評
論、

目
次
「
転
形
期
の

文
学
と
モ
ラ
リ
テ
イ」
〉
ー
ー

若
き
職
業
婦
人
に
お
く
る
|
|

光
成

水
町

秀
子

京
子

40 
45 I 

44 

314 

39 

28 
33 I 

32 

24 
21 I 

26 3
ー

2

8
 
ー

知
義

市
子

6
 
ー

8
|

 
7
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名
著
の
一
節

ド
ス
ト

エ
フ
ス
キ
ー

罪
と
罰

山
上
臣
憶
良
貧
窮
問
答
（
万
葉
集）

古
賀
英
子
さ
ん
の
印
象

早
春
の
白
馬
岳
〈
※
随
筆〉
出

連
載
翻
訳
小
説
〈
※
第
8
回〉

カ
プ
ナ
ウ
リ
の
復
讐

日
本
映
画
紹
介

Y
 

M 

95 

96 I 
96 

生
活
の
記
録

マ
イ
カ
工
場
か
ら

小
川
ひ
で
代

『
ダ
ル
マ
落
し』

徳
久

歌
子

奥
様
の
美
徳

名
取
た
づ
子

女
看
守

成
田
千
代
子

大
阪
支
部
目
ざ
ま
し
き
活
躍

l
中
村
屋
開
店
に
際
し
て
|
|＇

紙
面
解
放
の
お
知
ら
せ
＊

文
芸
時
評

倫
理
性
と
科
学
と
実
践

読
ん
だ
も
の
の
中
か
ら

90 88 86 84 

I I I I 
94 89 88 86 

82 

ヘ
レ
ー

ナ
・

ボ
ビ
ン
ス
カ
作
⑥

O

1

峯

弘
子
訳

7
ー

8

藤
森
成
吉
推
肥

60
ー

62

井
伏
鱒
二
推
薦

63

松
村

珊
子

65

中
村

テ
ル
固

66
ー

68

日
下

典
子

58

石
浜

秀
子

58

|
59

婦
人
覚
醒
運
動
の
先
覚
者
遠
藤
清
子
女
史
の
建
墓
〈
※
目
次

「
遠
藤
清
子
女
史
の
建
碑」〉

大
塚

君
子

英
米
ニ
ュ
ー

ス

柾
木
不
二
夫

..
 
‘

ー
ソ

ズ
・

テ

ス

ト

生
計
審
査
の
功
罪
〈
※
目
次
「
生
活
審
査
の
功
罪」〉

G
メ
ン
の
効
果

54 48 
I� 

57 53 

46 

支
部
を
つ
く
る
方
々
へ
＊

投
稿
詩

投
稿
短
歌

誌
友
の
た
よ
り

〈
※
目
次
「
誌
友
の
ペ
ー

ジ」〉

告
知
板＊

投
稿
作
品
批
評
m

新
し
い
映
画
の
紹
介

読
者
茶
話
会
報
告
＊

創
作
〈
※
小
説〉

白
日
の
書
（一
部）
⑧

生
え
た
顕
ひ
げ

人
間
の
巣

現
代
女
流
文
化
人
名
簿＊
皿

歌
集
「
短
繁」
を
よ
む
＊

第
九
回
読
者
茶
話
会
の
予
告＊

編
集
後
記
〈
※
目
次
「
編
集
室
だ
よ
り」〉（

神
近）
（
真
気）
（
伊
藤）

林

葵古横
賀田

藤
井
田
鶴
子

文
子

英
子

0

5

 

l
|
3

l

l

 

6

6

3
|
4

 

l

l

7

2

 

ィ
ッ
子
lg

u

ー
16

36ー163
 

〈
注〉①

末
尾
に
「
一

九
三
五
・

―

ニ
・

ニ
七
」

の
日
付
あ
り 。

②

末
尾
に
「
一

九
三
五
・

―

二
」

と
あ
る
。

③

末
尾
に
「
一

九
三
五
・

―

二
」

と
あ
る
。

④

末
尾
に
「
十
一

月
一

月
八
日
」

の
日
付
あ
り 。

伺

目
次
記
載
「
中
村
て
る
」 。

⑥

目
次
記
載
「
ボ
ビ
ン
ス
カ
作」 。

⑦

次
号
（
第
三
巻
第
三
号
）

創
作
欄
掲
載
の
三
枝
正
世
作
「
紅
皿

作
）
」

の
評
も
あ
る
。

（

推

薦

164 

108 104 98 

109 I 107 106 106 I I 97

109 105 103 
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第
三
巻
第
三
号

三
月
号

一

九
三
六
（
昭
11)

年
三
月
一

日
発
行

社
会
時
評

鐘
紡
の
『
六
時
間
労
働
制』 、

断
種
法
に
つ
い
て

彩
管
徒
然
草
〈
※
随
筆〉

女
の
絵
描
き

素
描

峰
村
リ
ツ

子

46
ー

47

荒
井

彩
子

48
ー

50

心
細
い
ロ
マ
ン
テ
ィ

シ
ズ
ム

新
し
い
映
画
の
紹
介

96 93 90 
I I I 

97 94 93 

狩
野

弘
子

38
|

45

表
紙
装
禎

村
山

巻
頭
言

神
近

勤
労
婦
人
と
宗
教
〈
※
評
論〉
m

巌
木

婦
人
と
政
治
的
自
覚
〈
※
社
会
時
評〉

山
川

文
学
的
な
問
題
の
中
か
ら
〈
※
文
芸
時
評〉

神
近

日
本
婦
人
運
動
の
回
顧
〈
※
第
1
回〉

ー
明
治
初
期
の
婦
人

先
覚
者
を
語
る
—
ー

柳
田

ゲ
ー

テ
と
女
性
〈
※
評
論〉

武
田

哉泉

315 

37 

知
義

市
子勝

菊
栄

市
子

2,6 

34 

22 20 
I I 

25 21 8ー

8
ー

中
田

信
子

沢

ゆ
き

子

館

美
保

子

浅
井

花
子

木
村

好
子

平
林

英
子

87 86 83 82 
89 I I 85 I I 

88 87 85 83 

7
 

⑧

「
附
記
！
最
初
こ
れ
は
全
部
（
約
百
五
十
枚）
発
表
す
る
つ
も
り
で
ゐ

ま
し
た
が 、

少
し
長
く
な
り
ま
す
し
い
ろ
ん
な
点
で
別
々
に
発
表
し
た
方

が
い
い
と
思
ひ
ま
し
た
の
で 、

三
部
に
わ
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た 。
一
部

一
部
短
篇
と
し
て
読
ん
で
下
さ
つ
て
も 、
ま
と
め
て
中
篇
と
し
て
読
ん
で

下
さ
つ
て
も 、
ど
ち
ら
で
も
結
構
で
す 。」
と
末
尾
に
あ
り 。

⑲

目
次
記
載
「
葵
い
つ
子」 。

⑩

先
月
号
（
第
三
巻
第
一
号）
の
「
名
簿」
に
追
加 。
（
追
加
l

平
塚
ら

い
て
う 、

生
田
花
世 、

山
本
安
英 、

富
本
一
枝）

逃
げ
る
瞬
間

冬
の
あ
る
一
日

空
想
の
室
室

時
事
解
説

世
界
の
動
き
図

婦
人
の
先
覚
者
〈
※
列
伝 、

第
1

回〉

脚
本
い
と
し

〈
※
感
想〉

随
筆娘

の
結
婚

身
辺

雑記

ブ
ッ
ク
レ
ビ
ウ

「
辛
抱
づ
よ
い
者
へ
」
に
就
い
てー＊

山
本
安
英
随
筆
集
「
素
顔」
＊

寺至n.
吹
雪
の
日
に

日
だ
ま
り

春
宵

ニ
ー

ナ
の
死

冬
夜

小
坂
た
き

子
さ
ん
〈
※
印
象
記〉

文
芸
時
評

女
性
の
反
逆
ー
ー＇

丹
羽
氏
の
「
こ
の
絆」
そ
の
他
に
就
て
ー
—’
③

福
田

晴
子

石
浜

秀
子

藤
井
田
鶴

子

k
 

永
瀬

清
子子

1
i9 

80 

7
t 

79 

藤
原

あ
き

76
_

78

四
家

文
子

79
|

80

新
島

繁

井
部

愛
子

岡
田

禎
子

72 64 
I I 

75 71 3
ー

6

゜6
 

佐
川

敏
子

50
ー

54

桜
井

浜
江

54
1

55

三
岸

節
子

55
1

58
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第一
回
京
京

主
張・
感
想

「
肉
親
離
反
批
判」
の
盲
目

派
出
看
護
婦
に
呼
び
か
け
て

職
場
に
あ
る
友
へ

京
都
支
部
だ
よ
り

〈
※
支
部
通
信〉
固

特
別
募
集
の
お
知
ら
せ
＊
m

投
稿
作
品
評
⑧

投
稿
詩
⑨

投
稿
短
歌

紙
面
解
放
の
お
知
ら
せ
＊

新
劇
評

新
築
地
の
「
渡
辺
華
山」
＊

三
好
十
郎
と
「
妻
恋
行」
＊

新
築
地
劇
団
と
「
フ
ア
ウ
ス
ト」
＊

日
本
映
画
紹
介

支
部
通
信

名
古
屋
支
部
〈

※
目
次
「
名
古
屋
支
部
の
た
よ
り」〉

前
橋
市
婦
人
文
芸
講
演
会
〈
※
目
次
「
前
橋
講
演
会
の
記」〉

東
京
支
部
結
成
さ
る
ー
�

第
十
回
読
者
茶
話
会
を
機
と
し
て
ー
ー

前
橋
支
部
発
表
式

誌
友
の
た
よ
り

〈
※
目
次
「
誌
友
の
ペ
ー

ジ」〉

創
作
〈

※
小
説〉

婿
を
探
し
に
来
た
女

紅
皿
〈
渕
推
選〉 部

例
会
の
予
告
＊
141

日
下

典
子

128
ー

142

三
枝

正
世

143
ー

158
125 124 124 123 122 

村
田

石
浜

村
田

西
村

修
子

秀
子

修
子

神
代
不
二
子

綾
子

o

l

2
ー
2

l

l

ノ
幡`‘、
チ
子
固

98
ー

101

101
ー

103

103
|

104
 

4。ー4。ー5。ー
106
ー

114

115
|

116
 

7ーー
118
ー

119
97 

〈

注〉）
 

〇

末
尾
に
附
記

並
び
に
「
一
九一――
ナ
・

一
」
の
？
u

③

末
尾
に
追
記
と
し
て
前
号
の
誤
り
を
示
し
て
い
る。

⑥

末
尾
に
「
一
九
三
六
・

ニ
・

一
」
の
日
付
あ
り 。

④

「
神
近
市
子
氏、

松
田
解
子
氏、

浅
井
花
子
氏
御
出
席」
と

い
る。

⑮

目
次
記
載
「
八
幡
み
ち
子」 。

⑱

末
尾
に
（
山
口）
の
サ
イ
ン
あ
り 。

切

題
目
は
「
一

、

慟
＜
婦
人
の
生
活
記
践

二
d

想」 。

⑱

119
頁
に
も
分
載 。

⑨

113
頁
に
深
尾
須
磨
子
「
選
評
こ

代
へ
て」 、

後
に」
を
掲
載 。

第
三
巻
第
四
号

現
代
女
性
進
出
特
集
号

一
九
三
六
（
昭
11
)

年
四
月
一
日
発
行

表
紙
装
禎

村
山

巻
頭
言

神
近

農
村
婦
人
の
地
位
と
現
状
念
※
婦
人
社
会
時
評〉
lIJ

青
木

日
本
職
業
婦
人
の
進
出
•

そ
の
地
位
〈

※
婦
人
社
会
時
評〉石

原

日
本
婦
人
運
動
の
国
顧
〈

※
第
2
回〉
|
|

明
治
中
期_
|
|

告
知
板
＊

東
京
支
部
会
員

編
集
室
だ
よ
り

＊
 

ヘ

清
子

15
ー

23

知
迂

市
子

恵一

拗
<
g
人
の

114
頁
に
ょヽ

（

）
（
加
藤）

4
 
ー

8
|

 
--, 

、e、

か
．
し

て

159 
I 159 142 

, 160 

6-



深
谷

小
原

亮
栄
治

柳
田

恋
愛
と
自
由
—
ー

菊
地
寛
氏
の
「
恋
愛
と
結
婚
の
書」
を
読
む

l

命
評
論〉
ゅ

八
幡
美
知
子

紙
面
解
放
の
お
知
ら
せ
＊

婦
人
の
先
覚
者
〈
※
列
伝、

第
2
回〉

井
部

愛
子

世
界
の
動
き
〈
※
時
事
解
説〉
固

新
島

繁

詩
早
春

永
瀬

清
子

断
章
④

中
野

鈴
子

わ
が
友
ょ

竹
内
て
る
よ

社
会
時
評

狩
野

弘
子

婦
人
は
何
故
就
職
す
る
か
？、

授
産
場
の
表
彰、

無
産
党
進

出
の
意
義

ョ
コ
ち
ゃ
ん
へ
の
手
紙
〈
※
横
田
文
子
へ
の
手
紙〉

ラ
ス
キ
ン
女
性
観
の
一
部
〈
※
評
論〉

秘
密
〈
※
詩〉
＊

文
芸
時
評

社
会
的
圧
迫
感
の
有
無
固

流
れ
あ
る
文
学
園

寒
夜
〈
※
短
歌〉

戯
曲
時
評

戯
曲
は
詩
で
は
な
い

マ
ン
ガ
の
頁

農
村
女
子
青
年
団
大
会

病
的
鏡•
妻
も
淫
売
婦

74 

軍
需
品
工
場
の
日
常

斉
々
喰
爾
の
無
駄
話

円
地

文
子

1
,
0 

73 

福
田

晴
子

小
坂
た
き
子

丹
沢

豊
子

66 62 
69 I I 

68 66 

小
坂
た
ぎ
子

御
木
本
隆一――

ヽノ

ィ

ネ

ー
ー

6

6゚
 

60 
I 57 

61 

54 52 
I I 51 50

58 53 

46 38 
I I 

49 45 

32 
37 I 

37 

泉

ー
ー
3

42

某
婦
人
会
学
校
見
学

結
婚
打
算
時
代

私
の
好
き
な
女
〈
※
随
筆〉
切

職
業
第一
線
か
ら

沢
庵
の
味

映
画
宣
伝
と
い
ふ
仕
事
に
就
い
て
⑨

こ
の
頃
の
日
記
か
ら

四
十
人
の
女
世
帯

ア
マ
チ
ュ
ア
・
ラ
ヂ
オ
を
は
じ
め
る
ま
で

甦
生
の
希
望
に
燃
え
て

双
葉
を
大
樹
に

映
画
時
評

脚
光
の
か
げ
に

自
惚
れ
が
勉
強
さ
せ
る

手
紙
の
代
り
に
⑮

舞
台
人
と
し
て
の
喜
び

小
さ
い
部
屋
で

新
し
い
映
画
の
紹
介

働
く
婦
人
〈
※
生
活
記
録〉

児
童
院
栄
養
室
か
ら

木
村

恒
子

デ
パ
ー
ト

か
ら

加
藤
lJ
枝
子

紡
績
工
場
の
一
隅
に
て
〈
※
目
次
「
紡
績
工
場
の
一
隅
か
ら」〉

奥
田

貞
子

宮
本

三
枝

影
山
久
美
子

高
田
せ
い
子

原

泉
子

山
岸
し
づ
江

日
高
ゆ
り
ゑ

藤
井
田
鶴
子

4

7

 

l.

i
 

l

l

1

9

l.
i
l

 

l

l

08
1
16

 

l

l

8

l

 

0
ー

1

l

l

 

1

4

 

ー
！
ー

l

l

106 102 101 98 96 
I I I I I 

107 104 102 100 98 

武
田
麟
太
郎

井
上
ま
つ
子
⑧
78
1

80

転
部

清
子
⑩
80
|

82

川
瀬

美
子
⑪

82
ー

84

小
野

ュ
リ
四

84
|

86

杉
田
千
代
乃

87
|

88

水
町

葉
子
⑬

89
1

90

石
本

藤
子
⑭

91
ー
92

栗
原

章
子

94
ー

95

森
熊

猛

7
 

ー

7

6
 
7

 75 
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東
の
女
•

西
の
女
UQ

三
月
号
を
手
に
し
て
＊

新
剥
評

新
第
地
劇
団
『
野
鴨』

を
観
て

新
協
劇
団
「
マ
ン
ハ

イ
ム
教
授」

を
観
て

支
部
の
ペ
ー

ジ
仰

誌
友
の
た
よ
り
⑱

ノ
ク
タ
ー
ン
を
語
る
座
談
会
＊

神
近

市
子

加
藤

敏
子

佐
々
木
富
美
男
囮

創
作
〈
※
小
説
〉

子
飼
ひ
皿

藤
島

ま
き

白
日
の
書
（
二
部）

横
田

文
子

復
讐
の
倫
理

松
本
き
み
子

東
京
支
部
例
会
（
読
者
茶
話
会）

の
予
告
＊、

告
知
板
＊

編
集
室
だ
よ
り

（
神
近）
（
真
気）
（
伊
藤）

〈
注
〉

末
尾
に
「
身
辺
多
事
の
た
め
充
分
研
究
で
き
な
い
こ
と
を
読
者
に
お
わ

‘、
jー

び
す
る
」

と
あ
る
。

③

末
尾
に
「
一

九
三
六
・

ニ
・

ニ
九
」

の
日
付
あ
り
。

③

末
尾
に
「
三
月
八
日
」

の
日
付
あ
り
。

④

末
尾
に
「
一

九
三
五
•

二
月
」

と
あ
る
。

⑮

末
尾
に
「
一

九
三
六
•

三
」

と
あ
る
。

⑱

末
尾
に
「
三
•

五
」

と
記
載。

り

末
尾
に
「
三
月
五
日
」

の
日
付
あ
り
。

IJ
池
み
ど
り

村
田

修
子

山
崎

正
雄
因

新
島

栗
原

真
気

s

章
子

信
子 M 

68 53 
I 68 I 

69 67 

2
1
3 

52 2
 

2
 

1
ー

126 124 122 
I I I 121 120 

127 125 123 

山
岸
し
づ
江

116
ー

119

繁

狩
野

弘
子

119

⑱

目
次
記
載
は
「
井
上
ま
っ
」。

尚、

と
あ
る
。

⑲

末
尾
に
「
一

九―――
六
•

三
•

四
・

記
」

と
あ
る
。

⑩

本
文
署
名
上
に
「
三
映
社
宜
伝
部
長
」

と
記
載。

⑪

本
文
署
名
上
に
「
桃
谷
順
天
館
奉
仕
部
」

と
あ
る
。

⑬

本
文
置
名
上
に
「
東
京
マ
ネ
キ
ソ
ク
ラ
プ
」

と
記
載。

尚

は
「
小
野
ゆ
り

」。

⑬

署
名
上
に
「
洋
裁
帥
」

と
あ
る。

⑲

署
名
上
に
「
双
葉
速
記
会
」

と
あ
る。

⑮

末
尾
に
「
三
月
五
日
」

の
日
付
あ
り。

⑯

末
尾
に
「
京
邪
太
秦
発
声
ス
ク
ヂ
オ
に
て
」

と
記
戴。

⑰

「
本
誌
と
歩
調
を
合
せ
て
」

東
京
支
部、
「
希
望
と
批
評
を
」

名
古

支
部、
「
婦
人
の
問
題
を
も
取
り
上
げ
て
」

前
橋
支
部、
「
四
月
に
は
ピ
ク

ニ
ソ
ク
を
」

京
都
支
部

⑱

大
谷
藤
子
が
「
旅
行
先
か
ら

」、

和
泉
あ
き
が
「
兵
庫
か

ら
」

な
る

文

を
寄
せ
て
い
る
。

⑲

署
名
の
下
に
(
P
.

C
.

L
宜
伝
部
）

と
記
載。

⑳

署
名
の
下
に
（
東
宝
映
画
部
）

と
記
載。

⑳

末
尾
に
「
一

九
三
六
・

ニ
・

ニ
三
」

の
日
付
あ
り。

表
紙
装
禎

巻
頭
言

日
本
婦
人
運
動
の
回
顧
〈
※
第
3

回
〉

婦
人
と
文
化
運
動
ー
—
ー

神
田
•

Y
.

w
.
C
.

A

に
於
け
る

第
三
巻
第
五
号

一

九
三
六

五
月
号

（
昭
1)

年
五
月
一

日
発
行

村
山

神
近

上

知
義

市
子

-, 

目
i

L-

-48-



婦
人
の
先
覚
者
〈
※
列
伝、
第
3
回〉

五
月
の
思
出、
希
望
〈※
随
筆＞

印
象
記

出
来
上
っ
た
人
藤
島
ま
き
氏

土
と
人
と
の
諧
調ー—
—

九
州
旅
行ー
�

〈
※
随
筆〉

推
薦
す
る
名
著
の
一
節

ゴ
ー
リ
キ
ー

作
「
読
者」

西
鶴
文
集
「
西
鶴
置
土
産」
③

宇
野
浩
二
「
枯
木
の
あ
る
風
景」

投
稿
作
品
批
評

文
芸
時
評

ゃ
4
枠
外
的
に
い

時
代
の
悩
み
を
悩
む
激
し
い
気
塊
の
不
足

働
く
婦
人
〈
※
生
活
記
録〉

小
さ
な
勝
利

女
事
務
員
の
こ
と

吉
村

小
堀

ま
さ

79
|

80

文
子

77
ー

78

永
瀬

清
子

71
|

74

石
浜

秀
子

74
|

76

福
田

晴
子

武
田
麟
太
郎

松
田

解
子

69 67 65 64 
I I I I 

70 69 66 65 

窪
川

稲
子

63

生
田

花
世

64
|

70

講
演

Im

神
近

婦
人
問
題
講
座
〈
※
第
1
回〉
ー
�

母
権
時
代
ー
—’ゅ

玉
城

我
国
躍
進
輸
出
産
業
を
荷
負
ふ
婦
人
労
働
者
〈
※
婦
人
社
会
時

評〉

石
原

清
子

世
界
の
動
ぎ
〈
※
時
事
解
説〉

新
島

繁

社
会
時
評

狩
野

弘
子

女
学
校
の
外
国
語
教
授、
無
産
花
嫁
学
校

歌
舞
伎
劇
の
中
か
ら
|
_＇

娘
と
妻
と
ー
|'

〈
※
演
劇
評
論〉長

谷
川
時
雨

井
部

愛
子

松
田

解
子

呼
62 

52 48 
I I 

59 51 

45 40 30 
I I I 

47 44 39 

市
肇子

1
1

8 

28 7ー

8
ー

研
究
室
の
片
隅

食
堂
ス
ケ
ッ
チ

主
張・
感
想

派
出
看
護
婦
の
立
場
か
ら

妻
と
な
り
母
と
な
り
て
も

製
糸
女
工
の
便
り

新
劇
評

「
夜
明
け
前」
を
観
て
ー
ー

主
と
し
て
合
評
会
で
問
題
に
な

っ
た
こ
と
|
|

「
春
愁
記」
の
感
想

支
部
の
ペ
ー
ジ
⑥

告
知
板＊

投
稿
作
品
批
評

平
林
た
い
子

松
田

解
子

誌
友
の
た
よ
り
⑦

東
京
支
部
読
者
茶
話
会
の
予
告＊

投
稿
短
歌

投
稿
詩
⑧

創
作
〈
※
小
説〉

白
日
の
書
（
三
部）
の
一

横
田

文
子

歩
み
⑨

利
根
川
ユ
リ

編
集
後
記
〈
※
目
次
「
編
集
室
だ
よ
り」〉（

神
近）
（
真
気）
（
伊
藤）

〈
注〉①

「
こ
の
草
稿
は、
大
変
勿
忙
の
間
に
座
談
会
に
お
話
し
た
も
の
を
連
記

に
と
つ
て
下
す
っ
た
方
が
あ
っ
た
の
で、
編
集
部
の
勧
め
で
こ
4
に

せ
152 

6

4

0
ー

2

l

l

5

1

 

2
|
5

 

l

l

 

98 96 94 90 
I I 95 I 93 92 I 89 88 

104 97 95 92 
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神
代
不
二
子

82
|

84

池
上

ゆ
き
固
84
ー

86

山
田

86
ー

87

ア

イ

酒
井

藤
井

弘
子

和
子

81 80 
I I 

82 81 



第
三
巻
第
六
号

六
月
号

一

九
三
六
（
昭
11)

年
六
月
一

日
発
行

生
田

花
世

表
紙
装
禎

巻
頭
言

グ
ラ
フ
の
頁
〈
※
写
真
と
短
文〉

佐
藤
俊
子
氏
を
囲
ん
で
田、

宇
野
千
代
さ
ん
•

銀
座
を
行
く

二
人、

婦
人
運
動
ニ
ュ
ー

ス、

編
集
室
の
或
る
一
日
・

武
蔵
野
ヘ
ハ
イ
キ

ン
グ、

新
劇
と
舞
踊

ロ
ッ
ク
・
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
女
ー
ーー

日
下
典
子
氏
の
こ
と
|
|_

印
象
記

村
山

神
近

知
義

市
子

14 7
 

て
見
た
も
の
で
す。」
の
一
文
を
含
む
付
記
が
末
尾
に
あ
る。

③

末
尾
に
「
執
筆
者
附
記」
が
あ
る。

①

66
頁
に
武
田
に
よ
る
作
品
の
解
説
が
あ
る。

い

末
尾
に
「
三
月
三
十
一
日」
の
日
付
あ
り。

印

目
次
記
載
「
池
上
ユ
キ」。

囮

「
松
田
解
子
氏
を
囲
ん
で
」
東
京
支
部、
「
批
判
と
希
望」
京
都
支
部、

「
上
毛
文
学
社
誌
友
も
混
へ
て」
前
橋
支
部、
「
誕
生
第
一
信」

門
司
支

部、
「
三
月
号
の
批
判」
名
古
屋
支
部

「
プ
ラ
ジ
ル
か
ら
の
便
り」
な
る
大
石
千
代
子
の
文
も
み
え
る。‘

\

 

••

 I

 

7
 

⑧

103
頁
に
「
九
篇
の
詩
に
就
い
て」
松
田
解
子、

104
頁
に
は
後
藤
郁
子
の

「
選
評」
が
あ
る。

①

末
尾
に
「
一
九
三
六
・

ニ」
と
あ
る。

光
成

秀
子

ド
イ
ツ

世
界
の
婦
人
を
訊
<=

[
り
y
カ

ド
イ
ツ
の
職
業
婦
人

革
命
前
後
の
ロ
シ
ア
婦
人

ア
メ
リ
カ
の
職
業
婦
人

ソ
ヴ
ェ
ー
ト

の
婦
人

日
本
婦
人
運
動
回
顧
〈
※
第
4

回〉

婦
人
と
文
化
運
動
（
承
前）
ー
|'

神
田
•
Y
.

w
.
C
.
A

に
於
け
る
講
演

1

神
近

市
子

婦
人
問
題
講
座
〈
※
第
2
回〉

恋
愛
と
嫉
妬
の
歴
史
ゅ

王
城

肇

時
事
解
説

世
界
の
動
き

新
島

繁

社
会
時
評

神
近

市
子

教
員
の
道
徳
問
題、

道
連
心
中
に
つ
い
て、

有
閑
令
嬢
の
就

職
問
題、

婦
人
運
動
の
新
傾
向
は
何
か

婦
人
作
家
共
通
の
問
題
〈
※
目
次
「
女
流
作
家
共
通
の
問
題」〉

|
「
婦
人
文
芸」
最
近
の
作
品
評

I

窪
川

日
常
経
済
の
話

詩
は
復
興
し
て
ゐ
る
か
〈
※
評
論〉

一
新
劇
人
へ
の
手
紙
③

歌
舞
伎
劇
の
中
か
ら
（
前
承）
ー
|'

娘
と
妻
と

1

〈
※
演
劇
評
論、

続
篇〉

文
芸
時
評

読
者
の
立
場
と
批
評
に
耐
え
る
作
品
に
つ
い
て

長
谷
川
時
雨

遠
地

三
好

輝
武

十
郎

83 ー
ー

8

4
 
7 1,0 

73 

6
1

4 

67 

K
.
I
•
K

鈴
木

黒
田

石
本

馬
場

稲
子

61 56 

I I 
63 60 

52 49 
I I 

55 51 
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東
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枝
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文
芸
時
評
嫌
厭
の
弁

『
仕
事
と
詩
と
友
情』

『
聖
哲
の
言
葉
い
ろ
い
ろ』

い
ち
け
つ
と

今
夏
の
婦
人
服

季
節
向
自
慢
料
理
〈
※
目
次
「
初
夏
の
自
慢
料
理」
〉

大
村
寿
司

う
ど
の
酢
味
噌

筍
と
コ
ン
ニ
ヤ
ク
の
白
和
へ

自
慢
料
理一―一
種

演
劇
時
評
〈
※
目
次
「
新
劇
時
評」
〉

創
作
座
と
テ
ア
ト

ル
コ
メ
デ
ー

岡
田
八
千
代

新
築
地
劇
団
④

加
藤

敏
子

知
識
階
級
職
業
紹
介
所
訪
問
記
〈
※
目
次
「
職
業
紹
介
所
訪
問

記」

の
み
〉

河
原
よ
し
子

新
し
い
映
画
の
紹
介

藤
井
田
鶴
子

告
知
板
〈
※
女
流
名
家
の
近
況
〉
＊

結
婚
相
談
部
訪
問
の
記

誌
友
の
た
よ
り
固

京
都
読
者
会
予
告
＊

随
筆幼

さ
な
兄
弟
〈
※
目
次
「
幼
さ
な
兄
妹」
〉

紙
面
解
放
の
お
知
ら
せ
＊

投
稿
短
歌

投
稿
詩
m

北
原

南

操
固

106
ー

108
109
 

llO
ー

112

113
ー

115

き
た
子

102 100 98 

105 105 I 101 I I 
103 101 99 

95 94 

I I 
96 95 

神
近

市
子

深
尾
須
磨
子

丸
岡

秀
子

加
藤

敏
子

91 
93 92 I 

92 91 

s
i5 

90 

日
下

須
賀

泉
田

典
子

瑞
枝

律
子

91 89 84 

I I I 
93 91 85 

工

ヂ

夏
川

八
郎

読
者
茶
話
会
予
告
＊

新
ら
し
い
女
性
の
友
情
〈
※
随
筆、

目
次
「
女
性
の
友
情」
〉

女
性
の
友
情
に
つ
い
て

横
山
美
押
f

創
作
〈
※
小
説
〉

白
日
の
書
(-―一
部）

の
二

限
り
な
ぎ
道

編
集
後
記
へ
※
目
次
「
編
集
室
だ
よ
り
」
〉

（
神
近）
（
真
気）
（
伊
藤）
（
徳
田
）

横
田

浅
井

第
三
巻
第
七
号

三
週
年
記
念
特
集
号

一

九
三
六
（
昭
1
)

年
七
月
一

日
発
行

表
紙
装
禎

グ
ラ
フ
の
頁
〈
※
写
真
と
短
文
〉

林
芙
美
子
氏
・

深
尾
須
磨
子
氏
田、

松
田
解
子
氏
ゅ、

文
子

花
子

〈
注
〉り

写
真
に
は
長
谷
川
時
雨、

富
本
一

枝、

岡
田
八
千
代、

吉
屋
侶
子
の
ほ

（
 か、

宇
野
千
代、

美
川
き
よ、

森
田
た
ま
ら
の
姿
も
み
え
る。

③

48
頁
に
は
「
前
号
第
一

回
講
座
中
の
誤
植
を
訂
正
い
た
し
ま
す
」

と
あ

り、

訂
正
が
記
載。

③

末
尾
に
「
一

九
三
六
年
三
月
」

と
あ
る。

④

末
尾
に
「
一

九
三
六
•

五
六
」

の
日
付
あ
り。

⑮

横
田
文
子、

浅
井
花
子、

山
本
安
英
ら
の
文
あ
り。

⑱

目
次
記
載
「
北
原
操
子
」。

り

114
頁
に
後
藤
郁
子
の
選
評
あ
り。

2

3

5
|
5

 

1
・l

l

133 116 

I I 
151 132 

8
1
6 

89 
115 
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モ
ス
ク
ワ
に
於
け
る
婦
人
の
社
会
生
活
〈
※
紹
介〉

三
週
年
記
念
に
際
し
て

婦
人
文
芸
三
週
年
に
寄
す
〈
※
目
次
「
婦
人
文
芸一―一
週
年
を

迎
へ
て」〉

生
田

花
世

希
望

松
田

解
子

活
発
な
論
争
が
欲
し
い

•

福
田

晴
子

怠
け
者
の
言
葉

辻
村
も
と
子

緑
の
枝
―

青
葉
の
う
た

赤
外
線
写
真

樹雨
の
降
る
北
海
へ
|
|＇
光
郎
に

社
会
時
評

議
会
と
増
税
に
つ
い
て 、
フ
ラ
ン
ス
婦
人
の
入
閣

世
界
の
動
き
〈
※
社
会
時
評〉

短
歌

神
近

新
島

市
子繁

1
,
0 

72 

平
林
た
い
子

村
田

修
子

66
ー

69

後
藤

郁
子

竹
内
て
る
よ

永
瀬

清
子

露
木

陽
子

高
橋
た
か
子

64 63 62 60 58 
I I I I I 

65 64 63 61 60 

100 92 
102 I 99 99 I

101 89 

56 55 54 52 
I I I I 

57 56 55 54 

88 82 
90 89 I I

89 87 
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ス
・
ハ
ウ
マ
ル
チ
ン
女
史
を
囲
ん
で
児

生
活
の
詩
（
楽
譜）
④ ‘

働
く
婦
人
の
ス
ナ
ッ
プ

巻
頭
言

神
近

中
世
武
士
社
会
に
於
け
る
女
性
の
土
地
所
有
の
一
考
察
ー
ー
白
I

本
女
性
史
ェ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
デ
イ
ア
編
纂
会
内
研
究
会
発
表

|
〈
※
研
究
論
文〉

石
本

静
枝

婦
人
問
題
講
座
〈
※
第
3

回〉
ー
—
離
婚
と
姦
通
の
歴
史
ー
|'

玉
城

除
村

肇
ヤ
ェ
⑤
42
ー
51

市
子

モ
ス
コ
ー
だ
よ
り 、

81 

ー
ー

4

23

壁
評
論

一
少
女
の
見
識

新
居

新
人
歌
集
初
夏
に
う
た
ふ
〈
※
目
次
「
初
夏
を
う
た
ふ
新
人
十

九
人
集」〉
⑥

新
協
劇
団
「
天
佑
丸
を
見
て」
〈
※
感
想〉

高
浜

秀
子

毎
週
土
曜
日
お
出
か
け
下
さ
い
〈
※
編
集
部
解
放
の
お
知
ら
せ〉
＊

読
ん
だ
も
の
か
ら
〈
※
感
想〉

『
誘
ひ
の
日』
に
つ
い
て

平
林

英
子

武
田
麟
太
郎
氏
の
「
井
原
西
鶴」

小
坂
た
き
子

最
近
印
象
に
残
っ
た
作
品

永
瀬

清
子

二
つ
の
作
品

光
成

秀
子

島
木
健
作
「
第一
義
の
道」

石
浜

秀
子

童
話樺

太
も
の
が
た
り
|
|
孔
5

な
き
ひ
と
ヘ
ー
ー

松
本
か
づ
子

支
部
通
信
〈
※
目
次
「
支
部
だ
よ
り」〉
切

京
都
支
部
読
者
茶
話
会 、

東
京
読
者
茶
話
会
の
お
知
ら
せ
＊

誌
友
の
た
よ
り

投
稿
作
品
評
＊

格

世
相
・
農
村

杉
浦

翠
子

梅
雨

尾
崎

孝
子

雑
詠

北
原

操

夏
の
映
画一――
ツ
ー
�
映
画
通
信
|
|_

藤
井
田
鶴
子

職
業
婦
人
は
何
故
病
気
を
す
る
か
？

太
田

武
夫

職
業
婦
人
向
夏
の
ツ
ー 。ヒ
ー
ス
〈
※
目
次
「
職
業
婦
人
向
夏
の

ツ
ー
ビ
ー
ス
の
作
り
方」〉

佐
川

き
ん

ー
ー

8

87

 

ー
ー

3

6
15 

75 
77 I 74 74 73 

76 



投
稿
短
歌

投
稿
詩
（
後
藤
郁
子
・

深
尾
須
磨
子
選）
⑧

紙
面
解
放
の
お
知
ら
せ
＊

ロ
マ
ン
主
義
の
先
駆
者
ス
タ
ア
ル
夫
人
〈
※
紹
介〉
⑨

職
業
婦
人
は
サ
ラ
リ
ー

を
ど
う

使
ふ
か
？

〈
※
調
査
報
告〉

創
作
〈
※
小
説〉

私
有
財
産
制
度

葵

イ
ツ
子

蝸
牛

大
石
千
代
子

切
花

日
下

典
子

春

富
永

郁
子

新
装
ー
—

こ
れ
は
別
離
の
た
め
の
装
ひ
で
あ
る
ー
ー
⑪

ブ
ッ
ク
レ
ビ
ュ
ー

（
神
近）
（
真
気）

（
伊
藤）
（
徳
田）
（
杉）

若
林

新
島

繁

神
近

神

近

告
知
板

編
集
後
記

〈
注〉い

傍
に
「
動
中
の
静」

と
題
し
た
深
尾
須
磨
子
の
短
文
あ
り。

③

傍
に
松
田
解
子
の
「
猫」

な
る
短
文
あ
り。

③

写
真
に
は
ハ
ウ
マ
ル
チ

ン
を
囲
ん
で、

生
田
花
世、

石
本
静
枝、

市
子、

窪
川
稲
子
ら
と
と
も
に
渡
辺
と
め
子
の
姿
も
み
え
る。

④

「
小
倉
雪
江
氏
作
「
生
活」
は
本
誌
一
月
号
投
稿
詩
欄
に
掲
載
さ
れ
た

も
の
で、
「
楽
団
創
生」

の
吉
田
た
か
子
氏
が
作
品
さ
れ
：．」

の
文
が
あ

る。
③

本
文
署
名
上
に
「
一
九
三
六
年
四
月
モ
ス
ク
ワ
に
て」

と
あ
る。

⑱

石
橋
し
づ
子、

安
藤
佐
貴
子、

山
英
子、

大
野
み
ど
り、

初
井
し
づ

枝、

下
長
根
待
子、

西
村
愛
子、

石
田
美
枝、

小
野
克
子、
一
ッ
橋
美

江、

鴨
下
荻
江、
牧
野
芳
子、
板
垣
喜
久
子、
田
所
す
が、

寺
田
不
二
子、

つ
や
⑫

180
1

195
6，

 

ー79ー
197
|

198
 

市
子

172 162 139 124 

I I I I 
179 170 161 137 

6

3

l
|
2

l

l

103
ー

104

105
|

109
 

，

 

。ー

高
沖

陽
造
皿
llO
|

114

社
会
時
評

壮
丁
の
体
格
の
低
下、

西
方
は
く
み、

山
内
静
子、

第
三
巻
第
八
号

八
月
号

一

九
三
六
（
昭
1)

年
八
月
＿

日
発
行

表
紙
装
頼

巻
頭
言

グ
ラ
フ
の
頁
〈
※
写
真
と
短
文〉

加
風
を
追
ふ、

さ
が
み
川
に
て
（
市
子）、

焦
田
米
子
さ
ん

と
山
の
キ
ャ
ム
プ
（
沢
智
子
氏
提
供）、

小
寺
菊
子
氏
著
「
探

夜
の
歌」

出
版
記
念
会
m

婦
人
問
題
講
座
念
※
第
4
回
〉

ー
売
娼
の
歴
史
ー
ー
②主

城

文
学
に
現
れ
た
性
道
徳
の
新
し
ぎ
指
標
〈
※
文
芸
時
評〉
B池

田

寿
夫

神
近

市
子

エ
チ
オ。ヒ
ア
の
滅
亡、

東
洋
の
情
勢、

夏
川

神
近

肇
市
子

八
郎

37 26 

I I 
41 36 42

5
ー
ー

舟
崎
静
枝、

掲
載。

切

東
京
あ
ざ
み
会
だ
よ
り、

京
都
愛
読
者
茶
話
会
だ
よ
り

⑱

108
.

109
頁
に
深
尾
と
後
藤
の
選
評
あ
り。

尚、

後
藤
の
選
評
の
末
尾
こ

は
「
五
月
廿
四
日
記」

と
あ
る。

⑲

末
尾
に
筆
者
の
断
り
書
き
あ
り。

⑩

目
次
記
載
「
高
沖
陽
三」。

仰

末
尾
に
「
一
九――一
六
•

四
•

三
0」
の
日
付
あ
り。

⑫

目
次
記
載
「
若
林
つ
や
子」。

斉
藤
圭
子
の
十
九
名
の
短
歌
を

-53-



粉
を
挽
く
者
の
要
求、
義
務
教
育
延
長
案
に
つ
い
て、
高
群

女
史
の
事
業

婦
人
の
先
覚
者
〈
※
列
伝、
第
4
回〉
ー
ー＇

文
芸
復
輿
時
代
ー
ー
l

井
部

世
田

世
界
の
動
き
〈
※
社
会
時
評〉

涼
風
を
求
め
て
〈
※
随
筆〉

ア
イ
ル
ラ
ン
ド

の
一
日
固

牛
の
鈴
を
嗚
ら
し
て

フ
ラ
ン
ス
の
夏

岡
本
か
の
子

52
1

54

藤
原

あ
き
固

54
1

56

能
代

と
よ

56
|

58

夏
山

中
村

テ
ル

58
ー

60

初
夏
の
高
原
の
ひ
と
4
き

黒
田

米
子

60
|

62

山
で
熊
を
み
た
話

沢

智
子

63
|

65

職
業
婦
人
の
悩
み
に
答
へ
る

窪
川

稲
子

66
|

74

女
の
労
働
の
唄
〈
※
随
筆〉

生
田

花
世

76
1

81

現
代
の
若
き
女
性
は
結
婚
を
ど
う
見
る
か
〈
※
目
次
「
結
婚
の

理
想
現
実」〉

結
婚
の
現
実
と
理
想

八
幡
美
智
子

ホ
ー
ム
な
ぎ
結
婚

及
川

圭
子

結
婚
理
想
図

日
下

典
子

理
想
の
再
検
討

加
藤

敏
子

理
想
は
あ
く
ま
で
高
く

石
浜

秀
子

新
劇
評•
新
築
地
「
守
銭
奴」
〈
※
目
次
「
六
月
の
新
築
地

「
守
銭
奴」〉

石
浜

秀
子

文
芸
時
評
「
や
ど
か
り」
其
他
〈
※
目
次
「
文
芸
時
評」
の
み〉

福
田

晴
子

愛
子

三
郎

9
1
4 

95 
93 

90 89 87 85 82 
I I I I I 

92 90 89 87 85 

49 42 
I I 

51 48 

毎
週
土
曜
日
お
出
か
け
下
さ
い
〈
※
編
集
部
解
放
の
お
知
ら

せ〉
＊

日
常
経
済
の
話
〈
※
第
2
回〉
ー
—
日
本
で
言
ふ
統
制
経
済
—
ー

K
.

I
•

K

 

夏
の
職
場

夏
の
職
場
か
ら

小
堀

病
院
の
配
膳
室
に
お
ち
て
居
た
話
〈
※
目
次
「
病
院
の
配
膳
室

で
の
話」〉

神
代

翰
子

工
場
事
拐
所
で
の
話

日
高

栄
子

特
売
場
か
ら

杉

と
し
江

告
知
板
＊

「
働
く
婦
人
の
生
活
記
録

ー
職
場
を
中
心
に
し
た
も
の
|
ー＇」

募
集
の
お
知
ら
せ
＊

誌
友
の
た
よ
り

〈
※
目
次
「
誌
友
の
ペ
ー

ジ」〉

支
部
の
ペ
ー
ジ
m

投
稿
短
歌

投
稿
詩
⑧

創
作
〈
※
小
説〉

市
助
と
ア
ン
ゴ
ラ
兎

三
井

広
子

南
海
の
記
憶

真
杉

静
枝

紙
面
解
放
の
お
知
ら
せ
＊

編
集
後
記
〈
※
目
次
「
編
集
室
だ
よ
り」〉

（
神
近）
（
真
気）
（
徳
田）

〈
注〉

写
真
の
下
に
は
「
記
念
会
の
夜」
と
題
し
た
小
寺
菊
子
の
文
あ
り。

)I
 
ー（

 

ま
き

166 
156 119 

165 I I 
165 155 

115 113 110 108 
I I I I 106 

118 114 112 109 
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生
田

花
世 あ

り 。

婦
人
問
題
講
座
〈
※
第
5

回〉
—
|

妾
の
歴
史
ー
—’

読
者
及
誌
友
に
告
ぐ
日
〈
※
読
者
拡
張
の
お
願
い
〉
＊

社
会
時
評

第
三
巻
第
九
号

九
月
号

一
九
三
六
（
昭
11)

年
九
月
一
日
発
行

林

芙
美
子

昭

51
)

表
紙
装
禎

夏
川

巻
頭
言

神
近

ソ
聯
邦
の
堕
胎
禁
止
法
案
〈
※
社
会
時
評〉

河
田

ソ
ヴ
ニ
ー
ト

の
新
決
定
国
民
保
健
衛
生
政
策
〈
※
社
会
時
評〉

石
井

王
城

神
近

市
子

ス
ペ
イ
ン
の
動
乱 、
オ
リ
ム 。ヒ
ッ
ク
招
致 、

記
事
漏
洩
問
題 、

名
門
に
欺
か
れ
る

男
性
を
語
る
座
談
会深

尾
須
磨

子

肇四

3

1

4 

43 

30 20 12 

I 29 I I 
33 28 19 

市八
潔子郎

ー
＇

ー―

ー

8
 

に
所
収。

7
 

竹
内
て
る
よ
ら
の
選
評
あ
り 。

③

24
頁
に
「
七
月
号
の
主
な
る
正
誤
表」

③

末
尾
に
筆
者
の
「
附
記」
あ
り 。

④

末
尾
に
筆
者
の
「
追
記」
あ
り 。

⑮

『
岡
本
か
の
子
全
集』
第
十
一
巻
（
冬
樹
社 、

⑱

目
次
記
載
「
藤
原
あ
き
子」 。

り

「
春
以
来
の
盛
会
ニ
ュ
ー

ス
」
大
阪
支
部 、
「
毎
回
参
加
者
が
殖
え
る」

東
京
あ
ざ
み
会 、
「
本
誌
を
中
心
に」
名
古
屋
支
部 、
「
ジ
イ
ド

を
き
く
会

を
催
す」
京
都
あ
け
ぼ
の
会 。

⑧

118
頁
に
は
深
尾
須
磨
子 、

後
藤
郁
子 、

『
南
海
の
記
憶』
を
読
ん
で

職
場
か
ら

三
等
郵
便
局
か
ら

上
野

T

印
刷
所
物
語
り

森
沢

日
常
経
済
の
話
〈
※
第
3

回〉
—
|＇

私
達
は
ど
ん
な
税
金
を
払

つ
て
ゐ
る
か
ー
|_

K
.
I
•
K

東
京
読
者
茶
話
会 、

京
都
読
者
茶
話
会
の
お
知
ら
せ 、
「
佛
く

人
の
生
活
婦
記
録
|
|

職
場
を
中
心
に
し
た
も
の
ー
ー」
¥

集
の
お
知
ら
せ
＊

井
上
ま
つ

子
＊

八
幡
美
智

子
（

石
浜

神
近

n]4
 
9A

 

ふ

80 

8

0

 

8
 

—
 

r
l

 

74 
76 I 

75 

稲ll、
子

リ

73 72 

窪
川

稲
子

加
藤

敏
子

真
気

信
子

婦
人
の
先
覚
者
〈
※
列
伝 、

第
5

同〉

ー
フ
ラ
ソ
ス
革
命
時

代
ー
ー

井
部

愛
f

微
笑
—
ー

あ
る
友
に

ー
〈
※
詩〉

深
尾
須
肝
チ

恋
愛
の
貧
困
〈
※
随
筆〉
ゅ

福
田

睛
子

動
乱
前
夜
の
ス
ペ
イ
ン
〈
※
時
事
解
説〉
③

ル
イ
ズ・
フ
ィ
ッ
シ
ャ
切

秋・
詩
と
随
筆
集

重
い
靴
そ
の
他
〈
※
詩〉
ぶ

英

美
子

60
ー

61

写
実
的
な
夢
〈
※
随
筆〉

i―
百�

節
子

62
|

67

絵
と

子
供
〈
※
随
筆〉

峰
村
リ
ツ
子

67
ー

69

横
浜
〈
※
随
筆〉

日
高
ゆ
り
え
Gl

69
|

71

読
ん
だ
も
の
か
ら
＊

愛
情
と
真
実
さ
と
|
|＇

「
市
助
と
ア
どコ
ラ
兎」
を
読
む
ー'
|

窪
川

H
下

s
i

7 

59 

市 3
r

 

.-

54 52 44 

I I I 
56 53 51 
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新
劇
評

新
協
劇
団
「
流
れ」

を
観
て、

新
築
地
劇
団
の
喜
劇
週
間
m

映
画
と
私
の
写
真
術

佐
々
木
富
美
男

感
想学

問
に
つ
い
て
の
考
へ

中
野

鈴
子

女
学
校
教
育
一
の
歳
言
〈
※
目
次
「
女
学
校
教
育
へ
の
一

放

言」
〉

橋
本

公
子

投
稿
作
品
評

窪
川

稲
子

大
谷

藤
子

誌
友
の
た
よ
り

〈
※
目
次
「
誌
友
の
ペ
ー

ジ」
〉
⑧

支
部
の
ペ
ー
ジ
⑨

投
稿
短
歌

創
作子

貰
ひ
〈
※
小
説〉

樺
山

千
代

女
〈
※
小
説〉

松
本
き
み
子

告
知
板
＊

編
集
後
記
〈
※
目
次
「
編
集
室
だ
よ
り」

〉

（
神
近）
（
真
気）
（
森
井）
（
杉）
（
徳
田
）

〈
注〉〇

目
次
記
載
「
八
幡
美
知
子」。

‘‘,‘,
 

③

末
尾
に
「
八
•

一
」

の
記
載
あ
り。

⑱

「
一

人
の
イ
ギ
リ
ス
の
レ
ポ
ー
タ
ー

」

が
ス
ペ
イ
ン
に
出
か
け、

農
村

を
視
察
し
た
際
の
記
事
で
あ
る、

と
い
う
こ
と
が
前
書
ぎ
に
記
さ
れ
て
い

る。

④

目
次
記
載
「
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー

」。

③

「
重
い
靴
（
貧
し
く
不
幸
な
母
た
ち
へ
）」
「
花
作
る
も
の
」

s

M 

の
二
篇。

3

4

 

5

ー

5

l

l

 

140 100 

153 I I 
152 139 

98 91 

I 97 96 94 I 
99 93 

8

1

8 

91 

8

1

6 

87 
呼
83 

新
島
繁、

「
病
床
よ
り

」

永
井

⑱

目
次
記
載
「
日
高
ゆ
り
ゑ」。

り

末
部
は
80
頁
に
分
載。

⑱

「「
市
助
と

アシ
ゴ
ラ
兎」

を
読
ん
で
」

街
子
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
る。

⑲

「
酷
暑
の
最
中
八
月
例
会
開
か
る
」
東
京
あ
さ
み
会、
「「
限
り
な
き
道」

の
批
初」

名
古
屋
支
部、
「
講
演
会
の
記」

京
都
あ
け
ぼ
の
会。

表
紙
装
禎

グ
ラ
フ
の
頁
〈
※
写
真
と
短
文〉

雲
仙
の
秋
色（
三
浦
寅
吉
氏
撮
影）、

季
節
の
触
感、

動
乱
の

ス
ペ
イ
ン
と
婦
人
た
ち
ー
�

彼
女
等
は
武
器
を
持
つ
て
起
つ

た
…
ー
|_、

婦
人
界
ニ
ュ
ー

ス
m

扉
絵

月
〈
※
随
筆〉

新
秋
〈
※
短
歌〉

髪
を
編
む
〈
※
詩〉

っ

ぷ

て

飛
礫
念
※
詩〉

明
治
の
女
性
を
語
る

『
小
公
子』

の
若
松
賤
子
女
史
〈
※
目
次
「
若
松
賤
子
女
史

の
思
出」
〉
図

相
馬

黒
光

24
_

29

人
種
的
偏
見
の
消
失
（
ソ
ヴ
ェ
ー
ト

だ
よ
り
）

除
村

ャ
ェ
③

30
|

36

時
事
批
判
座
談
会

37
ー

47

第
三
巻
第
十
号

一

九
三
六

米
倉

十
一

月
号

（
昭
11)

年
十
一

月
一

日
発
行

三
岸

森
田

尾
崎

竹
内
て
る
よ

方
等
み
ゆ
き

節
子

た
ま

孝
子

寿
仁

竺
23 

20 16 

I 19 I 
21 18 2
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袋宮
沢
ひ
さ
の

日
常
経
済
の
話

フ
ラ
ン
の
平
価
切
下
と
世
界
の
関
係
〈
※
目
次
「
フ
ラ
ソ
の

平
価
切
下
に
つ
い
て
」
〉

K
.

I
•

K

毎
週
土
曜
日
お
出
か
け
下
さ
い
〈
※
編
集
部
解
放
の
お
知
ら
せ
〉

洋
装
お
ぽ
え
帖
〈
※
随
筆
〉

藤
原

あ
き

秋
よ
り
冬
へ
の
婦
人
服
の
流
行
④

婦
人
問
題
講
座
〈
※
第
6
回
〉
|
—
ー

人
口
制
限
の
歴
史
|_
|

王
城

肇

奈
良
朝
時
代
の
家
族
制
度
〈
※
研
究
論
文
〉

固

岡
本

賢
次

一

問
一

答
ー
ー
ー

諸
家
に
こ
ん
な
こ
と
を
尋
ね
て
み
ま
し
た
ー
ー'
*
⑥

働
く
婦
人
の
手
帖
〈
※
生
活
記
録〉

失
は
れ
た
日
曜

小
村
千
代
子

働
く
日
の
喜
び
m

保
科
ま
さ
み

世
界
の
動
き
〈
※
社
会
時
評〉

新
島

繁

千
円
の
低
利
資
金
で
理
想
的
小
住
宅
を
〈
※
目
次
「
千
円
で
理

想
的
小
住
宅
を
」
〉

帆
足

信
枝

住
宅
と
し
て
の
ア
バ
ー
ト

の
長
所
と
短
所
〈
※
目
次
「
住
宅
と

し
て
の
ア

。ハ
ー
ト

」
〉

山
内
み
ど
り

一

問
一

答
〈
※
74
頁
の
つ
づ
き
〉
⑧

味
覚
の
秋

珂
琲
の
い
れ
方一―一
種

簡
単
で
風
変
り
な
白
菜
料
理

葉
那
子
⑨

富
本

一

枝

深
尾
須
磨
子

村
岡

花
子

丸
岡

秀
子

平
林
た
い
子

石
本

静
枝

神
近

市
子

86 

I 86

87 

83 
ss I 

85 

紅
茶
11
セ
イ
ロ

ン
・
ス
ク
イ
ル
〈
※
目
次
「
七
イ
ロ
ン
・

ス

タ
イ
ル
の
紅
茶」
〉

河
瀬
秀
太
郎
ooI

87

眼
を
美
し
く
保
つ
法

柳
沢
み
つ
え
闘

88
ー

89

冷
え
だ
け
で
婦
人
病
が
起
る
か

太
田

武
夫
四

89

秋
の
映
画
紹
介
〈
※
目
次
「
秋
の
封
切
映
画」
〉

90
ー

92

新
劇
評

ゴ
ー
リ
キ
イ
に
捧
げ
た
二
つ
の
公
演
の
感
激
〈
※
目
次
「一
―

つ
の
公
演
の
感
激」

の
み
〉

石
浜

秀
子

丘
の
上
（
少
年
少
女
の
た
め
に
）
〈
※
竜
話
〉

ビ
ョ
ル
ン
ソ
ソ

投
稿
詩
（
編
集
部
選）

投
稿
短
歌
（
深
尾
須
磨
子
選）
⑬

東
京
読
者
茶
話
会
の
お
知
ら
せ
＊

談
話
室

小
説嫁紅

塵
女
の
心

紙
面
解
放
の
お
知
ら
せ

特
別
原
稿
募
集
の
お
知
ら
せ
⑭

婦
人
文
芸
三
週
年
記
念
婦
人
の
文
芸
講
演
会
の
お
知
ら
せ
＊
⑮

編
集
後
記
閥

〈
注
〉

り

写
真
の
下
に
「
土
突
ぎ
に
参
加
し
て
」

と
題
し
た
「
落
合
子
」

の
短
歌

‘、
\

五
首
あ
り。

③

筆
者
に
よ
る
前
書
き
あ
り。

（
神
近）

s
,
o 

83 
祖
79 

辻
村
も
と
f

7
1

6 

77 

1
i

5 

76 

65 
74 I 

74 

54
|

64
 

51 51 48 
I I 49 I

53 53 50 

日
下

典
子

井

広
子

147 130 110 
162 161 159 159 I I I 

159 146 129 

2

3

o
|
0

 

l

l

04
|
06

 

l

l
106
 

7

8

0
ー

0

l

l

96 94 
I I 

100 95 
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⑱

本
文
署
名
上
に
「
在
モ
ス
ク
ワ
」

と
あ
る。

④

末
尾
に
（
白
木
屋
調
べ
）

と
記
載。

⑮

末
尾
に
「
日
本
女
性
史
ニ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
デ
イ
ア
編
纂
会
研
究
会
発

表」

と
あ
る。

⑥

問
と
回
答
者
は
以
下
の
と
お
り。

新
聞
小
説
を
書
く
態
度
l

細
田
民
樹、

象
徴
主
義
の
復
活
に
つ
い
て

）

(
l
矢
崎
弾、

作
曲
家
と
し
て
の
覚
悟
ー
吉
田
た
か
子

り

末
尾
に
「
一

九
三
九、

二
四
」

の
日
付
あ
り。

⑧

以
下
⑱
と
同
様。

（
職
業
と
し
て
の
文
学
l

新
居
格、

銀
座
女
の
服
装
ー
小
林
秀
恒、

長）

篇
か
短
篇
か
l

青
野
季
吉、

レ
ビ
ュ
ウ
の
将
来
l
伊
馬
鵜
乎

⑲

本
文
署
名
上
に
「
胡
桃
珈
琲
店
主」

と
記
載。

⑩

本
文
署
名
上
に
「
ト
リ
コ
ロ
ー

ル
本
店
主」

と
記
載。

⑪

本
文
署
名
上
に
「
女
医
」

と
記
載。

⑫

本
文
署
名
上
に
「
医
学
士
」

と
あ
る。

⑬

106
頁
に
深
尾
の
選
評
あ
り。

⑭

題
は
「
一

、

隠
れ
た
女
性
の
偉
人
を
語
る
（
ど
ん
な
意
味
で
4
も
偉
い

と
思
は
れ
る
女
性
の
閲
歴
伝
記
逸
話
等）

二、

女
学
生
通
信
（
わ
が
校

の
誇
り、

女
学
生
生
活
の
二

。ヒ
ソ
ー
ド

そ
の
他）」。

⑮

講
演
者
と
し
て
以
下
の
九
名
が
記
さ
れ
て
い
る。

宇
野
千
代、

乎
林
た
い
子、

窪
川
稲
子、

長
谷
川
時
雨、

佐
藤
俊）

一
子、

森
三
千
代、

英
美
子、

深
尾
須
磨
子、

神
近
市
子

⑯

「
十
月
号
を
休
ん
だ
の
で、

御
心
配
を
か
け
た
と
思
ひ
ま
す。

久
し
く

発
行
日
の
繰
上
げ、

編
集
方
針
の
立
直
を
考
へ
て
ゐ
た
の
で
す
が、

発
行

を
つ
ゞ
け
乍
ら
で
は
仲
々
思
ふ
や
う
に
行
き
ま
せ
ん
の
で、

思
切
つ
て
一

ヶ
月
休
刊
と
い
ふ
荒
手
段
を
と
り
ま
し
た

。
」

の
一

文
あ
り°

表
紙
装
禎

グ
ラ
フ
の
頁
〈
※
写
真
と
短
文〉

収
穫、

婦
人
文
芸
講
演
会
ス
ナ
ッ
プ
（
撮
影
•

湯
川
共
夫
氏）、

書
斎
訪
問
川‘

秋
深
し

（
東
日
写
真
部
提
供）

扉
絵

美
し
き
富
士
—
|

ア
ー
ノ
ル
ド
・
フ
ァ
ン
タ
博
士
に
|
|_

〈
※

随
筆
濡
5

富
本

一

枝

白
い
花
の
た
よ
り

〈
※
詩〉
③

沢

ゆ
き
子

車
窓
〈
※
詩〉

館

美
保
子

晩
秋
の
詠
五
首
〈
※
短
歌
〉

若
山
喜
志
子

新
詠
五
人
集
〈
※
短
歌
〉

本
多

武
田

小
説慣

性
山

女
ば
か
⑤

山
里
〈
※
推
薦〉

は
る
び
ん
の
印
象
〈
※
イ
ラ
ス
ト

〉
＊

婦
人
と
文
芸
に
つ
い
て
（
文
学
通
信）
m

第
三
巻
十
一

号

一

九
三
六

順
子

和
重

白
妙
三
千
代

楠

八
重
子

十
二

月
号

（

昭

11)

年
十
二

月
l

日
発
行

小
山
い
と
子

24
|

39

池
田
み
ち
子

40
|

57

飛
弾

高
子
⑥
58

|
72

甲
斐

仁
代

73

秋
田

雨
雀

74
|

77

富
田

甲
斐

米
倉

住
子

仁
代

寿
仁

22 18 

I 21 20 I 
23 19 

2
ー
7

1

1

 

11 

゜ー

7
|
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古
い
オ
ー ‘
ワ
ア
で
美
し
い
部
屋
着
を
〈
目
次
「
古
い
オ
ー
ヴ
ァ

で
暖
い
部
屋
着
を」
〉

岩
田
と
し
子

正
し
い
靴
下
の
洗
濯
法

冬
の
婦
人
衛
生
に
つ
い
て

竹
内

茂
代

感
冒
の
予
防
と
手
当
法

女
に
就
い
て
〈
※
随
筆〉

阿
部
真
之
助

私
の
結
婚
生
活
—
ー

理
解
と
現
実
の
問
題
ー
—

〈
※
感
想 、

目

次
「
結
婚
と
仕
事
と」
〉

佐
藤

鈴
子

新
映
画
紹
介

藤
井
田
鶴
子

歳
末
ず
ゐ
ひ
つ

空
想
の
贈
物

憶
ひ
出
あ
れ
こ
れ

日
記
の
中
か
ら

慟
＜
婦
人
の
手
帖
〈
※
生
活
記
録〉

授
職
部
の
半
日
＊

髪
＊

鈴
〈
※
随
筆〉

林
の
中
の
子
供
た
ち
〈
※
童
話〉

ー
ヴ
ァ
」

佐
々
木
節
子

藤
井

和
子

北
原

操

竹
内
て
る
よ

114 110 108 107 
I I I I 

119 111 109 108 

平
林

川
瀕

日
下

英
子

美
子

典
子

104 102 
106 I I 

106 104 

100 96 
I I 

101 99 

96 94 92 92 
I 95 I I I 

99 95 93 93 

ま

隆
介

王
朝
女
流
作
家
更
級
日
記
の
著
者
菅
原
孝
標
の
女
〈
※
人
物
伝 、

第
1

回〉

関

み
さ
を

江
東
消
費
組
合
共
同
炊
事
場
を
訪
ね
て
〈
※
ル
ボ
〉

川
野
マ
ス
子

世
界
の
動
き
〈
※
社
会
時
評〉

新
島

繁

流
行
と
実
用
〈
※
随
筆〉

川
喜
多
か
し
こ

こ
の
冬
の
オ
ー
ヴ
ア
・
コ
ー
ト

〈
※
目
次
「
こ
の
冬
の
婦
人
オ

牛
山

ー
ー

9

8
 
8

 

告
知
板

十
月
に
見
た
芝
居
〈
※
感
想〉

美
事
に
出
発
し
た
作
家
た
ち

横
田
文
子
氏
の
こ
と

松
田

は
げ
し
い
眼
〈
※
目
次
「
三
井
広
子
氏
の
作
品」
〉

藤
島

東
京
読
者
茶
話
会
の
お
知
ら
せ、

毎
週
土
曜
日
お
出
か
け
下
さ

い
〈
※
編
集
部
解
放
の
お
知
ら
せ
〉
＊

婦
人
文
芸
三
周
年
記
念
婦
人
の
文
芸
講
演
会
の
記

生
田

花
槻

歓
迎
の
う
た
—
ー上

あ
る
夜
の
講
演
に
対
す
る
感
謝
と
し
て
佐
藤

俊
子
氏
に
捧
ぐ
|
|l

〈
※
短
歌〉

北
山

雅
子

家
庭
生
活
と
増
税
問
題
〈
※
社
会
時
評〉

石
原

清
子

投
稿
詩
（
深
尾
須
磨
子
選）
⑧

談
話
室

編
集
後
記

（
神
近）
（
真
気）

挿
絵
・
カ
ッ
ト

ー―――
岸
節
子

岸
丈
夫

加
藤
武
子

志

賀
は
る
を

吉
村
進
司

東
沢
ョ
シ
ェ

〈
注〉①

円
地
文
子
の
仕
事
場
の
写
真
掲
載 。

③

末
尾
に
「
一
九
三
六
•

一
―
・

三」

の
日
付
あ
り 。

③

末
尾
に
「
惣
之
助
先
生
の
過
ぎ
た
日
の
旅
の
お
便
り
を
前
こ

」
と
あ
る。

④

東
沢
ョ
ジ
ェ
が
挿
絵
を
担
当 。

⑮

岸
丈
夫
が
挿
絵
を
担
当 。

⑱

72
頁
に
「
作
者
経
歴
」

あ
り 。

解

161 157 150 146 
163 I I I I 

162 160 156 149 

H6 

I 145 
149 

3

4

4
ー

4

l

l

4

5

 

4
|
4

 

l

l

88 86 83 
I I I 

91 87 85 

岡
田
i
千
代

140 
I 139 

142 

7
�

82 

紙
面
解
放
の
お
知
ら
せ

世
相
風
俗
よ
も
や
ま
放
談
会

新
居

格

藤
原

あ
き

神
近

市

120 
I 119 

139 
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第
四
巻
第
一

号

新
年
号

一

九
三
七
（
昭
12
)

年
一

月
一

日
発
行

(8) (7)

末
尾
に
「
一
九
三
六 、
一

O、

160
頁
に
深
尾
の
選
評
あ
り。

三
一
」

大
田

洋
子

大
石
千
代
子

葵

イ
ッ
子

藤
島

ま
き

真
杉

静
枝

の
日
付
あ
り。

表
紙
装
禎

グ
ラ
フ
の
頁
〈
※
写
真
と
短
文〉

春
の
光（
東
日
写
真
部
提
供） 、

霜
の
朝
(
F
ot:
T.
 
Y
u
k
a
wa) 、

収
穫
（
同） 、

書
斎
訪
問
m

扉
絵

命
の
歌
〈
※
短
歌
〉

冬
の
手
紙
〈
※
詩〉

富
士
を
見
る
〈
※
詩〉

冬
の
童
話
〈
※
詩〉
②

氷
雨
〈
※
短
歌〉

初
冬
雑
筆
〈
※
随
筆〉

新
年
を
待
っ
〈
※
随
筆〉

小
説海

い
ろ
の
地
獄
④

胎
動
固

夢
の
あ
る
彼
等

平
太
の
生
活

小
魚
の
心

100 91 79 

I I I 
113 99 90 

s
i9 

78 

6
ー

8

3

5

 

成
瀬
田
鶴
子

17

今
井

邦
子

18
ー

19

深
尾
須
磨
子

20
|

21

英

美
子

22
ー

23

後
藤

郁
子

24
|

26

水
町

京
子

27

小
寺

菊
子

28
1

31

北
川

千
代
③
32
1

35

米
倉

籐
仁

1

1

3 

16 

罷
業
手
当
〈
※
翻
訳
小
説〉

婦
人
と
社
会
的
労
慟
〈
※
評
論〉
固

ス
ペ
イ
ソ
は
ど
う
な
る
？
〈
※
社
会
時
評〉

世
界
の
動
き
〈
※
社
会
時
評〉

海
外
の
お
正
月
〈
※
随
筆〉

米
加
の
お
正
月
〈
※
目
次
「
米
亜
の
お
正
月」
〉

佐
藤

俊
子

フ
ラ
ン
ス
の
お
正
月

岡
田
八
千
代

ブ
ラ
ジ
ル
で
の
お
正
月

大
石
千
代
子

個
性
美
の
魅
力
〈
※
随
筆〉

駒
井

玲
子

職
業
婦
人
向
今
春
の
流
行
〈
※
目
次
「
今
春
の
婦
人
服」
〉

現
代
に
於
け
る
男
の
立
場
・

女
の
立
場
を
語
る
〈
※
目
次
「
男

の
立
場
・

女
の
立
場
を
語
る
座
談
会」
〉

高
見

順

石
川

達一――

田
村
泰
次
郎

湯
浅

克
衛

豊
田

一―一
郎

円
地

文
子

辻
村
も
と
子

平
林

英
子

新
居

好
子

小
坂
た
ぎ
子

真
杉

静
枝

神
近

市
子

お
知
ら
せ
＊
切 、

毎
週
土
曜
日
お
出
か
け
下
さ
い
〈
※
編
集
部

66

解
放
の
お
知
ら
せ
〉

l

社
会
時
評

神
近

市
子

167
ー

169

上
代
の
女
性
風
俗
〈
※
随
筆〉
⑧

鳥
居

緑
⑨

170
_

172

普
遍
性
の
欠
亡
ー
ー＇

今
日
の
文
学
に
就
い
て
|
|＇

〈
※
文
芸
時

評〉

福
田

晴
子

祈
島

繁

3

7

7

ー
7

l

l

152
ー

166

148 148 145 143 142 

I I I I I 
150 150 147 144 143 

o

l

4
 
•
•

 4

l

l

D
.

H
・
ロ
レ
ソ
ス

0

9

3
ー

3

原

百
代
訳

ー

ー

王
朝
の
女
流
作
家
ー
ー

更
級
日
記
の
著
者
菅
原
孝
標
の
女

（
承
前)

|
|

〈
※
人
物
伝、

第
2
回
〉

関

み
さ
を

126
_

129

鈴
木

東
民

戸
坂

潤

4

1

 

l
|
2

 

l

l

 

2

5

2
|
2

 

l

l
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石
浜

婦
人
宿
泊
所
れ
ぽ
る
た
あ
じ
ゅ

女
人
罪
状
記
〈
※
実
話 、

第
1

回
〉

科
学
卜 。ヒ
ッ
ク

映
画
物
語
〈
※
紹
介〉

う
つ
そ
み
〈
※
随
筆〉

働
く

働
人
の
手
帖
〈
※
生
活
記
録〉

カ
フ
エ
ー

の
事
務
所
で

リ
ン
ゴ

（
ス
ケ
ッ
チ
）

世
界
名
作
物
語
「
イ
リ
ア
ス
」

物
語
〈
※
紹
介〉

紙
面
解
放
の
お
知
ら
せ
＊

今
月
の
レ
コ
ー
ド

辻

歌
舞
伎
座
•

東
劇
•

新
国
劇
•

前
進
座
〈
※
劇
評 、

目
次
「
歌

舞
伎
座
•

東
劇
そ
の
他」
〉

岡
田
八
千
代

連
作
コ
ン
ト
・

風
の
中
の
ヤ
チ
子

無
神
経
な
街

明
暗

戯
れ

巴
焼
き

上
り
列
亘

決
意
を
い
と
高
き
と
こ
ろ
へ
|
|＇

読
ん
だ
も
の
か
ら

一

九
0
二
年
級
＊

岡
田

赤
木

浜
野

秀
子

須
賀

瑞
枝

214
ー

216

池
田
み
ち
子

216
|

218

利
根
川
ュ
リ

218
|

220

及
川

圭
子

220
|

222

若
林

つ
や
⑪

222
ー

224

修
時桂

弘子子

224 
1

3

 

l
'
;
l

 

2

2

 

208 204 202 200 
I 207 I I I 

209 207 203 202 

北
原

操

新
年
の
お
慶
び
申
上
ま
す
＊
囮

婦
人
文
芸
編
集
部

博
労
の

子
ー—
ー

旅
日
記
の
一

頁
—
|＇

（
絵
と
文）

岩
松

淳

女
流
作
家
七
人

1
文
学
の
今
日
性
ー
ー＇

〈
※
文
学
時
評〉立

野

信
之

本

誌

記
者

菊
池

甚
一

198 194 190 186 180 
I I 193 I I I 

199 197 193 189 185 
77ー

8

9

 

7
ー
7

l

l

投
稿
詩
（
深
尾
須
磨

子
選）
四

投
稿
短
歌
（
編
集
部
選）

談
話
室

編
集
後
記

挿
絵
•
カ
ッ
ト
|
|

成
瀕
田
鶴

子

岸
丈
夫

志
賀
は
る
を

吉
村
進
司

東
沢
ョ
シ
ェ

〈
注〉①

大
谷
藤
子
の
写
真
と
短
文 。

②

1
と
2
に
分
か
れ 、

1
の
番
号
の
あ
と
に
「
正
月
の
来
る
あ
る
思
出」

の
小
題
あ
り 。

③

目
次
記
載
「
北
川
千
代
子」。

④

岸
丈
夫
が
挿
絵
を
担
当 。

⑮

東
沢
ヨ
ン
ニ
が
挿
絵
を
担
当 。

⑱

末
尾
に
「
談
話
筆
記
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
ー
|

上
戸
坂」

と
記
載 。

り

「
今
月
は
年
末
多
忙
に
つ
ぎ
東
京
読
者
茶
話
会
を
休
ま
せ
て
頂
き
ま

す。」

⑱

末
尾
に
「
カ
ッ
ト

は
私
が
想
像
し
て
描
い
た
上
代
の
女
性」

と
あ
る 。

⑲

目
次
記
載
「
鳥
居
緑
子」 。

⑩

「
婦
人
文
芸
編
集
部」

と
し
て
「
神
近
市
子 、

真
気
信
子 、

子 、

落
合
け
い
子」

の
四
名
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る 。

⑪

目
次
記
載
「
若
林
つ
や
子」 。

⑫

227
頁
に
深
尾
の
選
評
が
あ
る 。

（
神
近）
（
真
気）

小
原
栄
治

徳
田
ま

ち

232 
230 228 225 
I I I 

231 229 227 
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第
四
巻
第
二

号

二

月
号

一

九
三
七
（
昭
12)

年
二

月
一

日
発
行

日
下

表
紙
装
禎

グ
ラ
フ
の
頁
〈
※
写
真
と
短
文〉

銀
嶺
（
東
日
写
真
部
提
供） 、
母
と
子
の
家 、
応
急
手
当

扉
絵

駒
林

雅
子

か
の
子
抄
〈
※
随
筆〉
m

岡
本
か
の
子

自
分
の
詩
〈
※
詩〉

中
野

鈴
子

花
束
〈
※
詩〉

永
瀬

清
子

八
つ
手
の
花
〈
※
短
歌〉

高
橋

英
子

春
採
黄
記
ー
ー
菜
の
花
の
こ
と
ー
|'
〈
※
随
筆〉

生
田

花
世

小
説不

渡
手
形

野
村

千
代
ゅ
30
|
46

田
村一
1一
郎
の
日
記

松
本
き
み
子

47
|
61

母

＿

峯

弘
子

62
|
77

若
き
詩
と
女
性
〈
※
文
芸
評
論〉

永
瀬

清
子

78
|
81

王
朝
の
女
流
作
家
—
—
更
級
日
記
の
著
者
菅
原
孝
標
の
女

（
承
前）

ー
〈
※
人
物
伝 、
第
3
回〉

関

み
さ
を

世
界
の
動
き
〈
※
社
会
時
評〉

新
島

繁

ス
キ
ー
心
得
帖
〈
※
小
品〉

黒
田

米
子

モ
ダ
ン
東
京
風
俗
往
来
〈
※
随
筆〉

新
宿
の
リ
ア
リ
ズ
ム

米
倉

典
子

寿
仁

912 

94 

s
r 

91 

小
説
集
「
鶴
は
病
み
き」
（
岡
本
か
の
子
著）

お
洒
落
談
義
〈
※
目
次
「
お
洒
落
問
答」〉

マ
ヤ・
片
岡

働
く
人
の
春
の
洋
装
〈
※
目
次
「
働
く
婦
人
の
洋
装」〉
水
町

葉
子

慟
＜
婦
人
の
手
帖
〈
※
生
活
記
録〉

交
換
台
＊

銀
行
の
窓
口
＊

城小
西
み
ど
り
晴
子＼
139
|
圃

園
ー
141

86 82 
I I 

88 85 

137 136 
I I 135 

138 137 

文
子

23 20 
I 22 I 

29 21 
lF
20 

坂
崎

山
本

菊
池

神
近

横
田

杉
田

辻

坦
安
英

甚一市
子

14 9 
I 13 I 

17 12 

銀
座
の
横
顔

新
居

好
子

江
東
橋
の
「
夜
の
宿」
に
て

浅
井

花
子

印
度
商
館
の
ア
マ
さ
ん

泉
田

律
子

神
楽
坂
風
景

小
坂
た
き
子

東
京
読
者
茶
話
会
の
お
知
ら
せ
＊ 、
毎
週
土
曜
日
本
社
へ

お
出
か
け
下
さ
い
〈
※
編
集
部
解
放
の
お
知
ら
せ〉
＊

紙
面
解
放
の
お
知
ら
せ
＊

現
代
女
性
の
悩
み
？
〈
※
評
論〉

白
鳥

菊
雄

日
記
断
章
〈
※
随
筆〉
③

平
林
た
い
子

早
春
の
流
行
ー
|'
ハ
ン
ド
バ
ッ
ク
・
コ
ン
パ
ク
ト
|ー—
④

宮
廷
肖
像
画
家
ル
ブ
ラ
ン
夫
人
〈
※
列
伝〉
固

唐
人
お
吉
と
私
〈
※
随
筆〉

女
人
罪
状
記
念
※
実
話 、
第
2
回〉

社
会
時
評

短
気
〈
※
随
筆〉

よ
き
読
物
を
〈
※
随
筆〉

レ
コ
ー
ド
新
譜
評

早
春
の
流
行ー
�
靴
ー
—

ブ
ッ
ク
レ
ビ
ュ
ー
＊

し、

修ち
(6) 

133 128 131 128 124 119 116 110 108 108 103 
I I I I I I I I I I I 102 102 

134 133 135 131 127 123 118 115 109 109 107 

101 98 96 94 
I I I I 

102 100 98 96 
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表
紙
装
帳

グ
ラ
フ
の
頁
〈
※
写
真
と
短
文〉

映
画
物
語
〈
※
紹
介〉

母
と
子
の
家
を
訪
ね
て
〈
※
ル
ボ
〉
m

投
稿
詩
（
深
尾
須
磨
子
選）

談
話
室

編
集

後記

（
神
近）
（
真
気）

挿
絵
・

カ
ッ
ト

ー
米
倉
寿
仁

成
瀬
田
鶴
子

岸
丈
夫

志
賀

は
る
を

吉
村
進
司

東
沢
ョ
シ
ェ

第
四
巻
第
三
号

三
月
号

一

九
三
七
（
昭
12)

年
三
月
一

日
発
行

米
倉

寿
仁

昭
54
)

3
ー
6

1

1

 

に
所
収。

〈
注〉

「
か
の
子
抄」
以
後
の
七
つ
の
随
筆
を
ま
と
め
て
「
随
筆
き
さ
ら
ぎ

ヽ`
�ー

、
（、

集」
と
目
次
に
記
さ
れ
て
い
る。

尚、
「
か
の
子
抄」
は
『
岡
本
か
の
子

全
集』
第
十
三
巻
（
冬
樹
社、

昭
51
)

に
所
収。

③

野
村
千
代
は
旧
姓
樺
山
と
い
い、

第
二
巻
第
三
号
に
「
伸
び
て
行
く
も

の」、

第
三
巻
第
九
号
に
「
子
貰
ひ」
と
い
う
小
説
を
寄
せ
て
い
る
樺
山

千
代
と
同
一
人
物
で
あ
る。

③

『
平
林
た
い
子
全
集』
第
十
二
巻
（
潮
出
版
社、

④

末
尾
に
「
銀
座
ア
ザ
ミ

調
べ
」
と
あ
る。

伺

末
尾
に
筆
者
に
よ
る
「
註」

あ
り。

⑱

目
次
記
載
「
杉
内
い
ち」。

り

末
尾
に
記
者
に
よ
る
「
附
記」

あ
り。

本
誌
記
者

158 154 145 142 

160 I I I I 
159 157 153 144 

子
供
と
一
緒
に
歩
く

〈
※
詩〉

春
の
序
曲
〈
※
詩〉

忘
却
の
時
へ
※
詩、

目
次
「
忘
却
の
味」〉

戯
曲あ

ら
べ
す
く

〈
※
二
幕
物〉

辻
山

春
子

う
す
ら
ひ

薄
氷
の
沼
〈
※
二
幕
物〉

村
田

修
子

パ
ァ

ル
・

パ
ッ
ク
の
作
風
そ
の
他
〈
※
評
論、

目
次
「
バ
ー

ル

パ
ッ
ク
の
作
風」〉
②

中
条
百
合
子

98
ー

102

街
〈
※
短
歌〉

阿
部

静
枝
③

103

芝
居
随
談
〈
※
随
筆〉

三
好

十
郎

104
|

106

王
朝
の
女
流
作
家
ーー—

更
級
日
記
の
著
者
菅
原
孝
標
の
女
（
承

前）
ー
ー

〈
※
人
物
伝、

第
4
回〉

関

み
さ
を

漫
画
・

女
性
解
剖
·

N
o
1
|
_'

『
女
性
と
新
聞』
ー
ー＇

〈
※
目
次

「
漫
画
女
性
批
判」〉

加
藤

悦
郎

風
俗
・

流
行
・

世
相

和
服
へ
の
郷
愁

現
代
婦
人
風
俗
批
評

不
思
議
の
充
満

病
床
雑
記
〈
※
随
筆〉

余
技
漫
談

三
岸

岸伊
馬

神
近

節
子

丈
夫

鵜
平

市
子

4

5

 

l
l
l

 

l

l

5

7

l-

i
 

l

l

7

9

 

l'
’

-
l

 

l

l

 

0

4

2
|
2

 

l

l

2

3

 

l
i
l

 

1ム

ー

7

0

 

0
|
l

 

l

l

 

64 28 

I I 
97 63 

春
装
（
東
日
写
真
部
提
供）、

趣
味
の
ア
ル
バ
ム
①
（
吉
屋
信

子
氏
撮
影）
・

③
（
林
芙
美
子
氏
撮
影）、

書
斎
訪
問
m

扉
絵

馬
淵
美
意
子

読
書
ノ
ー
ト

か
ら
〈
※
書
評、

目
次一
読
書
ノ
ー
ト」〉

窪
川

稲
子

中
田

信
子

丹
塚
も
り
え

沢
木

隆
子

7
ー

2

6
 
2

 
5
ー

2

4
 
2

 
3
ー

2

2
 
2

 
ー
ー

2

8
 17 
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素
人
写
真

追
憶
の
女
流
作
家
山

素
木
し
づ
氏
と
「一―-
+――一
の
死」

其
他
〈
※
随
筆 、

目
次

「
素
木
し
づ
さ
ん
と一―-
+――一
の
死」〉

生
田

お
し
い
ち
ゃ
ん
の
憶
ひ
出
〈
※
回
想〉

森
田

農
村
婦
人
と
住
居
の
問
題
〈
※
評
論 、

目
次
「
農
村
婦
人
と
住

居」〉

丸
岡

秀
子

近
代
イ
ン
テ
リ

女
性
の
弱
点
（
葉
書
回
答）

徳
永

直

小
林

―
―――

加
藤

勘
十

矢
崎

弾

中
村

正
常

東
郷

青
児

高
見

順

尾
崎

士
郎

田
村
泰
次
郎

菊
地

甚一

岡
田

三
郎

レ
コ
ー
ド

の
三
月
新
譜
評

世
界
の
動
き
〈
※
時
事
解
説〉

新
島

繁

春
の
映
画
紹
介

職
業
婦
人
の
日
記
＊

美
容
放
談

早
見

君
子

軽
快
な
春
の
ス
タ
イ
ル
〈
※
目
次
「
春
の
ス
ク
イ
ル
・

色」〉
⑤

東
京
読
者
茶
話
会
の
お
知
ら
せ
＊

紙
面
解
放
の
お
知
ら
せ
＊ 、

告
知
板
＊ 、

毎
週
土
曜
日
お
出
か

け
下
さ
い
〈
※
編
集
部
解
放
の
お
知
ら
せ〉
＊

投
稿
詩
（
深
尾
須
磨
子
選）
⑥

本
誌
四
月
号
よ
り
連
載
の
「
或
る
女
の
告
白」
に
つ
い
て

〈
※
予
告〉
＊

投
稿
短
歌
（
編
集
部
選）

林

花
世

た
ま

芙
美
子

55ー
56
|
57
 

l

l

 

151
 

52
|

154
 

ー 148 148 145 142 138 
150 I I 147 I I I 

150 150 147 144 141 

138 134 
I I 

141 137 

131 126 
I I 

132 130 
125 

〈
注〉①

大
石
千
代
子
の
写
真
と 、
「
寒
中
譜」
と
題
さ
れ
た
彼
女
の
短
文
が
掲

載。
③

『
宮
本
百
合
子
全
集』

第
十
一
巻
（
新
日
本
出
版
社 、

昭
55)
に
所

収。
⑱

目
次
に
は
「
街
（
短
歌）
高
橋
英
子
（
二
八）」
と
な
っ
て
い
る
が 、

28
頁
に
は
「
街」
と
い
う
短
歌
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い 。

④

は
じ
め
に
素
木
し
づ
の
写
真
と 、

彼
女
に
つ
い
て
の
短
い
解
説
が
あ

る 。
⑮

末
尾
に
「
白
木
屋
調
べ
」
と
記
載。

⑥

154
頁
に
深
尾
の
選
評
あ
り。

表
紙
装
禎

グ
ラ
フ
の
頁
〈
※
写
真
と
短
文〉

漣
に
春
き
ら
め
き
て
（
東
日
写
真
部
提
供） 、

趣
味
の
ア
ル
バ

ム
①
5i
（
佐
藤
俊
子
氏 、

丸
岡
秀
子
氏
撮
影） 、

書
斎
訪
問
m

季
節
の
感
想
〈
※
随
筆〉

ほ
の
か
に
春
よ
〈
※
詩〉

第
四
巻
第
四
号

四
月
特
集
号

一

九
三
七
（
昭
12)

年
四
月
一

日
発
行

神
近

木
村

市
子

好
子

森
井

輝
雄

談
話
室

編
集
後
記

（
真
気）
（
落
合）

挿
絵
•
カ
ッ
トー

�
米
倉
寿
仁

成
瀬
田
鶴
子

岸
丈
夫

志
賀
は
る
を

吉
村
進
司

2
1
3 

25 

1
i3 

22 

1
1

3 

16 

8

9

5
|
5

 

l

l
6゚ー
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座
談
会

男
の
貞
操
・

女
の
貞
操
固

160
ー

167

式
場
隆一品一
郎

王
城

肇

平
林
た
い
子

吉
屋

信
子

中
条
百
合
子

水
町

葉
子

八
幡
美
智
子

太
田

洋
子

神
近

市
子

職
業
婦
人
の
動
向
ぃ

文
芸
時
評

チ
ェ
ー

ホ
フ
の
近
代
性
〈
※
評
論〉

職
業
婦
人
の
演
劇
〈
※
感
想〉

「
明
日
香」

新
人
九
人
集
〈
※
短
歌〉

保
里

佳
子

大
沢

相
見

雪
子

横
内

臼
井

敦
子

永
田

春
子

椎
野

か
つ

菊
枝

梅
沢

貞

露
子

大
塚

文
野

エ
ン
ゼ
ル
・
フ
ィ
ッ
シ
ュ
〈
※
詩〉

初
冬
〈
※
小
説〉
団

現
代
ア
メ
リ
カ
女
流
詩
抄
〈
※
第
1
回
〉
③

四
月
の
命
運
＊

女
＊

鷲
の
唄
＊

創
作桜

花
幻
想
〈
※
小
説〉

温
室
葡
萄
〈
※
戯
曲
一

幕
物〉

最
近
婦
人
運
動
の
動
向
〈
※
婦
人
社
会
時
評〉

労
働
組
合
運
動
に
於
け
る
最
近
の
労
働
婦
人
の
動
向

赤
松

常
子

八
幡
美
智
子

福
田

晴
子

井
部

愛
子

富
本

一

枝

156 153 145 141 135 133 
I I I I I I 

159 155 152 144 139 135 

横
田

鍋
島

文
子

道
子

105 82 

I I 
132 104 

投
稿
短
歌
（
編
集
部
選）

映
画
物
語
〈
※
紹
介〉

或
る
女
の
告
白
〈
※
翻
訳
小
説 、

第
1

回〉
⑥

城三田島
田中 田

杜
美

ふ
み

年
子

晴
子

182
|

193
 

P
・
ロ
マ
ノ
フ

内
山

敏
訳

メ
リ
ー
・
オ
ー

ス
チ
ン

7

1

8 

81 

露
木

隔
子

浅
井

花
子

森
三
千
代
訳

レ
オ
ニ
ー
・
ア
ダ
ム
ス

ル
イ
ズ
・
ボ
ー
ゲ
ン

76 73 

I I 
78 76

8
ー

2

2

7

 

2
1
s 

27 

世
界
の
動
き
〈
※
時
事
解
説〉

婦
人
雑
誌
批
判

雑
誌
企
業
の
商
品
化

狩
野

弘
子

一
職
業
婦
人
の
見
た
婦
人
雑
誌

竹
内

直

婦
人
を
侮
辱
す
る
も
の

山
上
た
け
子

毎
週
土
曜
日
お
出
か
け
下
さ
い
〈
※
編
集
部
解
放
の
お
知
ら
せ〉
＊

女
人
罪
状
記
〈
※
実
話 、

第
3
回〉

|
—

或
る
殺
人
事
件
が
無

罪
に
な
っ
た
話
—
|＇

菊
地

甚
一

原
名
II
ソ
ヴ
ェ
ト

結
婚
生
活
の
日
記

四
月
の
洋
楽
レ
コ
ー
ド

〈
※
目
次
「
四
月
の
音
楽」〉

働
く
婦
人
の
手
帖
〈
※
生
活
記
録〉

吹
雪
の
夜
の
往
診

百
円
の
命

サ
ラ
リ
ー

マ
ソ
家
庭
風
景

鏡
談
話
室

東
京
読
者
茶
話
会
の
予
告
＊

紙
面
解
放
の
お
知
ら
せ
＊

編
集
後
記

（
神
近）
（
村
山）
（
森
井）

挿
絵
•
カ
ッ
ト
ー
—
l

米
倉
寿
仁

成
瀬

田
鶴
子

岸
丈
夫

志
賀
は
る
を

吉
村
進
司

森
井
輝
雄

205 203 202 201 199 
207 206 206 I I I I I 

206 204 203 202 200 

196
|

198
 

196 194 
I I 

198 195 

6

1

7
|
8

l

l

174 172 171 
175 I I I 

175 174 172 

新
島

繁

68
|
70

 

l

l

-65-



表
紙
装
禎

グ
ラ
フ
の
頁
〈
※
写
真
と
短
文〉

微
風
（
東
日
写
真
部
撮
影）、

趣
味
の
ア
ル
バ
ム
（
細
川
ち

か
子
氏、＋
大
石
千
代
子
氏
撮
影）、

作
家
訪
問
ー
ー

大
田
洋

子
氏
ー
ー

随
筆五

月
明
日
の
夜
ー
ー

今
日
を
悼
ん
で
—
|

ぉ

＜

を
と
め
に
睦
る
う
た
〈
※
詩〉

沈
丁
花
〈
※
詩〉

摘
ま
れ
ざ
る
花
〈
※
小
説〉

第
四
巻
第
五
号

五
月
号

一

九
三
七
（
昭
12
)

年
五
月
一

日
発
行

並
び
に

今
井

邦
子

長
谷
川
時
雨

方
等
み
ゆ
き

岡
村
須
磨
子

利
根
川
ュ
リ

森
井

輝
雄

「
フ
リ
ー
ジ
ャ
の
香
に
叛
き
て
」

3

1

0 

57 

28
|

29
 

港永
井

さ
か
ゑ

街
子

8

5

l
_
2

 

l

l

6

9

2
1
2

 

l

l

2i5 

28 

1

4

 

2
ー

2 ー
_

2

8
 
ー

一

少
女
の
ス
ケ
ッ
チ
〈
※
小
説〉

或
る
日
〈
※
短
歌
〉

文
芸
時
評

三
つ
の
作
品

恋
愛
と
生
殖
と
の
滞
離
〈
※
評
論〉

社
会
時
評

世
界
の
動
き
〈
※
時
事
解
説〉
ゅ

告
知
板
＊

近
代
生
活
と
栄
養
—
|，

新
し
い
栄
養
講
座
ー
|'

座
談
会

男
の
貞
操
・

女
の
貞
操
〈
※
続
篇〉

式
場
隆一―一
郎

玉
城

肇

吉
屋

信
子

中
条
百
合
子

八
幡
美
智
子

太
田

洋
子

女
人
罪
状
記
〈
※
実
話、

第
4
回
〉

実
話田

舎
町
に
悩
む
人
妻
の
告
白

生
き
る
ー
—

曲叩
療
院
か
ら
ー
ー

〈
※
随
筆〉

平
林
た
い
子

水
町

葉
子

神
近

市
子

菊
池

甚
一

112
|

116 l

o
|
l

 

l

l

3
ー

6

1

1

 

上
荘
皓
太
郎

97
|

99

松
田

解
子

木
村

荘
五

神
近

市
子

新
島

繁

94 88 84 

96 I I I 
96 92 87 

-66-

8

1

0 

83 

〈
注〉い

佐
藤
俊
子
の
写
真 、

女
の
短
文
掲
載。

③

末
尾
に
「
一
九
三
七
年、
一
月
二
十
日
」

の
日
付
あ
り。

③

各
詩
の
は
じ
め
に
作
者
に
つ
い
て
の
簡
単
な
解
説
が
あ
る。

④

末
尾
に
「
―
二、

三、

三
」

の
日
付
あ
り。

⑮

末
尾
に
「
速
記
者
急
病
臥
床
の
為
め
原
稿
が
間
に
合
は
な
い
の
で
後
半

は
五
月
号
に
連
載
い
た
し
ま
す」

と
あ
る。

⑥

182
頁
は
作
者、

及
び
作
品
に
つ
い
て
の
解
説。

尚、

作
品
に
つ
い
て
の

解
説
は
前
号
（
第
四
巻
第
三
号）

の
予
告
頁
(
155
頁）

の
も
の
と
ほ
ぼ
同

じ
も
の

。

72 
79 I 

78 

或
る
女
の
告
白
〈
※
翻
訳
小
説、

第
2
回
〉

P
・
ロ
マ
ノ
フ

内
山

敏
訳

真
杉

静
枝

丹
沢

豊
子

ー
ー

7

5
 

6
 

原
名
II
ソ
ヴ
エ
ト

結
婚
生
活
の
日
記

リ
ラ
＊

，，ヽグ
ザレ

工 I I 
ミ ドス
イ コ
・ ソ
ロ ク
ウ リ
エ ン／

ル グ

60
ー

64

な
る
彼

バ
ー
ク
シ
ャ
イ
ア
の
流
の
仕
事
＊

現
代
ア
メ
リ
カ
女
流
詩
抄
〈
※
第
2
回
〉
山

冬
＊

59
|

60
 

森＿―-
千
代
訳

ケ
イ
・

ボ
ー

イ
ル

58
—

59



成
瀬
田
鶴

子

働
く
働
人
の
手
帖
〈
※
生
活
記
録〉

あ
る
日
の
手
帖

月
給
二
十
円

春看
護
婦
の
要
求

紙
面
解
放
の
お
知
ら
せ
＊

。ヒ
ク
ニ
ッ
ク
の
お
知
ら
せ
＊ 、

毎
週
土
曜
日
お
出
か
け
下
さ
い

〈
※
編
集
部
解
放
の
お
知
ら
せ〉
＊

投
稿
短
歌
（
編
集
部
選）

投
稿
詩
（
英
美

子
選）
③

談
話
室

編
集
後
記

婦
人
社
員
募
集
〈
※
お
知
ら
せ〉
＊
④

挿
絵
・
カ
ッ
ト
ー
ー

村
田
勝
四
郎

る
を

吉
村
進
司

森
井
輝
雄

〈
注〉

各
詩
の
は
じ
め
に 、

作
者
に
つ
い
て
の
簡
単
な
解
説
が
あ
る 。

、
l̀ー

‘,
\

 

③

末
尾
に
「
も
う
一
度
筆
者
か
ら
皆
さ
ん
へ
」
と
い
う
追
記
あ
り 。
「
ど

う
や
ら
来
月
号
あ
た
り
か
ら
は
有
能
な
御
婦
人
の
執
筆
者
に
代
つ
て
い
た

ゞ
け
さ
う
で
す 。」
の
文
が
あ
る 。

③

147
頁
に
選
評
あ
り 。
そ
の
末
尾
に
は
「
本
号
よ
り
深
尾
須
磨
子
氏
に
替

り 、

私
が
選
稿
い
た
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た 。」
の
文
を
含
む
選
者
の
追

志
賀
は

（
森
井）
（
村
山）

西
沢

三
好

三
田

神
代

151 148 144 142 
152 I I I I 141 

152 150 147 143 

翰洋桃春
子子恵子

138 137 136 
141 149 I I I 

139 138 137 

T

映
画
物
語

五
月
の

洋
楽
レ
コ
ー
ド

〈
※
目
次
「
五
月
の
音
楽」〉

北
東
の
風_
|
ー

新
協一二
月
公
演
批
評
—
|＇

〈
※
演
劇
時
評〉
＊

生

135 

R
.

s
.

T

 
130 130 
I I 

134 133 

平
林

英
子

日
下

典
子

井
上
た
か

子

森
三
千
代
訳

67 
87 I 

86 6
 

ー
6

2
 

3
 

鮫
島

慶
江

ー
ー

3

゜3
 

藤
原

あ
き

横
山
美
智
子

高
桑

菊
子

永
瀬

清
子

竹
内
て
る
よ

2
1
s 

29 

26 

I 2s 
27 4
ー

2

2
 
2

 

森
井

輝
雄

ー
ー

2

8
 
ー 1

i5 
16 
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記
あ
り 。

④

「
雑
誌
の
経
済
的
基
礎
を
も
つ
と
安
固
な
も
の
に
し
た
い
為
め
に」

「
高
級
化
粧
料
テ
ア
ー
ト

ル
ク
レ
ー
ム」
な
る
化
粧
品
を
発
売
す
る
こ
と

に
な
り 、
そ
の
販
売
員
を
「
二
三
人」
募
集
し
よ
う
と
い
う
も
の 。
「
テ

ア
ト

ル
ク
レ
ー
ム」
の
広
告
は
117
頁
に
あ
る 。

第
四
巻
第
六
号

六
月
号

一

九
三
七
（
昭
12)

年
六
月
一

日
発
行

表
紙
装
禎

グ
ラ
フ
の
頁
〈
※
写
真
と
短
文〉

木
立
（
東
日
写
真
部
撮
影） 、

作
家
訪
問

I
浅
井
花

子
氏
ー
ーー

随
筆紐

育
の
女
の
生
活

寂
し
さ

帽
子
〈
※
短
歌〉

さ
び
し
い
自
由
の
中
に
〈
※
詩〉

六
月
の
花
サ
ル
ビ
ア
〈
※
詩〉

世
紀
の
夜
〈
※
詩〉

創
作
〈
※
小
説〉

帰
鳥

勝
敗
決
せ
ず
①

楢
の
木
立
〈
短
歌〉

現
代
ア
メ
リ
カ
女
流
詩
抄
〈
※
第
3
回〉
②



劇
評科

学
追
放
記

婦
人
と
趣
味
の
カ
メ
ラ

「
創
作」

新
人
五
人
集
〈

※
短
歌
〉

春
動
く

病
臥

子
等
と
ゐ
て

仔
犬

露
人
キ
ャ
バ
レ
ー

世
界
の
動
き
〈

※
時
事
解
説
〉

⑥

満
支
の
旅
か
ら
〈

※
紀
行
〉

投
稿
短
歌
（
編
集
部
選）

千
葉

つ
な

130

広
瀬

章
子

131

平
田

澄
子

131
|

132

本
多

順
子

132
|

133

村
田

り
せ

133

沼
田

睦
子

134
|

137

石
原

清
子

138
|

141

142
_

143
 

飛
弾

高
子

119
|

121

印
南
健
之
助

121
ー

128

ア
ン
ド
リ
ウ
・
ヴ
ォ
イ
ノ
ウ

126
|

129

石
浜
秀
子
訳

井
部

愛
子

上
荘
皓
太
郎

119 113 110 102 
I I 112 I I 

125 118 112 108 

子
供
の
死
＊

装
飾
＊

原
名
II
ソ
ヴ
ェ
ト

結
婚
生
活
の
日
記

或
る
女
の
告
白
〈
※
翻
訳
小
説 、

第
3
回
〉

P
・
ロ
マ
ノ
フ

内
山

敏
訳

ナ
チ
ド

イ
ツ
の
婦
人
政
策
と
婦
人
労
働
者
〈
※
婦
人
社
会
時
評
〉

桐
畑

剛
吉

平
林
た
い
子

世
相
雑
感
〈
※
随
筆
〉

③

婦
人
社
員
募
集
〈

※
新
知
社
よ
り
お
知
ら
せ
〉

＊
④

文
芸
時
評

栄
養
の
常
識
|
ー江

新
ら
し
い
栄
養
講
座
（
二
）

ー
ー'

ソ
同
盟
に
広
く
行
は
れ
る
無
痛
分
娩
法
固

バ
ベ
ッ
ト
・
ダ
ッ
チ

プ
レ
ン
チ
・

マ
シ
ア
ス

゜
|
0

 

9゚

1

88 

89 l 
89 

る
を

投
稿
詩
（
英
美
子
選）

映
画
物
語
〈

※
映
画
の
あ
ら
す
じ
紹
介
〉

慟
＜

婦
人
の
手
帖
〈

※
生
活
記
録〉

休
み
な
ぎ
休
日

料
亭
雑
記

談
話
室

紙
面
解
放
の
お
知
ら
せ
＊ 、

毎
週
土
曜
日
お
出
か
け
下
さ
い

〈
※
編
集
部
解
放
の
お
知
ら
せ
〉

＊

編
集
後
記

挿
絵
・
カ
ッ
ト
_
|

村
田
勝
四
郎

吉
村
進
司

森
井
輝
雄

〈
注〉

"ヽ
l〇

末
尾
に
「
窮
屈
な
構
想
な
ど
な
く 、

終
り
の
な
い
小
説
と
も
言
ひ
た

い
」

こ
の
小
説
を
書
い
た
作
者
の
意
図
が
附
記
と
し
て
記
さ
れ
て
お
り 、

「
一
九
三
七
•

五
」

の
記
載
も
あ
る 。

②

各
詩
の
は
じ
め
に
作
者
に
つ
い
て
の
簡
単
な
解
説
あ
り 。

③

『
平
林
た
い
子
全
集』

第
十
一

巻
（
潮
出
版
社 、

昭
54
)

に
所
収 。

④

前
号
（
第
四
巻
第
五
号）

の
152
頁
の
募
集
文
と
同
じ 。

前
号
の
〈

注
〉

④
参
照 。

司

は
じ
め
に
「
こ
れ
は 、

モ
ス
コ
ー
・
ニ
ュ
ー

ス
の
最
近
号
に
紹
介
さ
れ

ーf\
た
小
文
「
ソ
同
盟
に
於
て
は 、

無
痛
分
娩
に
よ
っ
て
分
娩
の
恐
怖
が
完
全

に
消
滅
し
た
」

を
訳
し
た
も
の
で
あ
る 。」

と
い
う

一
文
を
含
む
「
は
し

が
ぎ」

が
あ
り 、

そ
の
末
尾
に
は
「
一
九
三
七
•

四
・

九

沼
田
睦
子」

と
記
さ
れ
て
い
る 。

⑱

末
尾
に
「
五
月
十
日」

の
日
付
が
あ
り 、

筆
者
が
今
月
か
ら
担
当
す
る

こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
を
告
げ
る
「
筆
者
よ
り

」

と
い
う

断
り
書
き

が
あ
る 。

（
神
近）
（
森
井）
（
村
山）

成
瀕
田
鶴

子

志
賀
は

駒
林
雅
子

159 158 

三
田

増
田

玉友
子子

157 155 153 
I I I 

158 156 155 

4

9

 

4
ー
4

l

l

0

2

 

5
|
5

l

l
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ド
レ
ー
と 。ハ
ア
ル
・

バ
ッ
ク
|

|
〈
※
評
論〉
図

婚
姻
の
成
立
〈
※
評
論〉

「
ご
ぎ
や
う」
新
人
六
人
集
〈
※
短
歌〉

弟な
げ
き

母
と

子

晩
春

妻
の
う
た
へ
る

第
四
巻
第
七
号

七
月
四
周
年
特
集
号

一

九
三
七
（
昭
12)

年
七
月
一

日
発
行

石
田

美
枝

葛
原

け
い

竹
田
守
貞

子

藤
原
か
た

子

松
浦

顕
子

3
1

8 

39 

中
条
百
合

子

川
瀬

広
雄

3
1

0 

37 

2

9

2

ー

2

扉
カ
ッ
ト

四
周
年
を
迎
へ
る

逗
子
遊
行
〈
※
短
歌〉

迂
曲
信
号
標
—
ー

或
る
日
の
旅
よ
り
ー
ー

〈
※
随
筆〉

六
月
の
愧
〈
※
短
歌〉

島
の
日
記
〈
※
詩〉
m

流
れ
は
海
へ
そ
4
い
で
ゐ
る
〈
※
詩〉

中
国
に
於
け
る
二
人
の
ア
メ
リ
カ
婦
人ー
—ー

ア
グ
ネ
ス
・

ス
メ

森
井

神
近

尾
崎

生
田

丹
沢

英後
藤

郁美豊花孝市輝
子子子世子子雄

20 18 14 10 

I I 17 I 13 I 
21 19 16 12 

表
紙
装
禎

グ
ラ
フ
の
頁
〈
※
写
真
と
短
文〉

ま
だ
ら
雲
（
編
集
部
撮
影） 、

最
近
ソ
ヴ
エ
ト

画
報
（
除
村

氏
提
供） 、

時
事
ニ
ュ
ー

ス

駒
林

雅
子

1
_
4
 

あ
ぢ
さ
ゐ
の

花

社
会
時
評

文
芸
時
評

「
帰
鳥」
と
「
勝
敗
決
せ
ず」

四
周
年
の
言
葉

明
日
へ
望
む

石
原

四
周
年
に
際
し
て
〈
※
目
次
「
四
周
年
を
迎
へ
て」〉

丸
岡

秀
子

54
|

55

地
上
の
麦
た
ら
ん
事
を
③

八
幡

美
知

子
④

55
ー

57

婦
人
と
音
楽
〈
※
音
楽
評
論〉

山
根

銀 q-

58
|

62

日
本
映
画
と
金
銭
の
問
題
|
|＇

時
評
に
代
へ
てー
�

〈
※
映
画

評
論〉
固

筈
見

恒
夫

世
界
の
動
き
〈
※
時
事
解
説〉
即

沼
田

睦

座
談
会

ソ
•

米
・

支
女
性
を
語
る

除
村

ャ
ェ

藤
原

丸
岡

七
月
の
レ
コ
ー
ド

〈
※
紹
介〉

物
価
騰
貴
で
貴
女
は
何
を
切
り
詰
め
ま
し
た
か
〈
※
ア
ン
ケ
ー

ト〉
m

映
画
物
語
〈
※
映
画
の
あ
ら
す
じ
紹
介〉

劇
評前

進
座
と
新
築
地
ー
|

六
月
の
芝
居
評
|
|＇

あ
ぎ

秀
子

河
崎

松
田

狩
野

佐
藤

俊
子

解
子

石
原

清
子

弘
子

神
近

市
子

速
記・
日
野
千
賀
子

R
.
s
.
T

な
っ

T 

iJ
坂
た
ぎ
f

谷
ロ

狩
野

清
f

敏
子

弘
子

103 
100 94 
I I 

102 99 

9
1

2 

93 ー
ー

9

7゚
 

66 63 
I I 

69 65 4
 
5

 

2
ー

5
 

4
1
8 

50 

4
1
0 

46 
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働
く
婦
人
の
手
帖
〈
※
生
活
記
録〉

日
記
抄

三
浦

富
子

或
る
夜

藤
井

和
子

手
帖
か
ら

吉
岡

静
枝

告
知
板
＊、

毎
週
土
曜
日
お
出
か
け
下
さ
い
〈
※
編
集
部
解
放

の
お
知
ら
せ〉
＊

投
稿
詩
（
英
美
子
選）
⑧

紙
面
解
放
の
お
知
ら
せ
＊

投
稿
短
歌
〈
編
集
部
選）
⑨

創
作
暉

明
暗
〈
※
小
説〉

大
石
千
代
子

真
昼
の
現
実
〈
※
小
説〉

野
村

千
代

崖
に
這
ふ
花
〈
※
小
説〉

須
賀

瑞
枝

お
な
つ
〈
※
小
説〉

三
井

広
子

談
話
室
⑪

東
京
読
者
茶
話
会
の
お
知
ら
せ
＊

編
集
後
記
⑫

（
神
近）
（
森
井）
（
村
山）
（
吉
田）

目
次
•

創
作
ヵ
ッ
ト
ー
—

紐い
田
勝
四
郎

の
訂
正
あ
り。

〈
注〉〇

末
尾
に
「
五
島
列
島
に
て」
と
あ
る。

（
 

②

『
宮
本
百
合
子
全
集』

第
十一
巻
（
新
日
本
出
版
社、

収。
③

末
尾
に
「
十
二、

六、

三」
の
日
付
あ
り。

④

目
次
記
載
「
八
幡
美
智
子」。

⑲

末
部
は
50
頁
に
分
載。

⑱

末
尾
に
前
号
（
第
四
巻
第
六
号）

昭
55)
に
所

92 90 

I 92 I 
93 91 

1,1 

89 

57 33 1 

I I I 
76 56 31 

7。ー
8

1

0
ー
1

l

l

 

ーーー

2

3

l
:
l

 

l

l

106 105 104 

I I I 
107 106 105 

扉
カ
ッ
ト

友
達
の
も
の
〈
※
随
筆〉

東
北
部
落
〈
※
短
歌〉

阿
部

静
枝

23 

矢
崎

武
子

神
近

市
子く
18
ー

22

表
紙
装
禎

グ
ラ
フ
の
頁
〈
※
写
真
と
短
文〉

夏
・

夏、

時
事
ニ
ュ
ー

ス

第
四
巻
第
八
号

一

九
三
七

八
月
号

（
昭
12)

年
八
月
一

日
発
行

駒
林

雅
子

1
ー

2

⑦

問
い
は
以
下
の
三
つ。
「
一

、

貴
女
の
職
業、

給
料
は
？

一
、

物
価

騰
貴
で
貴
女
は
何
を
切
り
詰
め
ま
し
た
か
？

一
、

貴
女
自
身
の、

又
は

職
場
の
物
価
騰
貴
に
対
す
る
御
意
見、

対
策
は
？」。
回
答
者
は
以
下
の

十
四
名。
二
上
桂
子
（
東
京
・

事
務
員）、

松
村
と
し
子
（
大
阪
・

事
務

員）、

高
橋
光
子
（
東
京
・

主
婦）、

山
中
英
子
（
大
阪
・

事
務
員）、

上

原
美
津
子
（
東
京
・

交
換
手）、

中
村
と
み
子
（
東
京
・

女
給）、

松
本
ぎ

み
子
（
東
京
・

車
掌）、

藤
井
和
子
（
東
京
・

事
務
員）、

坂
井
友
子
（
東

京
・

事
務
員）、

田
中
利
江
（
東
京
・

女
エ）、

中
田
と
み
子
（
東
京
・

女

工）、

鈴
木
静
江
（
東
京
・

看
護
婦）、

海
野
滋
子
（
名
古
屋
・
タ
イ
ビ
ス

ト）、

田
代
翰
（
東
京
・

看
護
婦）

⑧

末
尾
に
選
評
あ
り。

⑨

末
尾
に
選
評
あ
り。

⑩

創
作
欄
か
ら
頁
数
が
新
た
に
な
っ
て
い
る。

⑪

末
尾
に
「
編
集
室
よ
り」
の
コ
メ
ソ
ト

あ
り。

⑬

「
発
表
ご
と
に
好
評
の
「
あ
る
女
の
告
白」
は
訳
者
が
御
病
気
の
た
め

休
載
い
た
し
ま
し
た」
の
文
が
み
え
る。
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閑
古
蔦

栓
の
葉

ひ
た
す
ら
心
|
|＇
ウ
イ
ン
ザ
ー

公
夫
妻
|
|_

世
界
の
動
ぎ
〈

※
時
事
解
説〉

お
も
ひ

沼
田

比
企
野
英
子

飯
島
富
久
子

三
宅

五
衣

田
所

す
が

清
野

閑
子

睦
子

4

7

 

2
ー

2

l

l

〈

注〉い

目
次
記
載
「
松
本
き
み
子」。

編
集
後
記

（
神
近）
（
村
山）
（
森
井）

無
名
執
筆
者
へ

編

化

部

目
次
•

創
作
カ
ッ
ト
ー
|

峠い
田
勝
四
郎

講
演
速
記

女
は
何
を
求
め
る
か
ー
—ー

一

九
三
七
年
六
月
於
白
木
歴
ー
—ー

〈

※
婦
人
評
論〉

神
近

上
海
の
婦
人
雑
誌
〈

※
中
国
通
信〉
ぃ

劉

「
草
の
実」

新
人
五
人
集
〈

※
短
歌〉

鵜
飼
（
長
良
川
に
て
）

市
子

蒙
暉

0

9

 

l

I

l

l

 

^
＂u

l

2
|
2

 

l

l

2

3

 

2-

2
 

l

l

167 
168 I 167 166 

168 
166 

演
剌
に
よ
せ
て
〈
※
演
劇
時
評〉

社
会
時
評

文
芸
時
評

川
上
喜
久
子
氏
の
作
其
他

晴
子

曲
線
の
独
語
ー
—

中
間
者
の
苦
悶
に
寄
す
る
詩
—
_'
〈

※
四
部

詩
況

i

深
尾
須
府
子

読
書
案
内
③

8

.

o

6
 
9

ー

，

 

。ー

福
田

9
1
3 

95 

P
・
ロ
マ
ノ
フ

内
山

敏
訳

村
田

修
子

狩
野

弘
子

87 83 

I I 
92 86 

松
子

純
子

秀
f

164 160 158 156 155 154 
I 163 I I I I I 

165 163 159 157 156 155 
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或
る
女
の
告
白
〈

※
翻
訳
小
説、

第
4

回
〉

風
の
や
う
に
〈
※
詩〉

二
少
女
〈
※
小
説〉

朝
庭
〈
※
短
歌〉

架
空
〈
※
小
説〉

原
名
II
ソ
ヴ
ェ
ト

結
婚
生
活
の
日
記

82 

木
村

好
子

24
ー

25

松
本
喜
美
子
m
26
|

50

林

王
沙
子

51

佐
々
木
澄
江

52
|

67

日
記
の
中
よ
り

科
学
卜
。
ヒ
ッ
ク

女
人
罪
状
記
〈

※
実
話、

第
5

阿
〉

前
進
座
の
研
究
所
を
見
る

映
画
物
語
〈
※
映
画
の
あ
ら
す
じ
紹
介〉

働
く
婦
人
の
手
帖
念
※
生
活
記
録〉

農
村
雑
記

tj
松
ひ
で
み

旅
行
勧
誘
員
の
手
帖
念
※
目
次
「
旅
行
勧
誘
且
の
手
記」
〉

9_
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.
....

 
-

ー・・1内
膝

吉
田

マ
ネ
キ
ン
の
記

投
稿
短
歌
（
編
集
部
選）

投
稿
詩
（
英
美
子
選）
⑤

紙
面
解
放
の
お
知
ら
せ
＊

談
話
室

暑
中
御
見
舞
申
卜

げ
ま
す
〈

※
編
集
部
か
ら
の
あ
い
さ
つ
〉
＊

神
近

市
f

編
集
部
一

同

告
知
板
＊、

毎
週
土
躍
H
お
出
か
け
下
さ
い
〈

※
編
集
部
解
放

の
お
知
ら
せ
〉
＊

東
京
読
者
茶
話
会
の
お
知
ら
せ
＊
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ー
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③

詩
の
末
尾
に
「――1
0
•

初
夏
」

と
あ
り
、
「
曲
線
の
独
語
」

と
い

う
詩

に
つ
い
て
、
「
こ
の
一

篇
は、

か
つ
て
何
か
の
詩
誌
に
発
表
し
た
こ

と
が

あ
る
が、

ほ
ん
の
一

部
に
し
か
読
ま
れ
な
か
っ
た
と
思
ふ
の
で
、

こ
A

に

再
発
表、

よ
り
多
く
の
人
々
に
読
ん
で
頂
き
た
い
と
ね
が
つ

て

ゐ
る
。
」

と
い
う
深
尾
の
附
記
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

③

玉
城
肇
氏
著
『
家
族
論
』、

吉
岡
弥
生
女
史
著
『
来
る
も
の
A

為
に
』。

④

は
じ
め
に
編
躾
部
に
よ
る
前
書
ぎ
あ
り
。

伺

163
頁
は
「
選
後
の
こ
と
ば
」。
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III 

索

引



ロ
絵
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
執
筆
者
は
採
ら
な
か
っ
た。

て

表
記
は、

巻
数
ー
号
数
ー
頁
数
の
順
と
し
た。

わ
か
る
限
り
慣
用
さ
れ
て
い
る
名
前
に
ま
と
め
た。

な
お、

編
集
部
で
補
足
し
た
も
の
は

〕

で
示
し
た。

一
、

筆
名
は

ロ
ー
マ
字
で
表
記
の
人
名
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
と
し
た。

一
、

本
索
引
は
五
十
音
順
の
配
列
と
し、

外
国
人
は
苗
字
（
姓）

を
基
準
と
し
た。

一
、

原
則
と
し
て
仮
名
遣
い
は
原
文
の
ま
ま
と
し、

執
筆
者
索
引
・

凡
例

旧
漢
字
は
新
漢
字
に
改
め
た。

（
編
集
部）



執 筆 者 索 引

3-11-74

あ 秋山みつ子 2-10-60

浅井花子 2-4-172, 2-6-10,

R·M生 2-6-157 2-8-46, 2-10-90,

R·S·T 4-5-130, 4-7-92 3-3-86, 3-6-104・133,

アイ ・ ケイ

アダムス，レオニー
1-3-132

4-4-73 浅海 絢

浅海鋭子

朝霧かほる

浅野田鶴子

安達佐貴子

足達智子

阿藤ういぬ

阿部静枝

阿部真之助

阿部千鶴子

阿部フミ

荒井彩子

新井利子

4-2-96,4-4-28

3-10-107

3-11-162藍川陽子 1-5-91, 1-6-29,

相田ツル子

藍野照子

合原 滋

相見雪子

葵イツ子

青木恵一

青木ゆき

青野季吉

青山俊夫

2-2-114, 2-9-96,

3-1-85

1-3-81

3-1-68

2-7-131

1-2-100, 2-3-148, 

4-4-157

1-5-90, 3-2-147,

3-7-124,4-1-79

3-4-8

2-9-84, 2-11-48,

4-7-91

4-3-158

3-1-140

4-2-158

1-3-70

4-3-103,4-8-23

2-1-110,3-11-96

3-1-138

1-3-84

3-3-48

4-4-195, 4-5-149,

2-12-8 4-7-108, 4-8-162

1-4-71,3-10-85 荒田英子 2-5-158,2-7-205

2-1-110 有馬しづ 4-5-144

青山雪子 4-4-205 安藤佐貴子 3-7-82

青山留美 2-11-38,2-12-155

赤石敬ー 2-6-107 い

赤木時子 4-1-202

赤沢佐以子 2-2-96, 2-4-104, インベル，ウェーラ

2-5-158 飯島富久子

2-2-6 

4-8-122

赤松常子

秋尾 菫

秋田雨雀

4-4-133 飯塚要子 1-6-127, 2-2-116,

2-6-155 2-10-132

1-4-73, 2-5-110, 飯村二菓 2-10-26 

(7) 



生田花世 1-2-90, 1-6-103, 

2-1-108·146, 2-2-89, 

2-3-128, 2-5-126, 

2-9-142, 2-10-71, 

2-12-128, 3-1-186, 

3-5-64,3-6-14,3-7-52, 

3-8-76, 3-9-34, 

3-11-146, 4-2-23, 

4-3-126,4-7-14 

池上ゆき

池田スミ子

池田寿夫

池田みち子

池田レイ

池知まさ子

石 井

石井東一

石井友幸

石井波留子

石垣綾子

石川勝子

石川逹三

石田美枝

3-1-123, 3-5-84, 

3-7-101 

2-9-136 

3-8-26 

3-11-40,4-1-216 

4-2-155 

3-4-124 

2-10-46 

3-9-12 

2-11-8

3-1-157 

2-8-84 

2-3-152, 2-4-176 

4-1-152 

3-7-83,4-7-38 

2-11-33, 3-2-24, 

3-4-15, 3-5-30, 

3-11-150, 4-6-138, 

4-7-52·70 

石本〔加藤〕静枝 2-1-113, 

石本藤子

和泉あぎ

泉 すい

磯江朝子

磯部しづ子

板垣喜久子

一色 湖

伊 藤

伊藤菊枝

伊東さち子

伊藤静枝

3-6-25, 3-7-16, 

3-10-37 

3-4-91 

3-4-124 

3-7-100 

3-1-138 

3-10-107 

3-7-85 

4-1-229, 

4-3-152·157·159, 

4-5-143·148, 

4-6-143·144 

3-2-164, 3-3-160, 

3-4-69, 3-5-152, 

3-6-153, 3-7-197, 

4-1-230 

1-2-101 

3-10-108 

2-4-159, 2-5-154, 

石橋しづ子 3-7-82 2-6-147,2-7-176 

石浜秀子 1-5-162, 1-6-96, 伊藤ノブ子 3-10-108

2-3-60, 2-5-99, 

2-7-138,2-8-73, 

2-9-153, 2-11-75, 

2-12-148, 3-1-132, 

3-2-58, 3-3-93·118, 

3-5-7 4, 3-7-91, 

3-8-90·93, 3-9-34,

3-10-94,4—1-224,

4-6-126

石原清子 1-3-80, 2-10-63,

(8) 

井上たか子 3-1-139,4-6-87 

井上まつ子 3-4-78,3-9-34

井上禄子 4-5-143 

伊庭 孝 2-7-91 

伊庭 信（伊庭信子） 2-5-161, 

3-2-104, 3-3-115, 

3-7-103,3-8-114 

伊吹山百合子 1-6-127,2-3-150 

井部愛子 2-10-29, 3-3-64, 

3-4-38, 3-5-52, 3-8-42, 



伊馬鵜平

今井邦子

今崎静江

今 村

今村生

岩井とし

巌木 勝

岩田とし子

岩松 淳

印南健之助

ヴォイノウ，アンドリウ

ウォルコフ，エ ヌ

上田敏子

上野壮夫

上野 碧

上原美津子

牛山隆介

臼井敦子

内山 敏

宇野とよ

生方たつゑ

海野滋子

梅沢 貞

3-9-44, 4-4-145,

4-6-113

3-10-85,4-3-117

1-1-108, 1-2-120,

1-5-104, 2-1-112·116,

2-2-123, 2-7-144,

3-2-33,4-1-18,4-5-18

4-3-159

3-5-94

3-9-96

3-11-162

2-12-67,3-3-8

3-11-92

4-1-178

4-6-121

＿
つ

4-6-126

3-1-116

4-1-225,4-6-147

3-1-58

3-3-111,3-9-74

4-7-96

2-7-156,3-11-88

1-2-101, 2-7-167,

4-4-158

4-4-182,4-5-65,

4-6-90,4-8-68

1-3-82

1-3-122

4-7-99

1-3-122, 2-2-100,

4-4-158 .,...

A 

H 子

N · H 

N 生

S · M

s u 生

X Y Z 

江口 漠

江田トミ子

江東すま

え

1-6-156

1-4-131, 1-5-204

4—3-158 

3-11-162

3-4-121,3-9-82

1-6-100

2-1-190, 2-3-164,

2-6-158, 2-8-82,

2-12-164, 3-7-87,

4-7-51

1-4-72,2-1-111 

4-2-159

4-1-231

円地文子 2-9-113, 3-4-70,

4-1-152

ぉ

オジヶ，マリー

ォースチン， メリー

及川圭子

及川弘子

2-11-69

4-4-78

3-8-85,4-1-220 

4-2-159

及川道子 2-3-114

大井重代 1-2-99,2-3-148

大石千代子 2-2-37, 2-9-71, 3-5-95,

3-7-139,4-1-59,4-7-1

大久保さわ子→八木さわ子

大迫規子

大沢春子

大沢富美子

大須成秋

太田静子

太田武夫

2-4-150

1-5-160,4-4-156

1-6-125

2-1-161

3-1-140

3-7-77,3-10-89

(9)



大田みさを

大田洋子

大谷藤子

大塚君子

大塚文野

大貫迪子

大野みどり

大場静子

大畑李花

4-2-159

2-1-107, 4-1-36,

4-4-160,4-5-100

1-3-78, 1-5-85·99・104,

2-1-91, 2-8-143,

2-10-144, 3-4-124,

3-9-94

3-2-46,4-7-91

1-2-101, 4-4-159

3-1-137

3-1-139,3-7-82

2-3-107

2-7-206·208,2-9-137,

2-10-132, 3-1-156,

3-5-96, 3-6-1 i'o

大原富枝 1-6-129, 2-1-142,

岡 邦雄

2-3-149,2-4-43,

2-5-161, 2-11-115

3-1-13

小川ひで代

小川松子

沖みさ江

荻原みどり子

奥井清子

奥田貞子

奥田白春

小倉寿子

小倉雪江

尾崎士郎

尾崎孝子

押川如水

3-2-84

3-6-113

3-10-102

3-5-98

3-5-96

3-4-114

2-6-152,2-7-203

1-6-128

3-1-152, 3-3-112·127,

3-8-115

2-1-107,4-3-140

3-7-7 4, 3-10-19,

4-7-13

2-5-153

小千谷·S 4-1-231

小田初枝 2-2-88,2—3-149,

2-4-106·171, 2-5-131,

2-6-65, 2-7-208,

2-10-180, 2-11-114

岡田桂子 4-1-200 小宅しやう 2-2-99

岡田三郎 1-4-72, 2-1-109, 落合→落合けい子

4-3-141 落合けい子（落合）

岡田静枝

岡田禎子

岡田弘子

2-7-181 鬼鳥三四

3-3-72 小野明子

2-10-129

岡田八千代 2-12-138, 3-6-94,

3-11-140,4-1-143·211

岡野房子 3-3-105·119

岡村須磨子 1-2-83, 1-5-122,

2-4-171, 4-5-28

岡村すみ子 3-11-162

岡村昌子 4 2 159

岡本かの了· 1-5-64, 2 6-140,

3-8-52,4 2 14 

小野克子

小野ユリ

遠地輝武

カレワノワ， A

甲斐仁代

甲斐水枠

皆藤ぎみ

か

4-3-160

2-11-114

2-8-29

3-1-140,3-7-84

3-4-84

2-11-22,3-6-64

2-5 123

1-6-113,3-11-73

3-1-139

1-3-123

岡本腎次

岡本れい

3-10-65 香川明子 4-7-113

4-2-159 影山久美子 3-1-157, 3 2 98·105, 

(10)



3-4-108, 3-5-96·l 02, 

3-6-104, 

笠間呆雄 2-11-103 

梶並まち 2-6-156,2-8-111 

樫野恒子 1-3-69 

鹿島波沢 4-6-143 

片岡鉄兵 2-6-74,3-1-13 

片山恵美子 3-1-140 

片山道子 4-8-159 

方等みゆき 1-6-85, 2-1-190,

3-10-22,4-5-25 

勝瀬壮一 2-6-123 

香月登美 2-12-143 

加藤→加藤敏子

加藤アヤノ 3-2-100 

4-3-112 

4-3-138 

3-4-111 

加藤悦郎

加藤勘十

加藤小夜子

加藤たみ子

加藤敏子（加藤）

3-11-162 

2-3-198, 

嘉納とわ

狩野弘子

2-4-105, 2-5-176, 

2-6—174, 2-7-96·222, 

2-8-81・171,

2-9-40·159 ・ 180·182,

2-10-46·181, 2-11-170,

2-12-165,3-1-13·204,

3-3-160, 3-4-126,

3-6-93·95, 3-8-89,

3-9-34

3-1-140 

2-2-75, 2-10-40,

2-11-26, 2-12-84,

3-3-38, 3-4-54·119,

3-5-45, 4-4-171,

4-7-40·70,4-8-87

樺山千代（野村千代） 1-3-79, 

(11) 

1-5-97, 2-3-28, 

3-9-100, 4-2-30, 

4-7-33 

上泉秀信 2-1-113 

上荘皓太郎 4—5-97, 4-6-119, 

4-8-130 

神代翰子 3-8-101, 4-5-149 

神代不二子 3-3-101, 3-5-82,

3-7-100 

神近→神近市子

神近市子（神近） 1-1-95, 1-2-128, 

1-3-60·7 4·98, 

1-4-80·131, 

1-5-138·204,

1-6-100·156, 

2-1-214-215, 

2-3-9・198,2-4-9・192,

2-5-96-176,2-6-9・174, 

2-7-9・134• 180• 230 I 

2-8-171, 2-9-7・181,

2-10-7-46·182, 

2-11-7·126·170, 

2-12-7-127, 

3-1-7・13·36·203,

3-2-7·164, 3-3-7·22, 

3-4-7·126·68, 

3-5-7·8·152, 

3-6-7·34·52·91 ・ 152,

3-7 -15·66·196·197,

3-8-37·166, 

3-9-7·30·34·153, 

3-10-37·162, 

3-11-120·163, 

4-1-152·167·232, 

4-2-124·160, 4-3-120,

4-4-18·160·207, 



4-5-88·100, 4-6-159,

4-7-10·70·92,

4-8-18·110·166·167

上仲絹子 3-1-126, 3-2-105,

3-3-117, 3-6-112,

3-7-104

亀井勝一郎 1-4-74, 2-1-107, 

2-6-79

鴨下荻江

川上津江

川上文子

川喜多かしこ

川 ロ

川口千香枝

河崎なつ（河崎なつ子）

4-7-70

川島園子 2-10-129

川尻秀子 3-11-161

河瀬秀太郎 3-10-87

川瀬広雄 4-7-30

川瀬美子 1-6-144, 3-4-82,

4-8-165

3-11-88

2-10-46

3-1-136

1-5-103, 

3-11-104

河田 潔

川野マス子

河原よし子

河東清子

3-7-84

1-6-73

3-9-8

3-11-83

3-6-98

1-5-143

河村かつね 2-6-155, 2-8-110,

2-9-136, 2-11-115

川村幸子

河村しゅん

神崎 清

4-4-205

2-8-110, 2-9-137

1-3-124, 1-4-94,

2-1-112, 2-6-85,

3-1-92

神田テル

神田よし

季 花

菊尾豊子

菊地昭江 2-12-i56,3-l-156

菊池甚ー（菊地甚― ) 4-1-190,

4-2-119, 4-3-141,

4-4-176, 4-5-112,

4-8-132

菊盛英夫 2-7-89

如月藍子 4-4-195

貴司山治 2-1-113

岸 丈夫 4-3-115

岸 輝子 2-3-103

岸田隅江 3-1-123,3-11-161

岸田千代子 3-1-139

喜田麗子 2-12-111

北川千代 2-1-108,4-1-32

北島 楓 2-7-204·208

北原 操 3-6-106, 3-7-74,

3-11-110,4-1-198

北山雅子 3-7-105,3-11-146

木寺黎二〔松尾 隆〕 2-11-12

衣川ふさ

絹田とし

木下歌子

君 島

木村荘五

木村恒子

木村好子

4-1-231 木村廉
―

1-6-144

き

4-1-229

4-2-158

4-5-142, 4-6-143,

4-7-113,4-8-158

4-6-148

2-8-146

2-10-46

4-5-84

3-4-108

2-8-101, 3-3-87,

4-4 23,4-8 24

3-1-47

1-2 84

2-6-155 

(12)



清瀬いづみ

清野閑子

清藤みつ子

桐畑剛吉

1-2-103

4-8-123

3-10-107

4-6-102

＜

日下典子 1-3-76, 1-5-20,

2-1-108, 2-4-127,

2-8-77, 2-9-8,

2-12-117, 3-1-79,

3-2-58, 3-3-128,

3-6-84, 3-7-162,

3-8-87, 3-9-73,

3-10-110, 3-11-106,

4-2-92,4-6-67

4-5-145, 4-7-109,草川帆子

4-8-161

鯨井静子

楠八重子 3-11-23

2-11-114・202,

2-12-158,3-1-157,

3-2-104, 3-5-96,

3-6-110, 3-7-104,

3-8-113, 3-9-98,

3-10-103, 4-1-228,

4-3-157, 4-6-143,

4-7-112,4-8-158

くらたゆかり 1-6-86

栗原章子 2-4-81, 2-5-139,

2-6-131, 2-7-163,

2-8-92, 2-10-98,

3-4-94・126

黒岩菊野 4-3-156, 4-5-143,

4-6-143,4-7-112

1-6-126黒沢かく子

黒沢斎子

黒田乙吉 3-6-22

3-1-154 黒田米子 2-2-101, 2-8-149,

葛原けい 4-7-38 郡司みや

久野連峰 2-8-125

窪川稲子（窪川いね子）〔佐多稲子〕

1-2-85, 1-3-75,

1-5-95·130, 2-1-177,

2-5-120, 3-1-13,

3-5-63,3-6-56,3-8-66,

3-9-34·72·94,4-3-18

久保田愛子 4-8-165

久保田初瀬 3-1-136

熊谷みどり

熊代とよ

倉沢 薫

1-6-125

3-2-49

1-6-127, 2-3-150,

2-4-170, �-5-162,

2-7-208, 2-8-109,

2-9-136,2-10-132,

k
 
k 子

3-8-60,4-2-89

け

1-5-160

4-1-231

2-12-137,3-1-135

3-3-79

K · G(KG) 1-3-132, 1-4-131,

1-5-204

K ·I·K 3-6-61, 3-8-96, 3-9-78,

3-10-48

K·M·R 

K · T  

圭 子

1-5-114

1-2-128

3-1-128

(13)



こ

ゴーチェ，テオフィル 1-1-104 

コンクリング，グレ ー スハザー ド

4-5-59 

小池みどり→山内みどり

小泉よし江 3-1-137 

高良富子〔高良とみ〕 1-5-116 

古賀英子 1-3-75, 1-5-148, 

2-9-72,3-2-136 

小口みち子

小暮妙子

小坂たき子 1-1-26, 1-3-78,

1-5-67·96, 2-7-10,

2-8-136, 2-11-155,

3-1-80, 3-4-57·66,

3-7-90, 4-1-152,

4-2-101, 4-7-48

小島 春

小杉 輝

古関金子

2-3-101 小 山 3-1-123 

2-1-146, 2-7-205 小山いと子 1-2-93, 1-3-76,

2-8-109 2-11-40 

2-1-144 紺野百代 3-3-106,3-7-106 

1-6-143, 2-1-143, 

2-2-85·97 

小寺菊子 1-3-84, 2-1-108, 

4-1-28 

後藤郁子 1-6-81, 2-7-132, 

3-1-97, 3-3-114, 

3-5-104, 3-6-114, 

3-7-58·109, 3-8-118, 

4-1-24,4-7-20 

小西みどり

小 林

小林一三

小林きみ

小林秀恒

小笛瑳智

4-2-140 

2-8-134 

4-3-138

小堀まき

小堀まさ

駒井玲子

小松 清

小松ひで子

小松ひでみ 2-3-151, 2-10-135,

3-2-98, 3-3-109, 

3-5-94, 3-8-115, 

3-9-96, 3-11-158, 

4-8-153 

小村千代子 3-10-75 

1-5-96·108, 2-6-41, 

2-12-115, 3-1-81, 

3-11-24 

小山とみ子 1-6-128 

小山実枝 3-10-108 

近藤富貴子（近藤ふぎ子） 1-6-87, 

西条きん子

斉藤英子

斉藤悦朗

斉藤圭子

斉藤 史

斉藤みよ子

三枝正世

佐賀舟江

坂井和美

3-3-116 酒井和

3-10-85 坂井友

1-5-179 酒井信子

さ

3-8-100 

3-5-79 

4-1-148 

2-9-67 

2-11-110 

2-2-115 

1-6-129 

2-6-125 

3-7-86

3-1-140 

4-8-159 

3-2-107,3-3-143 

4-8-161 

2-11-111

3-2-100

4-7-97

4-1-230

(14)



酒井弘子

坂崎 坦

坂下愛子

坂田みよ子

佐川きん

佐川敏子

佐川ふみ

桜井浜江

佐々木澄江

佐々木節子

佐々木ふみ

佐々木富美男

笹森寿子

佐 藤

佐藤京子

佐藤鈴子

佐藤俊子〔田村俊子〕

佐藤春子

佐藤正子

佐原浩子

鮫島慶江

沢 智子

沢ゆき子

沢木隆子

沢田宣子

山東須磨

差山絹枝

し

3-5-80

4-2-110

2-6-154,2-7-196

1-6-144

3-7-78

3-3-50

2-7-195

3-3-54

4-8-52 静田 偲

3-11-107 斯波 麗

3-10-108

3-4-126,3-9-86

2-11-121

3-3-126

4-2-158

3-11-96

4-1-142,

4-7-70

4-2-155,4-3-153

4-4-205

3-6-111

4-6-30

2-2-111,3-8-63

3-3-83,3-11-18

3-1-100,4-3-26

2-12-123

3-1-137

2-12-155

椎木美代子 2-1-140

椎野かつ 1-2-100, 2-2-99,

2-7-167,4-4-157

しいま・ちいよ 3-3-119

志木晶子 3-3-107·116, 3-5-97,

3-6-111,3-7-106

式場隆三郎 3-1-50, 4-4-160,

4-5-100

芝山みよか

渋谷 修

志摩美子

島田杜美

島村雪子

清水俊二

清水千代

下長根待子

城 晴子

白井尚子

白石賀子

白石きく

白木幸子

白鳥菊雄

白水千代

白妙三千代

新宿生

進藤恵美子

2-1-143

3-2-107

2-3-101

2-11-81

3-3-105

4-4-199

2-11-114

2-6-150

3-1-136

3-7-83

4-2-139,4-4-203

3-1-140

2-10-129,3-1-138

2-7-199, 2-10-140,

3-1-125

2-10-139

4-2-103

2-9-82

3-11-22

4-5-150

3-1-137

シャギニヤン， マ リエッタ2-11-118

ジヤンスキー，A・ ルウベ スウシユキナ，A

1-4-115, 1-5-152, ステツキイ

1-6-145, 2-1-191,

2-2-49,2-3-176

す

2-4-113

2-6-126

須 賀 2-9-181

須賀瑞枝 1-3-30, 2-1-57,2-7-42,

(15)



3-1-83, 3-6-89, 鈴木光子 4-1-231

4-1-214,4-7-57 隅川阿紀 4-8-160

菅原誠子 3-9-98

杉 3-7-198,3-9-154 せ

杉とし江 3-8-104

杉内いち 3-2-53,3-8-108 瀬川はな子 3-2-106

杉浦翠（杉浦翠子） 2-8-153,3-7-73 関 鑑子 1-6-122,2-1-112

杉田いち 4-2-131 関みさを 3-11-78, 4-1-126,

杉田千代乃 2-6-143,3-4-87 4-2-82,4-3-107

杉田鶴子 2-11-120 関屋敏子 2-3-134,2-6-141

杉 村 2-7-194 世田三郎 3-8-49

杉村あい 2-12-161 節 子 4-6-157

杉村河川 3-8-109 芹沢光治良 1-4-71, 2-7-93

杉山平助 1-4-71, 2-1-109 泉田律子 2-3-61, 2-10-62,

スズエ 4-1-225 3-1-106, 3-6-91,

鈴木愛子 2-10-130 3-9-96,4-2-98

鈴木静江 2-12-152, 3-1-120·154, 船場洋子 2-12-158

3-2-105·106,

3-3-115·126, 3-4-125, そ

3-5-96·101,

3-6-104・110, 相馬黒光 3-10-24

3-7-100・104·107, 外木ゆたか 2-4-103

3-8-114·11 7,

3-9-96·99, た

3-10-103·106·107,

3-11-160·161, 4-1-230, ダッチ， バベツト 4-6-88

4-2-156, 4-3-157·158, 泰平幸子 4-3-153

4-4-194·205,4-6-158, 平 林辰 2-10-59

4-7-98·108·112·90 高沖陽造 3-7-110

鈴木澄江 2-12-159 高木ぎよ子 2-10-140

鈴木妙子 1-6-128, 2-2-31, 高木トミ 4-2-158

2-7-209 高桑菊子 3-1-136,4-6-25

鈴木武子 2-1-143, 2-3-151,
高、． 瀬 3-8-109,4-5-148

2-4-175,2-5-159 高瀬裕孝 3-5-94,3-8-117,4-8-165

鈴木東民 3-6-15,4-1-122 高田せい子 1-4-103,3-4-96

鈴木とく子 3-1-72,3-3-125 高取春子 1-6-128

(16)



鷹野つぎ 1-3-78

高橋あやめ 2-4-102·l 71, 2-6-155,
2-12-158 

高橋英子 4-2-22

高橋鈴子 1-6-6,2-2-115

高橋たか子 2-4-173,3-7-64

高橋常子 4-4-205

高橋友子 2-2-129, 2-4-86,
2-5-142,2-6-114

高橋豊洋 2-3-104

高橋光子 4-7-95

高橋麗子 4-5-150

高浜秀子 3-7-88

高見 順 4-1-152,4-3-140

高見沢直江 2-6-55, 2-12-118

高実子せき 4-8-159

高柳奈美 1-6-90

滝口修造 2-11-43

竹内茂代 3-11-94

竹内次郎 2-11-69

竹内 直 4-4-172

竹内てるよ 1-3-81, 1-4-91, 
1-5-126, 2-1-186,
2-4-173, 2-11-36,
3-1-102, 3-4-52,

3-7-60, 3-8-118,
3-10-20, 3-11-114,
4-6-28

竹内茂登子 3-1-138

竹内 好 2-2-16

武島たま子 1-6-82,2-1-139・141,
2-2-97,2-3-101・151,
2-4-177, 2-5-160,
2-6-153, 2-8-111,
2-10-141

竹田和子 2-4-170

(17) 

武田和重 3-11-23 

武田茂雄 1-3-78

武田忠哉 3-3-35

武田松枝 3-10-107·108

武田麟太郎 2-4-76, 3-4-76,
3-5-65·67

竹田守貞子 4-7-38

竹中繁子 2-1-98,2-6-88

田代ふで 4-1-230 

田代 ふ翰み 4-7-99

田代れい 4-5-143

竜川麗子 3-10-102·104,4-1-226

竜二庸子 2-1-142

立野信之 4-1-180

館美保子 1-2-82,3-3-85,3-11-20

館山しのぶ 2-1-149 

田所すが 3-7-85,4-8-123 

田中寿美子 1-3-79

田中たづ 3-8-116, 3-10-104,
4-2-155,4-7-109

田中つね 1-6-144

田中利江 4-7-98

田中ふみ 4-4-201

田辺寿美子 4-6-146

谷 葉子 4-7-112

谷口敏子 4-7-39

田原明子 2-3-150, 2-4-170

玉城 肇 2-10-8,3-2-18,3-5-18,
3-6-40, 3-7-32, 3-8-15,

3-9-20, 3-10-54,
4-4-160,4-5-100

田 村 2-10-46

田村泰次郎 4-1-152,4-3-141 

丹 映子 2-12-159, 3-3-115,
3-6-112, 3-8-113,
3-9-99



丹下富士雄 2-7-199 鶴司直枝

丹沢豊子 2-10-129, 3-4-69,

4-5-79,4-7-17 て

丹塚もりえ 4-3-24

ち

千葉亀雄 1-4-74, 2-1-110,

2-4-72,2-7-80

千葉つな 4-6-130

中条百合子〔宮本百合子〕

代

子ょ

千

ち

1-3-77, 1-5-79, 1-6-78, 寺尾文絵

2-1-108, 2-3-110, 寺田不二子

4-3-98, 4-4-160, 寺元亮子

4-5-100,4-7-22 転部清子

2-12-158,3-3-115

3-2-106

つ

津川文子

辻 修

辻 正子

2-4-101 

4-1-208,4-2-128

4-2-156

辻村もと子 1-1-2, 1-2-110, 1-5-6,

2-3-10, 2-7-64,

3-1-172, 3-7-56,

辻山春子

津田盈子

津田たけ

土屋滋子

壺井 栄

1-5-124, 3-1-101,

3-7-63,4-4-25

T 

T 生

T K 0 

T · S  

鉄木閲子（鉄木えつ子）

土井ちょ

土井倭文子

東郷青児

塘之木琴

3-6-113

4-7-103

4-5-135

4-5-144

1-5-110·113

2-10-137,

2-12-154, 3-1-153,

3-3-105·106

4-6-157

3-7-85

3-6-112,3-7-106

3-4-80

と

1-2-100

3-9-96·99

4-3-140

3-5-98,3-6-104・110,

3-7-103, 3-8-114·116,

3-9-98,3-10-102

遠山サチ 3-1-126

遠山菓子 1-2-115, 2-1-123,

3-10-147, 4-1-152 2-2-116, 2-6-98

4-3-28 十返 ー〔十返肇〕 2-8-48

3-8-114,3-9-98 徳田→徳田まち子

2-12-159 徳田まち子（徳田） 3-6-153,

l-5-30·99,2-7-32 3-7-197,3-8-166,

2-4-10,2-8-144 3-9-154

壺田花子 1-2-82 徳永 直 1-4-70, 2-1-109,

露木陽子 1-2-83, 1-4-89, 2-4-75,3-2-46,

4-3-138

徳久歌子 2-2-115,2-4-18,3-2-86

(18)



戸坂 潤 2-1-110, 2-4-74,

2-7-73,4-1-114

戸田みね 4-1-231

利根川ユリ（野辺由利子） 1-4-33,

2-10-150,4-1-218,

4-5-30

富岡佐理以 2-7-206 永瀬清子

富岡紀子 2-11-30

富沢美穂子 2-1-156, 2-2-117, 

2-3-141, 2-4-165

富田住子 3-11-23

中島幸子

中島千栄子

中島 久

富田マキ

富田路子

富永郁子

富本一枝

4-1-231

3-3-116

3-7-172

1-6-131, 2-8-154,

2-9-71, 2-11-144,

2-12-162, 3-1-73,

3-10-37, 3-11-12,

4-4-153

豊田三郎 4-1-152

鳥居みどり（鳥居緑） 2-7-191,

2-8-151, 4-1-170

な

内藤純子 4-8-155·164

永井街子 1-1-86, 1-6-66,2-2-73,

2-4-154, 3-9-96,

4-5-126

永井 光 3-5-94,3-6-105

永井八重（永井八重子） 2-8-110,

2-11-115, 2-12-159,

3-2-104, 3-4-125,

3-5-97, 3-6-111,

3-7-100·103

中川八重子

1-5-139

1-5-161

3-1-156, 3-3-116,

3-5-95·97, 3-6-112,

3-7-104, 3-8-114,

3-9-98,3-10-102

1-2-107, 2-8-98,

2-9-46, 2-10-76,

2-11-30, 3-3-76,

3-4-50, 3-5-71,

3-7-62·90,4-2-20·78,

4-6-26

長田せい子 1-6-100

永田露子 1-5-160,4-4-159

中田とみ子 4-7-98

中田豊子 2-11-35

中田信子 3-3-82,4-3-22

中根みや（中根ミヤ） 1-3-123,

中野重治

中野鈴子

中野みつ子

中原ゆき子

仲町貞子

中路知子

中村歌子

中村紅海

4-4-206,4-8-165 中村とみ子

2-2-100

2-6-81

2-9-94, 2-12-93,

3-4-51,3-9-88,4-2-18

3-1-122

1-6-26

1-4-27, 1-5-99・105,

2-1-111, 2-6-47,

2-8-139, 2-12-120,

3-1-84

1-5-161

1-2-99

2-6-156, 2-7-209,

2-8-109, 2-10-132,

2-12-159

中村テル 2-2-105,3-2-66,3-8-58

中村敏江 2-8-112·11'3, 2-12-152

4-7-96
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中村なつ子

中村フジ

中村紅子

中村正常

中村美津

中屋かず子

名取たづ子

鍋島道子

成田千代子

南部たかね

に

4-5-143 西村愛子

2-8-106 西村あや子

4-4-194 西村綾子

4-3-139 丹羽文雄

3-6-104

1-6-143 ぬ

3-2-88

2-10-129,3-7-83 

3-2-105

3-3-103·116

2-5-114,2-7-86

4-4-105 ヌシノフ，イ 2-8-52,2-9-52

3-2-90 沼田睦子 4-6-134,4-7-66,4-8-124 

2-3-105

の

新居 格 2-6-76, 2-10-14,

3-7-81, 3-10-85,

3-11-120

野上弥生子

野沢三枝子

能代とよ

野瀬あきよ

1-1-98 

1-2-102

3-8-56

4-2-159

新居滋子

新居好子

新島 繁

3-1-138 

4-1-152,4-2-94

3-2-28, 3-3-60,

3-4-46·119, 3-5-40,

3-6-49, 3-7-70·196,

3-9-96, 3-10-78,

3-11-86, 4-1-140,

4-2-86, 4-3-142,

4-4-168, 4-5-94,

4-7-90

二木志津子 2-4-170, 2-6-155,

2-7-204,2-10-132

方はくみ 3-7-86

西川とも子（西川智子）

1-2-49, 1-6-63

錦戸磨瑣子 2—7-207, 2-8-113,

2-10-142

3-4-124

野田町子 4-1-231

野地蒋子 3-2-102·104

野辺由利子→利根川ユリ

野村郁子 2-8-109,2-10—132 

野村千代→樺山千代

ハイネ

バルザツク

萩倉ちさゑ

橋本公子

筈見恒夫

は

3-4-60

1-3-106

3-1-138

3-9-91

4-7-63

長谷川時雨 1-4-7 4, 2-1-134,

3-5-48,3-6-74,4-5-21

長谷川如是閑 3-1-8

初井しづ枝

服部清f

3-7-83 

4-3 159西崎三枝

西沢春子

西田やゑ -4

4-5-136 花井八重 2-7 209

1 6 125 英 美子 1-3 68, 1-6-115, 
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2-1-113, 2-2-95, ーツ橋美江 3-7-84 

2-4-146, 3-1-98, 日 野 3-1-125 

3-9-60, 4-1-22, 日野たつ 2-3-71 

4-5-14 7; 4-7-18·l l l, 日比野友子 3-1-136 

4-8-163 平尾 真 2-6-124 

羽田野繁子 3-1-138 平田澄子 4-6-131 

波乃宏子 1-3-72, 1-5-145 平林英子 1-1-102, 1-2-57, 

馬場幸子 2-10-62 1-3-29, 1-5-87·95·l 07, 

馬場秀夫 3-6-30 1-6-117, 2-1-107, 

浜井ちよ子 4-2-159 2-3-88, 2-9-145, 

浜田槙尾 2-6-113 2-11-127, 2-12-120, 

浜野 弘 4-1-204 3-1-78,3-3-89,3-7-90, 

林 3-2-163 3-11-102,4-1-152 

林 房雄 2-12-82 平林たい子 1-2-113, 1-3-74,

林玉沙子 4-8-51 1-5-95·134, 1-6-139, 

林芙美子 2-l-107,3-9-34,4-3-125 2-1-183, 2-3-122, 

林マサミ 3-1-139 2-6-145, 2-8-68, 

早見君子 4-3-148 3-1-13·41, 3-5-93, 

原 2-10-46 3-7-102, 3-10-37, 

原 潤子 2-4-140,2-6-156 4-2-108, 4-14-160, 

原 泉子 3-4-98 4-5-100,4-6-32·110 

原 信子 1-3-83,2-3-124 平山千加子 3-2-107 

原 百代 4-1-130 広川 恒 2-10-23 

原よしみ 1-5-103 広島徳四郎 2-2-6, 2-3-94 

広島与志 3-1-116 

ひ 広瀬章子 4-6-131 

沐 蛍 2-2-16 

ビヨルンソン 3-10-96 

氷川 邦2-7-209,2-8-110,2-9-136

比企野英子 4-8-122 

ふ

久板栄二郎

久林富良

飛弾高子

日高栄子

2-7-78 フィッシャ，ルイズ 3-9-57 

2-8-52,2-9-52 深尾須磨子 2-1-10, 2-3-19,2-6-92,

3-11-58, 4-6-119 3-1-96, 3-3-113, 

3-8-103 

日高ゆりゑ（日高ゆりえ）

3-7-108, 3-8-118, 

3-9-34·52, 

3-4-102,3-9-69 3-10-37·106, 3-11-160,
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深水文絵

深谷 亮

福田愛子

4-1-20·227,4-8-96

4-6-142,4-7-109

3-4-74

2-2-87

福田たの子 3-1-138

福田晴子 1-1-90, 1-3-54, 1-4-70,

1-5-95·137, 1-6-91,

2-1-109, 2-2-82,

2-3-83,2-4-52,2-6-93,

2-8-70, 2-9-40,

2-10-72, 2-11-72,

2-12-144, 3-1-86·131,

3-2-34, 3-3-90, 3-4-62,

3-5-69,3-7-55,3-8-94,

3-9-54, 4-1-173,

4-4-141,4-8-93

袋菓那子

富士胆弥

藤井和子

3-10-86

2-10-59

3-5-81, 3-11-108,

4-7-97·105

藤井田鶴子 1-1-105, 1-2-126, 

藤川ゆき子

藤木桐子

藤島まき

1-3-94, 1-4-112,

1-5-169, 1-6-140,

2-1-152, 2-2-141,

2-3-138, 2-4-107,

2-5-132, 2-6-136,

2-7-168, 2-8-102,

2-9-138, 2-10-95,

2-12-140, 3-1-112,

3-2-108,3-3-96,

3-4-106, 3-6-100,

3-7-75,3-11-100

4-5-143,4-7-112 

1-3-21, 2-4-191

2-2-115, 2-5-10,

2-8-141, 2-9-29,
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2-12-114, 3-1-82,

3-4-1, 3-11-144,

4-1-91

藤間まさ子 2-9-136 

藤森成吉 1-4-70,2-1-108,2-5-112 

藤原あき 1-4-105, 2-7-183,

3-3-76, 3-8-54, 

3-10-51, 3-11-120,

4-6-18,4-7-70

藤原かた子

藤原染子

二上桂子

舟木重信

舟崎静枝

舟橋聖一

古宮ハナ子

古谷文子

古屋葉子

ボーイル，ケイ

ボーゲン，ルイズ

ほ

4-7-39

3-1-139

4-7-94

2-2-73

3-7-85

2-10-81

3-8-108

2-8-138

4-3-157

4-5-58

4-4-76 

ボビンスカ， ヘ レーナ（ホビ ‘ノスカ，

ヘ レーナ、 ポビンスカ， ヘ レーナ）

2-7-98, 2-8-114,

2-9-114, 2-10-100,

2-11-83, 2-12-96,

3-1-142,3-2-70

帆足信枝 3-10-80

帆 足生 3-3-127

蓬坂喜代 3-2-107

保科まさみ

星野 晴

細井早苗

細井しん

3-10-76·108

1-6-127

4-3-159

3-11-157



細川ちか子 2-1-112,2-3-129 

細田民樹2-1-107,2-5-109,3-10-74

保里佳子 4-4-156 

堀八重子

本多順子

ま

マシアス，ブレンチ 4-6-89

前川政子 2-12-153, 3-1-156,

3-3-110

前田美代子 3-7-107 

真気→真気信子

槙 直美 2-10-133·136,

2-11-110, 2-12-158,

3-3-113

真気信子（真気） 2-11-170,

槙 真美

牧美沙子

牧野芳子

正木とし

柾木不二夫

真杉静枝

増 田

増田玉子

松 井

松井水枝

松浦顕子

2-6-174

3-1-138

4-7-39

2-2-99 松田解子 1-1-49, 1-2-109,

3-11-22,4-6-132 1-3-77, 1-5-121・136,

1-6-105·111, 2-1-11,

2-2-144, 2-3-126·l 54,

2-5-163, 2-6-106·159,

2-7-212, 2-8-83·l 58,

2-9-161, 2-10-116,

2-11-129, 2-12-124,

3-1-13·72, 3-1-130,

3-5-60·64·93・103,

3-7-54, 3-11-143,

4-5-80,4-7-70

1-2-102

2-12-166, 3-1-13·205,

3-2-164, 3-3-159,

3-4-126·68, 3-5-152,

3-6-152, 3-7-197,

3-8-166, 3-9-34·153,

3-11-163, 4-1-232,

4-2-160,4-3-160

3-8-113

2-5-162, 2-11-115

3-7-84

2-3-104

2-6-90,3-2-42·54

1-1-100, 1-4-51,

1-5-97·172, 2-2-114,

2-3-91, 2-7-137,

3-8-156, 4-1-100·152,

4-5-72

2-10-46

4-6-155

松原しま子

松村珊子 3-2-65

松村とし子 4-7-95

松本員枝 4-7-91

松本かづ子 2-9-134, 2-10-134,

2-11-111, 3-7-92,

3-10-108

松本きみ子（松本喜美子） 1-3-81,

1-5-99, 2-2-86,

2-12-30, 3-4-53,

3-10-140, 4-2-4 7,

4-8-26

松本ぎみ子

松本つね子

町田志津子

マヤ•片岡

丸岡秀子

4-7-97

3-10-108

2-9-134

4-2-136

1-6-105, 2-4-123,

2-9-71, 2-10-36,

3-1-13,3-2-8,3-6-92,

3-10-37,4-3-134,

4-7-54·70
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み

三浦富子 4-7-104 

三浦美佐緒 3-10-103,3-11-159 

三木文子 4-1-226 

三岸節子 3-3-55,3-9-62,4-3-114 

御木本隆三 3-4-57 

三雲秋子

水川せい子

水木竜子

水野明子

水野清子

水野千代子

水原俊子

水町京子

水町葉子

三田年子

三田友子

三田洋子

三井広子

4-2-154 

2-11-115 

3-1-156 

1-6-126 

4-4-206 

3-1-121 

4-5-145 

3-2-45,4-1-27 

1-6-118, 2-1-109, 

2-4-132, 2-10-68, 

3-4-89, 4-2-137, 

4-4-160,4-5-100 

4-4-202,4-5-149

4-6-153·157 

4-5-138 

3-8-119, 3-10-130,

4-7-77

三井松子 3-2-101 

港 路子

南 寛一

南きた子

峯 弘子

峰岸春江

峰村リツ子

美濃一重

箕浦多一

宮川曼魚

三宅五衣

宮 崎

宮沢ひさの

宮下しげ

4-6-148 

2-10-59 

3-6-102 

2-7-98, 2-8-114, 

2-9-114, 2-10-100, 

2-11-83, 2-12-96,

3-1-142, 3-2-70,

4-2-62

3-3-126 

3-3-46,3-9-67 

2-9-135 

3-1-43 

2-6-84 

4-8-123 

2-10-46 

3-10-86 

3-7-101, 3-8-109・113,

3-9-96 

宮原晃一郎 2-9-64 

宮本三枝 3-4-117 

三好十郎 2-10-83,3-6-70,4-3-104

三好ハナ子 3-8-117 

三好桃恵 4-5-137 

む

光 成 2-9-181, 2-10-182, 村岡花子 3-10-37

2-2-982-11-170 村上克子

光成悪子 2-4-101 村上小牧 1-6-84, 2-1-139, 

光成秀子 2-4-65,2-6-101, 2-3-149,2-10-133 

三苫京子

港さかゑ

2-7-152, 2-8-64,

2-9-148, 2-11-17,

2-12-66, 3-1-132,

3-2-40,3-6-82,3-7-91

3-1-136 

4-5-118 
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村上文代

村 田

村田修子

4-8-164 

1-6-157, 2-1-215 

1-5-166, 2-1-214, 

2-12-134, 3-3-118·l 19,

3-4-126, 3-7-102, 

4-3-64,4-8-83 



村田安子

村田りせ

村 山

かずこ

村山獅子

4-4-205

4-6-133

4-4-207, 4-5-152, 森井のぶ

4-6-i 59,-4-7-93,

4-8-167

1-3-65, 2-1-186, 森川秀子

2-4-78, 2-5-127,

2-7-158, 2-8-61,

2-10-92,2-11-116

村山知義

村山道子

も

茂木静江 3-5-101, 3-8-113,

3-10-105,4-2-154,

2-5-108,3-1-13

3-1-120 森沢ふみ

森田たね子

森田たま

森元ヤエ

森山 格

森山 啓

4-5-147

茂木新子 4-1-229, 4-3-152·156,

4-4-194

望月れい子

百々とき子（百百登喜子）

2-9-137, 2-10-133,

2-12-159,3-2-105

3-1-139 矢追光子 1-6-127, 2-3-149,

桃井京次 1-4-115, 1-5-152,

1-6-145, 2-1-191,

2-2-49,2-3-176

森 克子

森 勝子

森 澄子

森三千代

2-5-159,2-6-152

1-6-128

4-6-146

1-2-6, 1-4-101, 1-5-98,

2-1-72・114,2-4-134,

2-5-78, 2-7-117,

2-11-127, 3-1-158,

4-4-73, 4-5-58·59·60,

4-6-88·89

森 井 3-9-154,4-4-207, 

森川道子 1-6-129,2-11-114

森熊 猛 2-7-84·85, 2-9-70,

八甕清子

八木さわ子（大久保さわ子）

1-1-104, 1-3-106

八木沢君子

矢崎 弾

安田徳太郎

泰平幸子

矢田部静枝

矢 東

柳沢ナカ

4-5-151, 4-6-159,

4-7-92,4-8-168

2-7-206, 2-11-109,

3-1-152, 3-5-102,

3-6-114

3-11-159, 4-1-228,

4-2-158

3-4-75,3-5-94

3-9-76

2-7-194

3-10-16,4-3-131

3-6-105·111

2-1-111

2-5-117

や

3-1-157, 3-2-107,

3-3-115,3-5-97

3-2-99

2-10-129

2-1-109, 2-6-110,

3-10-74,4-3-139

2-10-18

3-11-161

矢田津世子 1-1-60,

1-5-101・106·135,

2-1-110,2-5-53

1-6-129

2-3-198,2-4-192

3-7-103
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柳沢みつえ 3-10-88 

柳田 泉 3-3-26,3-4-24 

柳谷美代子 2-12-158, 3-3-108·11 7, 

3-6-111, 3-7-103, 

3-11-158 

柳瀬つゆ 2-8-112,2-9-135 

矢吹とく恵 4-8-162 

矢部時子 3-1-65 

山 英子 3-7-82 

山内静子 3-7-86 

山内せい子 2-11-145 

山内とし子 3-10-107 

山県章子 2-4-191 

山上たけ子 4-4-174 

山上松子 4-8-154 

山川朱実 1-2-26, 2-1-111, 2-9-151 

山川菊栄 3-3-20 

山川柳子 2-8-9,3-1-137 

山岸しづ江 3-4-101 ・ 116

山 ロ 3-3-104 

山崎正雄 3-4-126 

山下朝子 4-8-165 

山下佳子 1-2-99, 2-3-148 

山田アイ 3-5-86 

山田清三郎 1-4-71 

山田美和 3-6-111 

山田百合子 2-11-20,3-1-137 

山田米子 1-3-80

山中英子 4-7-96

山根銀二 4-7-58

やまねちょ 3-6-110,3-9-99 
や
山
まの

内
うち

みどり（小池みどり）
2-2-114, 3-4-126, 

3-10 83 

山本篤治 2-7-157 

山本松子 1-5-195 

山本安英 1-6-121, 2-3-118, 

2-12-132, 3-6-105, 

4-2-116 

山本れい 4-7-110 

八幡ミチ子（八幡美知子）

2-11-32, 3-1-62, 

3-3-98,3-4-32,3-8-82,

3-9-34, 4-4-135·160,

4-5-100,4-7-55

ゆ

湯浅克衛 4-1-152 

よ

除村ヤヱ 1-3-77, 3-7-42, 

3-10-30,4-7-70 

横井桃子 4-5-150 

横内菊枝 4-4-157 

横田文子 1-3-6, 2- f-26, 2-5-33,

3-2-110, 3-4-23, 

3-6-104·l 16, 4-2-128, 

4-4-82 

横山とし子 3-4-124 

横山美智子 2-11-70·122, 3-6-86,

4-6-22 

吉井静枝 4-8-164

吉井春江 4-4-206

吉江春子 2-12-158

吉尾なつ子2-3-47, 2-9-150,3-1-83

吉岡静枝 4-7-106

山村尻次

山本かね —f-

2-5-123 吉川綾→— 2-11-121

2-12-57I 6-144 美川きよ
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吉 田

吉田桂子

4-7-93

4-1-231

ロレンス，D·H 4-1-130

吉田澄子 1-6-143

吉田たか子 2-7-185: 2-10-86, 

3-10-74 Y · M 3-2-95

吉田とし子 4-1-230 若杉香子 1-4-90

吉田寿子 4-3-156, 4-5-142·149, 若杉鳥子 1-2-105, 1-3-43

4-6-142, 4-7-113, 若林つや子（若林つや） 1-4-6, 

吉田信子

吉田春子

吉田秀子

吉田政江

吉田松江

吉竹綾子

吉野秋子

芳野淑子

吉 水

吉村文子

吉屋信子

吉行あぐり

四家文子

米倉久子

4-8-159
4-7-91

1-6-143

4-8-156

4-4-205

4-1-231

2-7-203,2-10-136

4-1-230,4-5-149

2-11-115,3-2-104・105

2-10-46

3-5-77

4-4-160,4-5-100

2-6-123

2-6-142,3-3-79

3-1-137

わ

1-5-100, 2-4-140,

3-7-180,4-1-222

若山喜志子 3-2-27,3-11-21

若山喜代子 3-3-116

和木清三郎 2-1-111

鷲見光子2-1-142,2-3-150,2-5-161

渡辺 朝 1-5-51, 2-8-10 

渡辺 滋 2-3-105 

渡辺千代 3-11-161,4-5-150 

り

花

鳴

暉

剣

蒙

李

李

劉

2-12-158

2-1-100

4-8-120

ろ

ロウエル，エミイ

ロシー上田

4-5-60

2-8-134

ロマノフ，P 4-4-182, 4-5-65,

4-6-90,4-8-68
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挿絵・ カット

甲斐仁代 3-11-11

加藤武子 3-11

岸 丈夫 3-11, 4-1, 4-2, 4-3, 4-4

駒林雅子 4-2-13

志賀はるを 3-11, 4-1, 4-2, 4-3, 4-4,

4-5

成瀬田鶴子 4-1-17, 4-2, 4-3, 4-4,

4-5

東沢ヨシェ 3-11, 4-1, 4-2

馬淵美意子 4-3-17

三岸節子 3-10,3-11

村田勝四郎 4-5,4-7

森井輝雄 4-7

矢崎武子 4-8

吉村進司 3-11, 4-1, 4-2, 4-3, 4-4,

4-5

米倉寿仁 4-2,4-3,4-4

表紙装禎

小原栄治 4-1

駒林雅子 4-7,4-8

夏川八郎 3-7,3-8,3-9

原 信子 1-2, 1-3, 1-4

村山知義 1-5,3-2,3-3,3-4,3-5,

3-6

森井輝雄 4-4,4-5,4-6

米倉寿仁 3-10,3-11,4—1, 4-2,

4-3
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